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序

吉備路のひとつの核をなす史跡・造山古墳は全国第4位、自由に立ち入りできる古

墳ではわが国最大の大きさをもつ古墳です。市内にこうした重要な史跡をもっている

ことは、我々市民の誇りであります。それゆえ観光資源にという要望も強く、文化財

としての保護や活用と調整、両立していくことは岡山市教育委員会の重要な課題のひ

とつとなっております。

このたび報告いたします史跡・造山古墳第二古墳は、造山古墳に隣接する小規模な

古墳です。調査では多量の埴輪が列をなしている様子を目の当たりにして、その価値

を改めて認識した思いがします。周辺遊歩道整備の工事中の不時発見という後手に回

る事態になってしまいましたが、地元の方々と事業者である岡山市観光物産課、高松

支所産業建設課、および工事関係者のみなさんのご理解とご協力により調査の実施と

現状で保存することができました。同時に、当教育委員会としましては史跡の範囲に

対する認識や周辺整備に対する姿勢に注意を喚起された思いがいたします。今後、こ

の古墳をはじめとする造山古墳、造山古墳群の史跡整備と活用に努力を惜しまない所

存であります。

最後になりましたが、調査の円滑な実施にご理解とご協力を頂きました地元の方々、

ならびに関係機関に対して厚くお礼申し上げます。

平成12年3月31日

岡山市教育委員会

教育長　戸　村　彰　孝
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1．この報告書は、岡山市教育委員会が平成9年12月18日から平成10年3月4日にかけて実施した造山

第2号古墳関連遺構の調査報告書である。この遺跡は岡山市新庄下1174－2ほかに所在し、岡山市経済

局商工観光部観光物産課が実施した造山古墳・陪墳遊歩道整備事業に伴い発見された。

2．調査と報告書の作成は岡山市教育委員会生涯学習部文化課が行った。

3．調査は安川満文化財保護主事が担当し、1月12日以降、河田健二文化財保護主事の応援を受けたほ

か、藤井裕之、木村真紀が参加した。

4．遣物の実測、写真撮影は安川が、トレース、図版の作成は安川、伊原史子が行った。本書の執筆、編

集は安川が行った。また校正においては、延原経子の協力を得た。

5．第Ⅴ章には遊歩道整備事業に伴い実施した榊山古墳（造山第1号古墳）周辺の立会調査の成果をあわ

せて報告する。さらに、付章として調査中に寄贈を受けた伝・千足古墳出土遺物を報告する。また、

出土した形象埴輪群について岡山大学大学院生・和田剛氏から玉稿をいただいた。

6．この報告書において用いている高度値は標準海抜高度とする。なお、高度値は岡山市教育委員会・

岡山県発行500分の1「造山古墳群」に記載されている造山古墳前方部南隅角のベンチマーク・海抜

9．379mを基準とした。また、方位は磁北である。

7．この報告書においては古墳時代の時期区分は特に断らない限り10期編年（広瀬和雄1991「前方後円墳

の畿内編年」近藤義郎編『前方後円墳集成』中国・四国）に、円筒埴輪の編年は川西宏幸の円筒埴輪

編年（川西宏幸1978「円筒埴輪総論」『考古学雑誌』64－2）に従うものとする。

8．第2図は建設省国土地理院発行の25，000分の1地形図「総社東部」「倉敷」を、第7図は岡山市発行

の2，500分の1岡山市域図14－1を複製、加筆したものである。第4図、第54図、第58図は岡山市教育委

員会・岡山県「造山古墳群」に加筆、改変したものである。

9．この報告書で報告した遣物、実測図、写真等は岡山市教育委員会で保管している。
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1）周辺の景観と古墳の位置

1）周辺の景観と古墳の位置

位置と環境

造山第2号古墳は、造山古墳の陪塚群と言われる古墳群中の古墳である。行政的には岡山市新庄下に

あたり、律令制下には備中国都宇郡河面郷に属していた。周辺は最大級の古墳が密集する一大古墳群で

あり、丘陵や山麓には多数の古墳が築かれている。付近には、新庄上、新庄下、千足などの集落がある

が、多くが水田、畑地、果樹園であり、造山古墳や造山古墳群の古墳も1972（昭和47）年に当時の高松町

が買収するまでは柿などを栽培する果樹園や畑地として利用されていた。

周辺の地理的環境　造山古墳の面する総社平野、足守川流域平野は瀬戸内海の多島海と吉備高原と呼

ばれる隆起準平原の山並みに挟まれた平野群一広義の岡山平野の一部である。北を吉備高原の南縁、南

を都窪丘陵などで挟まれ、平野内も三手丘陵、黒住丘陵やその他の独立丘陵が存在する。

この地域は隆起運動の不活発な地域であり、吉備高原や都窪丘陵などの山塊は老年期の山地～準平原

が隆起したものである。そのため、頂に比較的なだらかな旧輪廻の地形を残しており、侵食輪廻の地形

の発達段階では幼年期にあたる。隆起準平原面は大きく標高400～700mの吉備高原面と300m以下の瀬戸内

面（瀬戸内丘陵群）に分けられる。これらの山地、丘陵の母岩はほとんどが花崗岩類からなっている。こ

の花崗岩類は中生代白亜紀末から新生代古第三紀にマグマが買入して形成され、その後の地殻変動と浸

食作用によって地表に露出したものである。また、東の中山丘陵や都窪丘陵の最高峰・福山（標高302m）

周辺には砂岩質・泥岩質の古生層が分布している。また、都窪丘陵は南部・西部では比較的急峻な斜面

をなすが、北部・北東部では標高60～70mの丘陵が続き、なだらかな傾斜地、低丘陵となって平地に続い

ている。造山古墳群をはじめとする数多くの古墳はこうした丘陵上に立地するものがほとんどである。

－1－



第I章　位置と環境

足守川は吉備高原の高陣山に水源が求められ、深い渓谷をつくりつつ南流し足守付近で吉備高原を出

る。造山古墳の前面、岡山市三手付近で血吸川、前川を合わせた砂川と合流、岡山市古新田で笹ケ瀬川

に合流する。また、古くは高梁川が総社市湛井付近から東に曲流し足守川に合流していたという。氷期

には海水面の低下により瀬戸内海は陸地化していたといわれ、塩飽諸島付近を分水嶺として東流した流

れは古大阪川に合流し紀伊水道から、西流したものは豊後水道から太平洋に注いでいた。侵食された老

年期の山地が後氷期の海進により水没した姿が瀬戸内海の多島海である。足守川流域平野も海進により

谷部に浸入した海を埋める形で発達した沖積平野ととらえられる。海進の最盛期には沖積地部分は大半

が水没していたと思われるが、その実態はほとんど未解明である。弥生時代～古墳時代には高梁・足守

川は庭瀬、撫川付近で吉備穴海に注いでいたといわれており、弥生時代、古墳時代の集落遺跡もこの付

近が南限となっている。

この地域は現在では農業を主とする田園地帯となっており、吉備の中枢地域であった頃の様子を窺う

ことは難しい。沖積地部は夏には水稲、冬にはイ草やムギを、山寄りの丘陵地ではブドウ・モモなどの

果樹栽培を行う。気候は少雨であることと日照時間が長いことが特徴であり、そのためこの地域でもた

め池が多く作られている。一帯は「吉備路風土記の丘県立自然公園」「吉備史跡県立自然公園」の二つの

県立公園に指定され景観保全に一定の規制が課せられている。しかし、かえって周辺の開発、遺跡の破

壊を加速させた感は否めない。かつては岡山の典型的な農村であったこの地域も、岡山・倉敷に10km前

後という距離もあり、急速に宅地化が進んでいる。現在付近を山陽自動車道・岡山自動車道が通り、工

業団地の誘致、ゴミの埋め立て処分場、山土採取など変化の波は確実に押し寄せてきている。

造山古墳群付近の地形と景観　　造山古墳・造山古墳群は都窪丘陵東部の仕手倉山（標高224m）から北側

に派生する尾根の末端、西側を三須丘陵、東側を黒住丘陵の標高60～70mの丘陵に挟まれた広い谷のほぼ

中央に突き出した標高10～40mの低丘陵上に立地する。なお造山古墳はこの丘陵最末端を整形・盛り土し

て築造されていると考えられる。造山古墳群の立地する丘陵の両側の低地部は、現在では一面に水田が

拡がっているが、江戸時代末期以来のほ場整備などの開発以前は低湿な後背湿地であった。これらの開

発に際しては、多量の土砂が造山古墳群の丘陵から採取され低地部に埋められたと伝えられ、この際造

山古墳群の古墳も大きく損なわれたと言われる。しかし、それほど多量の土砂を採取しながら、滅失し

た古墳は「榊山南丘」古墳と新庄車塚古墳のみで、造山古墳をはじめとする現存する古墳が思った以上

によく旧状を残していることは、ひとえに地元住民の先人の墳墓に対する畏敬の念があったためと思わ

れる。
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旧石器・縄文時代　　この地域に人類の痕跡が認められるのは旧石器時代からで、浅尾遺跡（1）、宝福寺

裏山遺跡（2）など総社平野北辺の丘陵上などから散発的に石器の出土が知られている。縄文時代には縄文

時代早期の遺構・遺物が総社市真壁遺跡（3）、長良山遺跡（4）、倉敷市矢部奥田遺跡（5）などで出土している。

海進によって現出した新たなる環境である沖積地に本格的に人々が進出するのは、縄文時代後期以降と

みられる。総社市南溝手遺跡（6）、同窪木遺跡（7）、真壁遺跡では縄文時代後期、晩期の多くの遺物が出土、

吉野口遺跡（8）では晩期の土器とともに竪穴住居と見られる遺構、炉跡などが検出されている。

弥生時代　　弥生時代前期になると遺跡は増加し、高梁川分流域では真壁遺跡、総社市山津田遺跡（9）、

南溝手遺跡、窪木遺跡など、足守川流域では東山遺跡（10）、川入遺跡（11）などで遺構・遺物が検出されてい

る。弥生時代中期前葉～中葉には新邸貝塚（12）、吉野口遺跡などがある。前期～中期を通じて全体的に遺

跡は小規模で、旭川流域平野における津島遺跡・南方遺跡などのような拠点的集落は形成されないよう

0

L…・叫一・・一　一　一l　　　‥・－　2km

第2図造山第2号古墳と周辺の遺跡（1／25，000）

1，造山第2号古墳　2，造山古墳　3，榊山古墳（造山第1号古墳）4，千足古墳（造山第5号古墳）

5，新庄車塚古墳　6，小造山古墳　7，折敷山古墳　8，夫婦塚古墳　9，銭瓶塚古墳

10，こうもり塚古墳11，宿寺山古墳12，矢部大塊古墳
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弥生時代後期になると、足守川流域に高塚遺跡（13）、津寺遺跡（14）、矢部南向遺跡（15）、上東遺跡（16）など大

規模な集落が出現する。一方、高梁川分流域には真壁遺跡、窪木遺跡、美野田遺跡（17）などが存在する。

また、後期後半には楯築弥生墳丘墓（18）をはじめ、鯉喰弥生墳丘墓（19）、雲山鳥打弥生墳丘墓群（20）、矢藤治

山弥生墳丘墓（21）、宮山弥生墳丘墓（22）など大規模な墳墓が築造される。楯築弥生墳丘墓は矢部丘陵に所在

する双方中円形の弥生墳丘墓である。両突出部を含めると全長70mを超える当時最大の墳墓であり、円丘

部には巨大な立石を並べ、特殊器台を伴っており、この地域におさまらず吉備全域に力を及ぼし得るよ

うな首長の墳墓と見られる。また、矢藤治山弥生墳丘墓、宮山弥生墳丘墓の両墳丘墓は前方後円形の墳

形と最新段階の特殊器台を伴っており、規模、主体部、副葬品など共通点が多い。また墳形が奈良県纏

向石塚墳丘墓と類似するとも指摘されており、古墳出現直前の墳墓として注目される。

古墳時代　古墳時代前期においても津寺遺跡を中心とする遺跡群はさらに拡大する。しかし、備前南

部の旭川下流域、吉井川下流域に比べると古墳の築造は低調といえる。1期・2期にこそ特殊器台形埴

輪が知られる矢部大塊古墳（23）をはじめ、足守川を挟んだ対岸の吉備中山山上に尾上車山古墳（24）、中山茶

臼山古墳（25）が築かれるものの、これに続く古墳は川西編年2期の埴輪を持つ平野北部の小盛山古墳（26）の

ほかは有力な古墳は見あたらない。尾上車山古墳、中山茶臼山古墳も基盤となる地域が備前側の一宮平

野であるのか、足守川流域平野であるのか意見が分かれており、これをのぞくとさらに旭川下流域の古

墳の乱立状況とは対照的なありようと言える。小盛山古墳も墳長105mという規模を持ちながらも、墳形

は造り出し付円墳であることは象徴的である。

こうした状況の中、古墳時代中期になると一墳長360mという全国的に見ても際だった規模の造山古墳が

突如として築造され、続いて総社市作山古墳をはじめとする大形前方後円墳が次々と築造されるように

なる。造山古墳群の西側の丘陵上、三須丘陵の東端部には小造山古墳（27）、夫婦塚古墳（28）、銭瓶塚（銭瓶ぐ

ろ）古墳（29）、折敷山古墳（30）などが築かれる。三須丘陵の南から南西の平野部には県下第2位、全国第9位

の規模を誇る作山古墳（31）、宿寺山古墳（32）、角力取山古墳（33）などが存在する。また、三須丘陵など周辺の

丘陵には数多くの中小の古墳が築かれている（34）。さらに当該期のこの地域、特に造山古墳群において注

目されることは、朝鮮半島系の遺物が目に付くことである。詳しくは後述するが、榊山古墳（造山第1号

古墳）からは国内唯一例の馬形帯鈎をはじめ伽耶系の陶質土器が出土しており、高塚遺跡、津寺遺跡など

の集落遺跡からも朝鮮半島系の土器も多く出土している。奥ヶ谷窯跡（35）といった初期須恵器段階の窯跡

も確認されており、陶邑TK73型式段階には同時期の他地域のものとは異なる特徴的な一群がこの地域に

限定的に認められる（36）。このことから、この時期に多くの渡来人がこの地域に存在しており、吉備勢力

の一翼を担っていたことが窺われる。

造山・作山古墳以降、古墳は規模を縮小し、古墳時代後期には一時目立った古墳が築造されなくなる

が、6世紀後半になると、全長約100mのこうもり塚古墳（37）、全長45mの江崎古墳（38）といった前方後円墳が

相次いで築かれ、一大群集墳地域となる。こうもり塚古墳は全長19．4mという吉備最大の巨大な横穴式石

室をもち、「浪形石」と呼ばれる岡山県井原市産の貝殻石灰岩製の家形石棺がおかれている。江崎古墳は

石室全長13．8。を測り、同じく貝殻石灰岩製の家形石棺を備える。周辺にも緑山古墳群（39）など準巨石墳と

言えるような有力古墳が存在する。また、平野北辺の山麓には千引遺跡、カナクロ谷遺跡などの製鉄関

連遺跡（40）が存在し、集落遺跡では窪木薬師遺跡（41）、吉野口遺跡のように鍛冶遺構を伴う集落が知られて

おり、鉄の精錬から製品の生産までこの地域で一貫して行われていたことが窺われる。

古代以降　古代にはこの地域は、備中の中心地として備中国分僧寺・国分尼寺が築かれ、備中国府も

ー　4　－



2）歴史的展開と周辺の遺跡

総社平野のほぼ中央部に想定されている。また北部の鬼城山には古代山城「鬼ノ城」があり、この麓に

は吉備大事府が存在したのではともいわれる。都窪丘陵の北麓には官道・山陽道が通り、津幌駅が置か

れた。中世末には織田・毛利両軍の激突する最前線となり、備中高松城の水攻めなど羽柴秀吉の天下取

りの舞台として知られるようになる。江戸時代にはこの地域は、岡山、足守、松山、蒔田、岡田、庭瀬

など各藩の所領が入り組み、近世西国街道の宿場は東の板倉、西の川辺に置かれ、そのため農村的景観

が定着して行った。

周辺の遺跡　　ここでは造山古墳・造山古墳群に関係の深い周辺の中期大形古墳を中心に見ていくこと

とする。

小造山古墳（岡山市新庄上・総社市下林）

全長約135m、後円部径約92m、同高さ約12m、前方部前端幅約86m、前方部高さ約9mを測る三段築成の

前方後円墳である。後円部の周囲には周溝が存在する。かつては造山古墳に先行すると考えられてきた

が、出土埴輪から川西編年の4期、5世紀後葉に位置付けられる。

夫婦塚古墳（岡山市新庄上・総社市下林・赤浜）

小造山古墳の南西約150mの尾根上に立地する全長約45mの帆立貝式前方後円墳である。後円部のほぼ中

央に竪穴式石榔が存在する。円筒埴輪片のほか桂甲片が採集されている（42）。その特徴から6世紀代の築

造と考えられる。本境の南約40mには編笠古墳が存在する。

銭瓶塚（銭瓶ぐろ）古墳（岡山市新庄上・総社市下林）

小造山古墳の南方約500mに位置する前方後円墳で、全長約50m、後円部径約35m、同高さ約8m、前方部

は長さ幅とも約15mを測る。後円部中央に盗掘孔があり、「兜」を出土したとの伝承もある（43）。

折敷山古墳（総社市赤浜）

小造山古墳の谷を隔てた北側の尾根上に立地する一辺約40mの方墳である。円筒埴輪、朝顔形埴輪のほ

か短甲など形象埴輪が出土しており、5世紀の第2四半期ごろに比定されている。

作山古墳（総社市三須）

全長286m、後円部径174m、同高さ約24m、前方部長110m、同前端幅174m、三段築成の前方後円墳。各段

には円筒埴輪列が巡る。埴輪には円筒埴輪、朝顔形埴輪のほか蓋、肩甲の形象埴輪が知られている。円

筒埴輪は大半が無黒斑で外面の二次調整はB種ないしC種ヨコパケ、川西編年の4期に位置付けられる。

5世紀中葉の築造とみられている。

宿寺山古墳（都窪郡山手相宿）

全長118～120m、後円部径64ないし75m、同高さ10m以上、前方部前端幅62m、前方部高さ8．5mを測る二

段築成の前方後円墳で、周囲に盾形の周溝の跡がある。1889年、1920年に地元の人により発掘され、竪

穴式石室から変形四神鏡、盤竜鏡、刀剣、鉄鉱、銀子、玉類などが出土した。前方部にも竪穴式石榔が

あったとの伝えもある。また、円筒埴輪、朝顔形埴輪のほか蓋などの形象埴輪が採集されている。円筒

埴輪は無黒斑で二次調整にB種、C種ヨコパケを施すもので、川西編年4期に位置付けられる。築造時

期はこれらの特徴から作山古墳に後続する時期とされている。

角力取山古墳（都窪群山手相東三軒屋）

作山古墳の南方に所在する一辺38mの大形方墳で、出土埴輪から造山古墳とほぼ同時期と考えられてい

る。また、角力取山古墳の南東には一辺23mの方墳、赤阪竜塚古墳（44）が存在する。
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3）造山古墳群をめぐる研究の現状

この古墳群は造山古墳の前方部前端の堀切を挟んで南西に位置し、現在6基の古墳が存在する。1921

年（大正10年）に国指定史跡に指定されている。地元ではかっては「七っくろ」と呼ばれていたという（】）。

1912年（明治45年）古墳群中の榊山古墳（第1号古墳）、千足古墳（第5号古墳）が発掘され、馬形帯鈎をは

じめとする多量の遺物を出土、千足古墳では直弧文の装飾をもつ石室が明らかになった。1913年（大正2

年）官命により両古墳を調査に訪れた和田千吉の報告（2）では古墳群中に7基の古墳が存在したようであ

る。1930年発行の『岡山焔通史』の永山卯三郎の記述（3）では「大正八年以来の調査に係るもの」として

加茂造山古墳　大字新庄下　前方後円式前方部に石棺あり

榊山東丘　　　　　同上

同西丘　　　　　　同上

同中丘　　　　　　同上

同坤丘　　　　　　同上

同南丘　　　　　　同上

千足下の古墳北　　同上

千足下填、南丘　　同上

円丘高二一尺、直径一五六尺

今竹林方丘の如きは切落の結果高一五尺、径九〇尺

今切落されて三角形となれり、復元せば径七〇尺高一五尺

円丘高二一尺、径一四〇尺、丘下埴輪破片多し

全然崩されて平地となれり

円丘高二一尺、径一九〇尺、石室存す

円丘高一八尺、直径一〇五尺、今果園となる

としており、規模や方角、現状から東丘が榊山古墳、西丘が第2号古墳、中丘が第3号古墳、坤丘が第
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4号古墳、南丘が現存しない1基にあたると思われる。

1936年（昭和11年）には梅原末治らによって調査され、円墳とされていた千足古墳が帆立貝形の前方後

円墳であること、同墳石室の実測図が報告された（4）。

戦後、西川宏による徹底した現地観察に基づく研究が特筆される。西川はこの古墳群を造山古墳被葬

者の陪臣・陪従者の墓、すなわち陪塚であると評価し「原初的な官僚とでもいうべき層が結集したこと

の反映」と考えた（5）。これに対し、春成秀爾は造山古墳の外帯の区画と第2号古墳の南辺西辺が一致す

るとし、少なくとも第2号古墳のみは陪塚としてよいとやや慎重なとらえかたをする（6）。宇垣匡雅は埴

輪などの検討から、古墳群中の古墳にある程度の時期差を認めながらも陪塚として評価する（7）。古墳群

が陪塚群であるか否かは、主墳である造山古墳との築造時期の関係はもとより、主墳を含めた規格性の

追及、周辺の他の諸古墳との対比、さらには「陪臣」自体の性格の追及が必要と考えられる。たしかに

古墳群中の古墳は造山古墳に対し極めて近接した関係にありながらも、計画的な配置のもとに築造され

ているようには見えない。また、副葬品などの実態のある程度判明しているものが榊山古墳、千足古墳

の2基のみという現状では、その被葬者たちの性格を追及することはもどより、陪塚か否かを判断する

ことは難しいというほかない。

それでは古墳群中の各古墳に関して概要を見ることとしよう。

造山古墳（8）は全長360m、後円部径224m、同高さ32．5m、前方部前端幅230m、前方部高さ27mを測る、岡

山県最大、全国第4位の規模を誇る前方後円墳である。墳丘は三段築成でくびれ部の両側に造出Lが付

属する。各段には円筒埴輪列があり、葺石を敷設している。後円部からは盾、蓋、靭、家の形象埴輪が

採集されている。円筒埴輪は外面の二次調整は簾状痕のあるB種ヨコパケ、C種ヨコパケであり、黒斑

のある野焼きのものを含んでいるようである。前方部に御可蘇凝灰岩製（9）の到り抜き式の長持形石棺（舟

形石棺）がある。この蓋には妻部分に直弧文（10）が描かれており、熊本県鴨籠古墳の石棺との類似が指摘さ

れている（11）。この石棺は前方部に建つ神社社殿前から出土したと言われる（12）。

墳形や区画、築造時期に関しては、各研究者の被葬者観や吉備政権観とも相まって、見解が分かれて

いる。春成秀爾は害窯焼成の埴輪の存在を重視し430～440年前後とする（13）。また松木武彦は造山古墳出

土の蓋形埴輪の特徴は5世紀前葉の終わりごろから中葉のものと指摘している（14）。それに対し、葛原克

人は墳形に大阪府仲津山古墳との類似を指摘し、害窯焼成の埴輪は副次的なものと考え、築造時期を5

世紀第1四半期とする（15）。墳丘外の区画に関しては、周溝は存在しないものとされてきたが、春成が周

囲に「周溝なき外帯」を想定にするのに対し、葛原は渡り土手を伴う盾形の周溝の存在を主張している。

榊山古墳（第1号古墳）（16）は造山古墳前方部前端の堀切を挟んだ正面に位置し、現状では径約35m、高さ

約65m、二段築成の円墳状を呈する。墳項部と墳丘裾には円筒埴輪列が巡る。帆立貝形前方後円墳といわ

れるが、前方部（造出）の位置に関しては西北西側、南西側、南東側など諸説ある（17）。1912年の発掘でコ

ウヤマキ製の割竹形木棺が出土、変形三神三獣鏡、馬形帯鈎、碧玉製卵形品、銅鈴、刀剣、槍、斧など

多数の遺物が発見されたという。これらの遺物は、同時期に発掘された千足古墳の出土品と混在・混乱

しているとの説もある（18）。また、墳丘南西側からは伽耶系の陶質土器、須恵器が発見されている（19）。こ

の古墳出土と伝えられる円筒埴輪も知られており、川西編年4期に位置づけられる。

第2号古墳は榊山古墳の北西約100mに位置する、一辺約21m、高さ4mの方墳状の古墳である。永山卯

三郎の記述によれば方墳を呈するのは周囲を削られたためであり、もとは円墳であったという（20）。しか
′

し、古墳の周囲は北側～北西側に同じ幅の方形の水田区画が取り巻いており、もともと方墳であったと
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考えて良いと思われる。また、先述のとおり春成秀爾は南辺西辺が造山古墳外帯の区画に一致するとし、

造山古墳と同時に企画、設計されたものとしている（21）。造山古墳の外帯の存在はともあれ、第2号古墳

東側の丘陵裾は造山古墳前方部の延長線で切られたようになっており、東辺西辺がこの延長線とほぼ平

行することからも、第2号古墳が造山古墳の企画と密接な関係をもって築造されている可能性は高いも

のと思われる。また、墳頂には古銅輝石安山岩の板石が散乱しており、竪穴式石郷の石材と考えられる

ほか、造山古墳前方部上には第2号古墳の石櫛の蓋石と伝えられる大形の安山岩板石が存在する（22）。

第3号古墳は第4号古墳の北西約50mに位置する。周囲を大幅に削平され墳形、規模などを復元するこ

とは困難だが、残丘や周囲の水田区画から径30m程度の円墳と考えられる。なお、消滅した榊山南丘はこ

の第3号古墳と第4号古墳の南西付近にあったものと思われる（23）。

第4号古墳は榊山古墳の南西約120mの位置にある。現状では径約35m、高さ5．5m程度の円墳状を呈して

おり、かつては円筒埴輪列が存在したという（24）が、現在は確認することができない。1991年の隣接地の

調査で、周溝状の遺構と多量の埴輪が検出され、前方後円墳、あるいは帆立貝形古墳である可能性が高

くなった（25）。埴輪には円筒、朝顔形の他、短甲、蓋、家などの形象埴輪が知られている。このうち円筒、

朝顔形埴輪は害窯焼成と判断され、川西編年4期に位置づけられる。

千足古墳（第5号古墳）（26）は第4号古墳の南東約150mに位置する帆立貝形前方後円墳。全長約74m、後円

部径約54m、同高約6．8mを測る。後円部のほぼ中央に横穴式石室の玄室が開口している。これは1912年の

発掘で開口したもので、その上部には粘土柳が存在したという。玄室は長さ3．45m、幅2．5m、高さ2．7m、

板石を小口積みにした持ち送りの強い石室で、赤色顔料が塗布されている。玄室奥を切石で区画して棺

床を作りつけ、その前面の障壁には上面に鍵手文、前面に直弧文が彫刻されている。棺床上から半円方

形帯変形五獣鏡、碧玉製勾玉、障壁と石室側壁との間から鉄鉱が、石室上方の粘土櫛から変形五獣鏡、

巴形銅器、玉類、刀剣、斧、甲宵が出土した。

第6号古墳は千足古墳の南約100mの位置にある。現状は径約30m、高さ約5mの円墳である。

また、造山古墳の北西300m付近に新庄車塚古墳がかつて存在しており、径約70mの円墳、あるいは全長

120m程度の前方後円墳であったと言われる。永山卯三郎によると付近に三吉城址、車規祉の2基の削平

された古墳を挙げており（27）、車城址がこれにあたると思われる。削平の際出土したと伝えられる円筒埴

輪が知られている（28）。また、三吉城址に関しては「もと前方後円式なりLを破却して水田とす」とされ

1　　0　　　　　501cm

第3園　伝・造山第2号古墳の蓋石（1／20）
（注7文献より一部改変）
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ており、新庄車塚古墳北側の水田畦畔にその痕跡を残している（29）。

一方、高橋護は造山古墳前方部前面の掘割の対岸に、造山古墳に付属する施設が存在すると主張する。

この部分には多数の埴輪片が散布しているといい、埴輪の特徴は造山古墳出土のものと一致するという。

掘割が北西部で狭くなっているのも、この施設が存在するためとする（30）。しかし、この地点は榊山古墳

とも近接しており、埴輪の出土が即古墳以外の施設の存在につながるとは考えられない。また、埴輪の

特徴もより詳細に検討する必要があるだろう。
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といえる。また、宇垣匡稚が指摘するように、新庄車塚古墳から出土したものとした場合、蓋身ともに500m程も

離れた造山古墳の前方部に運び上げることに不自然さを感じざるを得ない。

（13）注6文献。宇垣匡椎も同様の理由から、これに近い位置付けを与えている。

（14）松木武彦1994「吉備の蓋形埴輪一器財埴輪の地域性研究に関する予察－」『古代吉備』第16集
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3）造山古墳群をめぐる研究の現状

（15）葛原克人1991「巨墳の造営」『岡山県史』原始・古代I

1992「造山古墳とその時代」『吉備の考古学的研究』（下）山陽新聞社

（16）西川宏1986「榊山古墳」『岡山県史』考古資料

（17）現状ではこれらの各方向に突出部状の平坦面が付設しているようにみえ、いずれとも判断し難い。西川宏は西

北西方向に幅・長さとも25m程度の造出Lを想定し、形態・方向とも千足古墳と類似するものとする（注16文献）。

また、南西側の平坦面からは陶質土器・須恵器が出土しており、これを造出Lとする説もある（注20文献）。一方、

春成秀爾は注6文献中の図1に南東方向に幅広の造り出しを描いている。

（18）特に馬形帯鈎に関しては、千足古墳出土との説がある。また、東潮は榊山・千足古墳からの馬形帯鈎の出土自

体に疑問を提出している。

東潮1992「朝鮮渡来の文物」『吉備の考古学的研究』（下）山陽新聞社

（19）島崎東1982「備中榊山古墳採集の遺物について」『岡山県史研究』第3号

（20）注3文献

（21）注6文献

（22）付近の民家に置かれていたものを現在の位置に移動したものらしい。

（23）宇垣匡雅は削平された古墳を「榊山中丘」とし、その位置を榊山古墳と第4号古墳の間に比定している（注7文

献）。しかし、永山卯三郎の「切落されて三角形となれり」という記述から「榊山中丘」は第3号古墳にあたると

思われ、「平地となれり」とされる「榊山南丘」が現在存在しない1基であることは疑い得ない（注3文献）。その

位置に関しては、和田千吉の示した造山古墳周辺の古墳分布図（第一図）には、第3号古墳と第4号古墳と思われ

る近接した2点の西に古墳を示す点が記されている（注2文献）ほか、明治20年の新庄上切絵図には第3号古墳の

西に隣接して古墳の痕跡と思われる円形の地割りが存在しており、これが「榊山南丘」にあたる可能性が高い。

なお、永山の方角の記述は、造山古墳の主軸をほぼ南北の軸として述べられているようである。第4号古墳にあ

たる「榊山坤丘」の「坤」は南西を示しているため、第4号古墳の位置に合わないようであるが、規模などの記

載から第4号古墳であることは疑い無く、「坤」は「巽」の間違いである可能性が高い。

（24）西川宏1971「岡山県造山古墳とその周辺の前半期古墳」『古代学研究』第60号

（25）安川満1998『造山第4号古墳』岡山市教育委員会

（26）西川宏1986「千足古墳」『岡山県史』考古資科

（27）注3文献

（28）注6文献

（29）宇垣匡雅氏のご教示による。

（30）高橋護監修1989『学習漫画　岡山の歴史』2　吉備の大王　山陽新聞社
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第Ⅱ章　調査の経過と概要

1）遊歩道整備事業の経緯と概要

調査の経緯と経過

造山古墳・陪墳遊歩道整備事業は観光資源としての造山古墳、造山古墳群を周遊できる遊歩道を、観

光客、地元住民の両方からの要望に応えるため、岡山市経済局商工観光部観光物産課が当教育委員会文

化課と協議しつつ整備を計画したものである。1996（平成8）年度から1997（平成9）年度にかけて実施さ

れた。

そもそも、1920（大正10）年3月に造山古墳、造山古墳群が国の史跡に指定されて以来、地元住民は開

発行為の制限、見学者等による私有地への無断進入など一方的に奉仕を強要されながらも、造山古墳に

対する深い思い入れからこれを甘んじて受け入れてきたと言える。1969（昭和44）、1970（昭和45）年には

造山古墳、および榊山古墳（第1号古墳）、第2号古墳、第3号古墳、千足古墳（第5号古墳）、第6号古

墳の指定範囲が国庫補助事業として当時の高松町（1971（昭和46）年に岡山市へ合併）によって買収され、

また、1972（昭和47）年には吉備路風土記の丘県立自然公園に指定されるなど、景観を含めての保存が図

られている。しかし、総社市域の備中国分寺周辺が「特別地域」に指定され、歴史的環境整備、遊歩道、

公衆便所、駐車場などの公園施設整備が県事業で図られているのに対し、造山古墳周辺では「普通地域」

と言うことで公園としての整備が施工されないままの状況にあった。こうした不均等な施策に対し地元

町内会、保存団体、地域振興団体は再三、付近一帯の整備、指定範囲の見直し、土地の買い上げ、学術

調査の実施などを県、市に対し要望してきたという経緯がある。

遊歩道整備に当たっては、観光客がグループで通行することを想定し2～3mの幅員とした。また、工

法も現況の歴史的景観の保存を図った上で、極力掘削施工をさけるため盛り土や芝付けなどを採用し、

擁壁や側溝設置を必要とする箇所も、原則的には掘削は表土にとどめることとした。それぞれの古墳に

とりつく部分や古墳に近接する部分などに関しては掘削時に文化課職員が立ち会うこととした。実際の

工事は、平成8年度には造山古墳前方部南端から千足古墳北側を通る1号線、千足古墳から第3号古墳、

第4号古墳の東側を通る2号線などが、平成9年度には2号線から第2号古墳の南側を通り造山古墳前

方部西端にでる3号線、1号線から丘陵をのぼり榊山古墳をまわる4号線などがそれぞれ施工された。

※この文章は平成10年1月19日付で岡山市長安宅敬祐から文化庁長官宛に提出された「埋蔵文化財発掘

の通知」（文化財保護法第57条の3第1項）に添付された「岡山市新庄下造山古墳・陪墳遊歩道整備事業

概略の説明書」を元に執筆した。
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2）埴輪列の発見と保存の経緯

2）埴輪列の発見と保存の経緯

平成9年度の立会調査は4号線の榊山古墳周辺を計画していた。榊山古墳は現状では円墳状を呈する

が、帆立貝形古墳と目されており、造り出しの位置に関しては複数の説が提出されている。そのうち南

西側と北側の造り出し想定部分を遊歩道が通ることとなること、榊山古墳は周囲の平坦化が著しく、現

状の墳端の外側にも古墳に付属する施設が存在する可能性が考えられたためである。こうした中、1997（平

成9）年11月18日、3号線の工事において、第2号古墳付近の表土を掘削したところ埴輪列が発見された

との連絡が施工業者から文化課にあった。安川満文化財保護主事が現地に駆けつけたところ、表土直下

に埴輪が輪を連ねるように20数本一直線に並んで見えている状況であった。建設作業員が興味から埴輪

の脇を掘削した部分では、少なくとも検出面から10数cmは下に続いており、保存状態も良好であること

が看取された。この地点は榊山古墳と第2号古墳のほぼ中間の、丘陵下端にあたり、第2号古墳の現状

の墳端から15mほども離れている。また、かなり地下げが行われたことも聞き取り調査から知られており、

立会調査の対象からはずれていた。この部分は遊歩道が榊山古墳側の丘陵から谷側の第2号古墳へおり

－13－



第Ⅱ章　調査の経過と概要

第5図　3号線（埴輪列部分）の設計変更

てくるルートにあたり、遊歩道計画の中でも最大の擁壁が設置される計画であった。この擁壁は基礎部

分がちょうど発見された埴輪列にかかる設計になっていたため、観光物産課に対し設計の変更と埴輪列

の現状保存を要請することとなった。埴輪列部分は北側に用地を拡張した上、擁壁から埴輪列に土圧の

及ばないよう緩やかな法を付けた土羽に、側溝に関しては現表土上にフリュウム管を上置きする工法へ

と変更された。また、埴輪列に関しては検出状況で簡単な調査・記録を行った後、保存措置を講じた上

で埋め戻すこととなった。

現状保存の方針とその方法が決定したことを受け、遺跡発見の通知（文化財保護法第57条の6第1項）

を平成10年1月5日付けで文化庁長官宛に提出した。一方、当初遊歩道整備事業全般に関しては、土木

工事に伴う埋蔵文化財の発掘通知（文化財保護法第57条の3第1項）を提出していなかった。これは掘削

が基本的に表土に限られること、計画ルートが史跡指定範囲の外であることはもとより、想定される古

墳の範囲からも離れていると判断されたためである。この対応について、岡山県教育委員会から状況説

明を求められ、一連の工事に対し埋蔵文化財発掘の通知を提出するよう口頭で指導を受けた。これを受

け、平成10年1月19日付で岡山市長安宅敬祐から埋蔵文化財発掘の通知が文化庁長官宛に提出された。

埋蔵文化財発掘調査の報告（文化財保護法第98条の2第1項）は岡山市教育委員会教育長戸村彰孝名で、

平成10年2月23日付提出した。

また、埴輪列の調査に併行して榊山古墳周辺の立会調査も行った。また、遊歩道のコンクリート擁壁

が景観上好ましくないとの指摘を県教育委員会から受け、未着工部分のコンクリート擁壁は土嚢、土羽

および皿形水路の上置き設置工法に、すでに擁壁が設置された部分に関しても転落防止柵などを景観に

配慮したデザインのものに変更した。

3）調査の経過

調査・記録作業は、設計変更とそれに伴う用地買収の完了を待ち、発見からちょうど一ケ月後の12月

18日に安川を担当に開始された。調査開始当初は、基本的に現状の記録一簡単な測量・実測のみを行い、

終了後は埴輪を長期間露出させる保存上の問題もあり早々に埋め戻す予定であった。埴輪列は発見時に

は20数個体が露出しており、まずは埴輪列の範囲、存在状況、埴輪の総数を把握するためその検出につ

とめた。また、年末年始の休みが迫っていたこともあり、調査現場の保安・管理上の問題から報道機関
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3）調査の経過

への公表は、調査・埋め戻しのめどの立つ年明けを予定して

いた。にもかかわらず、25日、作業終了後にNHK岡山の記

者らが、調査担当者に無断で調査区内に立ち入り、埴輪列を

覆うシートをひらいて埴輪列を撮影、そのまま放送するとい

う事件が起きた。インターネットでも造山古墳周辺で発掘調

査が行われているという情報が流れていたといい、情報化社

会の恐ろしさを改めて痛感することとなった。かくして、年

末の作業最終日でもある翌26日は各報道機関の取材の対応に

追われ、TV各局ではその日のうちに放送され、新聞各紙はそ

の日の夕刊か翌日の朝刊に記事が掲載されることとなった。

そのため、休業中の現場の管理、防犯について岡山市高松支

所担当者、工事関係者を交え協議し、厳重にシートで覆った

上、ロープ等で調査区を囲み、立入禁止の立て看板を設置し

た。また、休業中は工事関係者が定期的に見回ることとした。

1998（平成10）年は1月5日から作業を再開した。11日には現

地説明会を実施。造山古墳関連のはじめての「発掘調査」と 第6図　現地説明会

言うこともあり、地元の方々や考古・古代史フアンの関心は高く、雨天にも関わらず約500名もの参加を

得た。

1月9日頃までには、埴輪の範囲と総数がほぼ判明し、約35mの範囲に106個体が存在することが明ら

かとなり、検出した西端の個体から順に個体番号を設定した。埴輪列は円筒埴輪、朝顔形埴輪、盾形埴

輪から構成され、規則性をもって並べられていることも判明した。しかし、埴輪列は西で調査範囲外に、

第2号古墳の墳丘から想定される範囲を大きく超えて続いているほか、埴輪の検出されない部分がある

など未解明の問題も多く残されていた。特に、第2号古墳墳丘と埴輪列の範囲の関係からは、造山古墳

に付属する施設である可能性も指摘されるようになり、こうした問題を解明する内外からの要求は日増

しに高まっていた。そればかりでなく、埴輪の保存状態や設置状況など基礎的な資料を得るためにも、

部分的にトレンチを入れるなどの「本格的」調査が必要と考えられた。したがって、現地説明会の終了

後に計5カ所にトレンチを設定し、埴輪列の堀込み面まで掘削することとした。12日には第2号古墳と

の関係を追求するために、3－1号線のコンクリート擁壁に沿って埴輪列東端から現状の第2号古墳墳

端までトレンチ1を設定し、掘削を開始した。続いて13日には、埴輪76周辺にトレンチ2を設定した。

この部分は埴輪列が検出されず、埴輪76横倒しになっているなど他の部分と大きく様相が異なっており、

埴輪列がとぎれている可能性や埴輪76が埴輪棺である可能性を考え設定したものである。同様に、2月

5日からは埴輪27周辺にトレンチ4、10日からは埴輪51周辺にトレンチ3、埴輪1～7付近にトレンチ

5を設定し、掘削を開始した。トレンチ調査では、トレンチ1で周溝と考えられる溝と葺石を検出した

ほか、埴輪列の堀方、埴輪列の前面に溝が存在することなどを確認、埴輪の一部は基底部まで露出させ

その場で実測した。同時に、それ以外の埴輪に関しても現地でできる限り詳細に観察・記録することと

した。調査は周辺の測量も含め、3月3日までにほぼ終了し、4日には砂で埴輪列を保護した後埋め戻

した。

調査にあたり、あくまで緊急の記録作成と言うことで、対策委員会の設置などは行わなかったが、岡
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第Ⅱ章　調査の経過と概要

山市教育委員会が通常の発掘調査で対策委員を委嘱している、稲田孝司、狩野久、西川宏、間壁忠彦、

水内昌康の各先生方には調査から保存に至るまで幅広いご指導をいただいた。また、高松地区担当の岡

山市文化財モニターの林信夫、三垣英の両氏からご教示とご支援をいただいた。さらに、東潮、石黒勉、

伊藤晃、宇垣匡雅、氏平昭則、大久保徹也、大橋雅也、荻能幸、小田富士雄、甲斐昭光、金田明大、亀

田修一、喜谷美宣、葛原克人、蔵本晋司、河本清、小林青樹、近藤義郎、島崎東、高田恭一郎、高橋護、

武末純一、中田啓司、新納泉、濱隆造、春成秀爾、平井勝、平井泰男、広田和司、福田正継、北候芳隆、

松木武彦、薬師寺慎一、山田俊輔、山磨康平、横田美香の各氏からは諸々のご教示、ご助言をいただい

た。整備工事の主管課である岡山市観光物産課と施工者の岡山市高松支所産業建設課の担当者および施

工業者の方々には現場作業において様々な便宜を図っていただいた。記録不備のためここから漏れてい

る方々も含め厚くお礼申し上げる。

調査日誌抄

1997（平成9）年11月18日　埴輪列発見。

12月18日　調査開始。埴輪検出。

12月22日　西川宏、間壁忠彦、水内昌康の各対策委員の現地視察と指導。

新納泉岡山大学助教授、松木武彦岡山大学助教授の現地視察。

23日　狩野久対策委員の現地視察と指導。

25日　作業終了後、NHK岡山埴輪列を撮影・放送。

26日　各報道機関取材。年末年始休業へ準備。

1998（平成10）年1月5日　作業再開。

11日　現地説明会。

12日　測量基準設定。トレンチ1掘削開始。

13日　トレンチ2設定、掘削。トレンチ1、2にて埴輪列前面に溝状遺構確認。

28日　トレンチ1にて葺石検出。埴輪列検出・清掃作業終了。

30日　トレンチ1完掘。埴輪列実測開始。埴輪片（埴輪107）盗難。

2月5日　トレンチ4掘削開始。

10日　トレンチ3・5掘削開始。

19日　完掘状況写真撮影。埴輪列実測完了。埴輪注記と図面修正開始。

23日　大雨のためトレンチ1崩壊。埋め戻す。

3月3日　第2号古墳および周辺測量。

4日　埴輪列埋め戻し。周辺測量、調査終了。
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3）調査の経過
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第Ⅲ章　遺構

1）調査の方針・方法

調査の基本方針　　調査は、現状保存の方針が決まっていたこともあり、現状の記録一簡単な測量・実

測のみを行い、埴輪も取り上げないこととした。埴輪列は発見時には20数個体が露出しており、まずは

埴輪列の範囲、存在状況、埴輪の総数を把握するためその検出につとめた。検出した埴輪は西端の個体

から順に個体番号を設定した。埴輪列の実測は縮尺1／10で平面図と立面図を作成し、実測の基準として、

埴輪列の東端付近に任意に基準杭を設営、埴輪列に平行に任意のグリッドを設定した。レベルの基準は

基準杭上面を仮0点とし、後に岡山市教育委員会・岡山県発行500分の1「造山古墳群」に記載されてい

る造山古墳前方部南隅角のベンチマーク・海抜9．379mから仮0点を計測、海抜8．72mの実測値を得た。

また、検出した埴輪は現地でできる限り詳細に観察・記録することとした。

トレンチ調査　　埴輪列と第2号古墳の関係や埴輪の残存状態、設置状況などを追求するために計5カ

所にトレンチを設定した。トレンチ部分は埴輪列の堀込み面まで掘削することとし、埴輪の一部は基底

部まで露出させた。

トレンチ1は主に埴輪列と第2号古墳との関係を追求するために設定したもので、3－1号線のコン

クリート擁壁に沿って埴輪列東端から現状の第2号古墳墳端まで長さ約16m、幅約80cmを測る。埴輪106

がセクションにかかるように設定し、地山である風化花崗岩まで掘削した。埴輪列と第2号古墳の間か

らは周溝と考えられる溝と葺石を検出した。埴輪106は検出面が三段目の上端付近で、高さ40cmほどが残

存している。埴輪106は元位置を保っているが、埴輪105の中程から始まる溝状の操乱坑内に入っている。

したがって、基底部付近に掘方内埋土と考えられるにぷい黄褐色～灰黄色砂質土がわずかに残っていた

ものの、埴輪の堀方等は観察できなかった。

トレンチ2は埴輪76周辺に設定した。この部分は埴輪列が検出されず、埴輪76が横倒しになっている

など他の部分と大きく様相が異なっており、埴輪列がとぎれている可能性や埴輪76が埴輪棺である可能

性を考え設定したものである。埴輪74から埴輪78までの幅約3．2m、長さ約3．2mのほぼ正方形のトレンチ

である。これも地山である風化花崗岩まで掘削し、埴輪76が擾乱坑内に倒れたものであることを確認、

擾乱坑内から埴輪107～109、111を検出した。埴輪107～109はかろうじて元位置を保つ部分があったが、

埴輪111は破片のみであった。埴輪75と109の間には埴輪76のほかにもう2個体分の間隔があるが、埴輪

自体は存在しなかった。

同様に、埴輪51周辺にトレンチ3、埴輪27周辺にトレンチ4、埴輪1～7付近にトレンチ5を設定し

た。以上のトレンチ調査では、埴輪列の堀方、埴輪列の前面に溝が存在することなどを確認した。なお、

基底部まで露出させた埴輪はその場で実測した。
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第Ⅲ章　遺構

第2号古墳の測量　　第2号古墳と埴輪列の位置関係、第2号古墳の墳形などを追求するために、平板

測量で縮尺1／100の測量図を作成した。測量の基準には、埴輪列の基準およびグリッドを利用した。さ

らに、トレンチ1で検出した周溝状遺構の性格や範囲をおさえるため、現状の水田中に埋没する葺石をノ

ピンボールによる簡便なボーリング調査で追跡した。また、埴輪片の表採地点を測量図にできる限り記

入した。

2）埴輪列

埴輪列の位置・範囲　　埴輪列は現状の第2号古墳墳丘から南に約15mの位置に墳丘および南側の丘陵

斜面に平行に35m程度の範囲にわたって検出された。この地点は、元々60cm程度高い畑地であったもの

を、現在の高さに地下げされたという。また、東側は丘陵端部まで埴輪検出面からさらに約60cm低い水

田に開墾されている。そのため検出された東端の埴輪106は、かろうじて元位置を保っているものの大半

が擾乱坑内に入っている。埴輪106の東側の擾乱坑内より破片の状態で埴輪110が出土したことから、埴

輪列がより東に延びていたことが窺われるが、どのように埴輪列が展開していたかは不明というほかな

い。また、西端の埴輪1は半分ほどが調査区内にかかっており、埴輪1が埴輪列の西端をなすものかさ

らに続くのかは判断できない。

検出状況・検出面　　埴輪列は畑地耕作土である表土直下から検出された。検出面は海抜約8．5mの高

さである。検出面の土層は流土と考えられる黄褐色～明黄褐色砂質土であり、埴輪列の堀方などは観察

できない。しかし、埴輪列の南約2mにこれと平行に元の丘陵端部と考えられる風化花崗岩との境界が

検出された。この土層の境界には、トレンチ調査で溝状遺構が伴うことが判明している。
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2）埴輪列
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埴輪の数、構成　　埴輪は検出面で、横倒しになっ

た埴輪76を含め106個体が検出された。埴輪の検出さ

れなかった埴輪76周辺は、トレンチ調査の結果擾乱

を受けていることが判明し、元位置を保たないもの

を含め111個体が確認された。なお、埴輪76付近には

もう2個体分の空間があり、本来調査区内に113個体

の埴輪が存在したものと考えられる。検出された埴

輪には、円筒埴輪、朝顔形埴輪、盾形埴輪が存在し

ている。埴輪15、27、39、51、63、105は検出状況で

盾形埴輪であることが確認でき、埴輪3、75も周囲

の破片から盾形埴輪であることが解る。朝顔形埴輪

は肩部以下は円筒埴輪と区別できないため、確認す

ることが難しいが、埴輪9、21、33、45、57、111が

周囲の破片群から朝顔形埴輪と考えられる。これら

から、埴輪列は5本の円筒埴輪を挟んで朝顔形埴輪、

盾形埴輪が交互に配置されていると思われる。そう

であれば、検出状況や周辺の破片からは確認できな

いが、埴輪81、93は盾形埴輪、埴輪69、87、99は朝

顔形埴輪である可能性が高い。なお、盾形埴輪のう

ち埴輪3、15、39には衝角付宵の破片と思われるも

のが含まれており、埴輪27、51にも部位不明ではあ

るが盾部ではない部分の破片が存在する。したがっ

て、盾形埴輪の、少なくともその多くが、宵を伴う

ものである可能性が高い。

埴輪の残存状況　　埴輪はトレンチ調査の結果、二

段目の上端付近から三段目の上端付近の高さ30～40

cmほどが残存していることが判明した。これまでに

述べたとおり、埴輪76周辺、埴輪106以東は埴輪列に

沿って擾乱を受けている。これらの摸乱坑は表土直

下から掘り込まれており、埴輪76周辺は地下げに伴

って埴輪106以東は水田の開墾に伴って埴輪が見つか

ったことが契機となったものであろう。擾乱坑内の

埴輪は埴輪76がほぼ完形、107、108などが口縁部の

破片を含んでおり、地下げが行われるまではこれら

の埴輪はほぼ完形の状態で埋没していた可能性が高

い。これは埴輪列が比較的早い段階に、丘陵側から

の流入土、崩落土によって埋没したことを示してい

ると思われる。埴輪76などは保存状態もよく、こ
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2）埴輪列
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第12図トレンチ1（埴輪列部分）（1／40）
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の土砂の流入は激しい崩落などによるものではないと思われる。しかし、埴輪27付近から西側は埴輪列

の周囲にかなりの埴輪片が散乱しており、埴輪列の埋没のしかたに差があったことがうかがわれる。ま

た、埴輪26、28は堀方より上にでている部分が若干後ろへずれており、流入土の土圧による変形と考え

られる。

埴輪の設置状況　埴輪列は幅30cmほどの溝状の堀方に設置されている。堀方は盛土、あるいは整地土

と考えられる土層から掘り込まれている。盛土は花崗岩風化砂粒を含む黄褐色系の土層で、流土などと
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第13図トレンチ2（1／40）

黒褐色土（2．5Y3／2）
暗灰黄色砂質土（2．5Y5／2）（酸化鉄沈着）
にぷい黄軸色徴砂混じり土（10YR5／4）

抽色展望若語影6）（酸化鉄紬に沈着）

那胤報計器能瑠
にぷい黄褐色微妙（10YR5／4）
明黄褐色粘土（10YR6／6）

流土（浦哩土）粘琵琶甥瓶詰／6）
黄褐色粘土（10YR5／6）

欝描舘岩も守荒野6）（棚質を若干含む）
にぷい黄抽色砂質土（10YR5／4）
（有機質若干含む。マンガン粒含む）

耕作土　　留鳥志朗岩盈R。／2）
軸灰色砂質土（10YR5／1）
にぷい黄褐色土（10YR4／3）（酸化鉄沈着）　　　　1
黄軸色土（10YR5／6）　　　　　　　　　　　　　　　1
にぷい黄褐色砂質土（10YR5／3）
黄褐色拙砂（10YR5／6）
（埴輪列寄りで黄褐色粘土とラミナ状堆積）

明黄軸色粘土（10YR6／6）
にぷい戯褐色細砂（10YR5／4）

にぷい黄褐色紗質土（10YR5／4）
（花崗岩風化砂粒、マンガン粒含む）

明黄褐色粘土（10YR6／5）

22
23

にぷい共軸色砂質土（10YR5／4）
流土（溝埋土）　軸色砂質土（10YR4／6）　　　　　　　　　　　　24

（埴輪列寄りで黄褐色粘土とラミナ状堆積）　　　　　25
にぷい黄褐色砂質土（10YR5／4）と褐灰色粘土（10YR
5／1）、時期色粘土（7．5YR3／4）からなるラミナ状堆積　26

27　盛　　土　　褐色土（10YR4／G）

流土（浦哩土）鵠悪霊鮎埜鵠詔訂8）
明黄軸色砂質土（10YR6／6）とにぷい黄色
粘賀土（7．5Y6／4）とのラミナ状堆積

明黄褐色砂質土（10YR6／6）
褐色徴砂混じり粘質土（10YR4／4）

嵩増給割腹舘岩鑑識
（花崗岩風化砂粒を多止に含む）

にぷい黄抽色砂質土（10YR5／4）
（花崗岩嵐化砂粒含む）

埴輪堀方埋土　にぷい戴橙色紗質土（10YR6／4）

盛　土　に思鵠離肘語群。）
にぷい黄補色砂質土（10YR5／3）

流土（浦埋土）　にぷい黄補色土（10YR5／4）
にぷい黄軸色紗質土（10YR5／4）

雛濫紺穀能瑠（やや耕）
詑紺酷豊雛）
にぷい黄色粘土（2．5YR6／4）と
黄褐色細砂（10YR5／6）のラミナ状堆積
絢色砂質土（10YR4／4）
にぷい黄褐色砂質土（10YR5／3）
（花崗岩風化砂粒、マンガン粒含む）

鵬堀方埋土　品都路幣畠拐4／3）
（花樹岩風化砂粒多址に含む）

にぷい黄袖色細砂混じり土（10YR5／3）
にぷい東和色抄質土（10YR5／4）
（花崗岩風化砂粒、マンガン粒含む）

土質から区別することは難しい。埴輪列前面の溝状遺構が地山の花崗岩風化土層上面より上に立ち上が

ることから、その存在が判明した。盛土上面は、土砂の流出があるようでしっかりした平坦面になって

いないが、トレンチ2～5で標高8．35～8．42mとほぼそろっており、本来の盛土上面もこれに近いもの

と思われる。盛土の下面、すなわち地山面は各トレンチで異なっている。地山面のレベルはトレンチ1

で標高8．15m付近、トレンチ2で標高8．35m付近、トレンチ3ではさらに高く標高8．40m付近で、埴輪

列周辺では盛土はほとんど認められない。逆にトレンチ4、5では標高8．00～8．05mと低くなっている。

また、地山面の状況もトレンチ1～3がほぼ平坦になっているのに対し、トレンチ4、5では細かい凹

凸が目立っている。地山面には旧表土と考えられるような土壌化層は認められない。トレンチ1～3で

はこれは盛土を盛る以前に地山面が整形されたためと考えられるが、トレンチ4、5では小規模な谷状

地形で、土壌化層が形成されにくい状況であったためであろうか。
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2）埴輪列

堀方の断面はほぼ逆台形を呈

し、下面は標高8．10～8．17m、

埴輪の基底部が下面から若干浮

いて標高8．15～8．20m付近にく

るものが多い。深さは現状で20

cm弱、少なくとも円筒埴輪の二

段目まで埋められていたようで

ある。しかし、トレンチ1の埴

輪106の部分では、堀方下面、

埴輪基底部とも標高8．00m程度

にあり、他のトレンチと様相が

異なっている。確実な盛土上面

も他のトレンチ部分よりも低

く、仮に他のトレンチと同じ高

さまで盛土があったとすると、

埴輪106の三段目まで堀方内に

埋まっていたこととなる。埴輪

の特徴については第Ⅳ章で述べ

るが、埴輪106は他の円筒埴輪

に比べタガ間が幅広く、埴輪の

高さをそろえるために深く埋め

られた可能性が高い。掘方内埋

土はトレンチによりかなり様相

が異なっている。トレンチ1、

2では花崗岩風化砂粒を多く含

む黄褐色～にぷい黄褐色砂質土

で、盛土、流土と区別すること

が難しい。トレンチ3では灰褐

色土、トレンチ4では花崗岩風

化砂粒を多く含む明黄橙色シル

ト質土、トレンチ5では明黄褐

色粘質土となっている。こうし

た埋土の差を平面で追求するこ

とはできなかったが、埋める単

位などの関係もあるだろう。

溝状遺構　　埴輪列前面の溝状

遺構は下面のレベルが標高8．0

m程度といずれのトレンチでも
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第Ⅲ章　遺構
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3）周溝状遺構

W35

「l　－　l l l　　　　　　　　1

第16図トレンチ5（1／40）

ほぼそろっており、幅約1

m、検出面からの深さ約50c

mを測る。溝状遺構の埴輪列

の間は、先述の盛土上面、

標高8．4m程度の平坦面とな

っている。丘陵側は現状で

は丘陵斜面下端まで1．8mほ

どの空間があるが、これは

開墾に伴うものである可能

性が高い。溝状遺構の埋土

は花崗岩風化砂粒を含むも

ので基本的に丘陵側からの

流入土と考えられる。トレ

ンチ1、2、4では、粗い

砂質土と砂質シルト土層が

互層状になっている状況が

観察できる。

トレンチ1で埴輪列と第2号古墳の間から検出した溝状遺構は、その位置と葺石を伴うことから第2

号古墳の周溝の可能性が高い。溝中央部で現状の第2号古墳墳端から約6．5m、埴輪列から約7．5mの位

置にある。幅は検出した葺石の上端で3．8m程度、土砂の流出のためかなり広がっているものと思われる

が、検出面では8mほどを測る。底面は湧水のため厳密に調査できなかったが、標高6．1m程度と見られ、

現地表面からの深さは2m強となる。溝の斜面は埴輪列側で約250、墳丘側ではやや崩れが激しいよう

だが350　程度の傾斜と推定され、埴輪列側の斜面がやや緩やかになっている。葺石は20～30cm角の角礫

・亜角礫で、堀方などをもたず、地山に若干段をつけた上に直接のせられているようである。なお、埴

輪列側の葺石が残存する部分より上の地山面に凹凸があるのは、葺石の痕跡である可能性がある。また、

葺石の石材は大半が花崗岩、一部に粘板岩と考えられる堆積岩を含む。粘板岩は付近では吉備中山丘陵

や都窪丘陵の山頂付近の古生層に分布しており、地元産出の石材と見られる。

溝内の埋土は墳丘内外からの流入土と考えられ、特に埋土の上層（第17図2－③、④層）は葺石、埴輪

片を多量に含んでいる。埴輪片は基底部の破片が多く、墳丘側から転落したものである可能性が高い。

下層の状況は、湧水と壁の崩落のため詳細に観察することができなかったが、最下層に近い部分（第17図

2－⑪層）でも地山などから緩やかに流入したと見られる灰色粗砂と浅黄色シルトの互層状を呈してお

り、有機質を含む粘質土など滞水した環境で見られるような土層は観察できなかった。
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3）周溝状遺構
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第Ⅲ章　遺構

4）測量調査と周辺の状況

第2号古墳は現状で1辺20m、高さ4mほどの方墳である。墳丘の北辺、東辺には幅6mほどの畑地

区画が取り巻いており、現在は1面の水田に開墾されている埴輪列側の南東辺にも、かつては同様の一

段高い畑地があったという。西側は埴輪列が検出された面を含めた30m四方程度の範囲が、他の周囲よ

り約60cm高い一面の畑地となっており、旧地形や墳形を窺う情報に乏しい。現状の墳丘には南辺、東辺

に葺石が残存している部分があり、他の斜面より旧状をよく残しているようである。墳丘の最高所も墳

頂平坦面の北西側に偏っており、この周辺に石室石材と見られる安山岩板石が散在することからも、北

辺・西辺が大きく損なわれている可能性が高い。墳丘北側の畑地北辺には葺石と同じ石材で積んだ石垣

があり、開墾時に削られた斜面に存在した葺石を積み直したものであろうか。また、ピンボールによる

ボーリング調査では、一段高い畑地があったという南東辺から東側の畑地東辺にかけ、葺石と思われる

ものが深さ10～70cmの位置に存在していることが判明した。

一方埴輪片は、すべてが第2号古墳のものであるかどうかは分からないものの、周辺のかなり広い範

囲に分布している。特に西側の畑地には多いが、その中でも墳丘西側直下と畑地の北西部に集中する傾

向がある。墳丘直下のものは、墳頂部や段など墳丘に並べられていた埴輪である可能性が高い。北西部

のものもやはり、耕作の際に出土した埴輪片が隅に片づけられたものである可能性が高いが、検出した

埴輪列の西端付近に直行する位置にあたっており、埴輪列が存在する可能性もある。

＼＿＿一【－　一　一

●

●　●

一二二二さんL　　　一転霊

青石つみ直し石垣

＼＼＼＿　＿＿）1

ヽ巧　埴輪片集中．

l　　　　　　　　　　　／

r

ヽ・・・・・－　‥へ▼こ＿こ
ヽ一一一　＿ユ＿　　＿

′
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′

周満青石？
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第18図　造山第2号古墳周辺の現状（1／800）
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5）まとめ

5）まとめ

第2号古墳の墳形と埴輪列の性格　　埴輪列と第2号古墳の関係は、トレンチ調査や周辺の測量などの

追求にも関わらず、埴輪列の区画や第2号古墳の墳形が不明な以上は厳密には不明といわざるを得ない。

現状では、最も近接しているのが第2号古墳であり、かつ第2号古墳墳丘と平行に並べられていること、

埴輪列前面の溝・周溝の存在、第Ⅳ章で述べる埴輪の特徴などから、第2号古墳の外堤に並べられたも

のととらえるのが最も自然であろう。しかし、単純に第2号古墳のものとするにはいくつかの問題点も

上げられる。

特に問題となるのは、埴輪列が第2号古墳のものとしては墳丘に対し不自然に長く並べられているこ

とである。これに対しては、埴輪列を第2号古墳に伴うものとした上で、第2号古墳の墳形から解釈す

る意見と、埴輪列を造山古墳や古墳群全体の施設である可能性を指摘する意見などがある。

第2号古墳は、調査成果や周辺の観察から一辺40m程度の二段築成の古墳と考えられる。埴輪列が第

2号古墳に伴うものとした場合、現状の墳端から埴輪列までの距離が約15mであるのに対し、検出した

西端の埴輪1は西側墳端から約25mの位置にある。この西側の空間に対しては次のようにいくつかの解

釈が成り立っ。

1，第2号古墳の西側に突出部、あるいは前方部が付くとするもの。

2，第2号古墳の西側の削平が予想以上に大きい。

3，検出した埴輪列側は丘陵を大きく削っているため、作業量や丘陵上の榊山古墳との関係から十分な

空間を造ることができず、他の部分より周溝などが幅の狭いものになっている。

1に対しては、第2号古墳の造られた5世紀代には、少なくともこの地域では前方後方墳は知られて

おらず、第2号古墳がそうである可能性も低いと思われる。2については、北辺・西辺が大きく損なわ

れている可能性はすでに指摘したが、周辺の地形や現状の地割りから見る限り、北側、西側に10m以上

も墳丘が拡がるとは考えがたい。3も他の部分の周溝が明らかにならない以上は想像の域を出ない。

一方、第2号古墳と造山古墳では、古墳相互の区画や企画の関係も指摘されている（1）ことから、造山

古墳や古墳群としての施設に伴うものとする考えも無視し得ない。特に、埴輪列は造山古墳前方部の北

西側の墳端に平行しているとも見ることができ、埴輪列を真っ直ぐ北西側へ延長すると造山古墳の北西

隅角に至ることから、造山古墳に至る墓道に伴うものとの解釈（2）も有力な説のひとつといえる。また、

造山古墳の堀切を挟んだ対岸の丘陵上に埴輪列が存在したとも言われ（3）、造山古墳関連の施設が周辺に

も及ぶ可能性はある。しかし、造山古墳墳丘から採集されている埴輪は、かなり幅広い特徴を持つとは

いえ、第2号古墳および埴輪列出土の埴輪より古い特徴を持つ。造山古墳に伴うものとするためには、

造山古墳墳丘と周辺の整備に時間差を見込むなど第2、第3の解釈が必要となる。

いずれにしても、今回の調査からはこの間題に結論を出すことはできない。今後、国指定の範囲の見

直しを含め、範囲や構造を確認していくことが必要であろう。

注

（1）春成秀爾1983「造山・作山古墳とその周辺」『岡山の歴史と文化』

（2）近藤義郎先生のご指摘による。

（3）高橋護監修1989『学習漫画　岡山の歴史』2　吉備の大王　山陽新聞社
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第Ⅳ章　遺物

出土遺物の大半は埴輪である。埴輪列では現状保存の方針から、散乱する埴輪片、元位置を損なって

いるもののみを取り上げ、他は現地で観察した。取り上げた埴輪片は出土位置、現地での観察に基づき

個体別に分類した。また、トレンチ調査において基底部まで露出させた個体については、現地で実測し

た。なお、埴輪各部の呼称に関しては第19図に従い、縮尺は径を復元したものが1／4、破片が1／3であ

る。

1）埴輪列出土埴輪

埴輪列の埴輪は円筒埴輪、朝顔形埴輪、盾形埴輪からなり、111個体を数える。内訳は円筒埴輪91個体、

朝顔形埴輪9個体、盾形埴輪11個体と考えられる。なお、前述の方針から、基底部まで観察できたのは

授乱坑出土のものとトレンチ調査で露出させたものに限られ、他の多くは、現地の観察でも、取り上げ

た破片でも三段目以上のものが大半を占める。

朝顔形埴輪　埴輪9、21、33、45、57、111が周囲の破片群から朝顔形埴輪と考えられる。また、朝顔

形埴輪であることの解る部分は存在しないが、出土位置や配列の状況から埴輪69、87、99は朝顔形埴輪

である可能性が高い。このうち、口縁部～肩部の調整などを観察できるのは埴輪9、21のみで、ほかは

この部分が存在していてもきわめて小さな破片か、風化が激しいものが多い。また、焼成や胎土などに

朝顔形埴輪

第19図　埴輪各部の呼称
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1）埴輪列出土埴輪
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第20図　埴輪列出土埴輪（1）
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第21図　埴輪列出土埴輪（2）
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1）埴輪列出土埴輪
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1）埴輪列出土埴輪

際だった特徴はなく、口縁部～肩部以外では円筒埴輪と区別することは困難である。

朝顔形埴輪は黒斑をもつものはなく、すべて害窯焼成と考えられる。口縁部は受部からわずかに屈曲

して立ち上がり、強く外反する。口縁部～肩部の外面調整はタテパケで、タガ周辺や口縁端部をヨコナ

デする。埴輪9では口縁部のタテパケは9～10本／cmと受部、肩部のタテパケ・5本／cmより細かく、肩

部より下のヨコパケと同じ密度となっている○埴輪21では筒部のヨコパケも一次調整のタテパケも5本／

cmの密度で区別できないが、口縁部には二次調整のタテパケが施されるものと考えられる。口縁部～受

部の内面は横～斜め方向のパケメで、受部上端のタガ裏面付近にヨコナデを施す。内面のパケメも、埴

輪9では外面の二次調整と同様9～10本／cmの密度で、二次調整に相当する調整ととらえられる。肩部以

下は横方向の強いナデで、一部に一次調整と見られる5本／cm程度の縦方向のパケメが認められる。また、

埴輪9には筒部最上段にへラ記号が認められる。

朝顔形埴輪の法量は、検出面の径は27・2～33・5cmと円筒埴輪より若干大きい傾向がある。口径は埴輪

9で50cm程度に復元できる。高さは、肩部より下が三～四段と考えられるので、70～80cmになるものと

考えられる。

円筒埴輪　円筒埴輪はすべて奪窯焼成と判断でき、検出面での径は23・0～33．2cmとばらつきがあるが、

高さ約50cm、口径30cm前後、口縁部、基底部を含め四段の大きさのものと考えられる。形態は直立ある

いはわずかに上部が拡がる円筒形で、断面形もゆがみが若干あるものの正円形と見てよい。なお、ほぼ

完形で取り上げた2個体、トレンチ調査で露出させたもの以外は、小破片が多く、部位も三段目より上

の部分にほぼ限られる。ここでは取り上げた2個体、トレンチ調査にかかるものを中心に、調整などの

特徴的なものを加え述べていく。

埴輪76はほぼ完形で取り上げたもので、トレンチ2の擾乱坑内に横倒しになっていた個体である。高

さ51・0cm、口径32・4cm、基底径24・6cmであり、基底部の高さは12cm程度、タガ間の幅は約10cmを測る。

口縁部はほぼ直立しており、口縁部の上端はナデにより面をなしている。二段目、三段目にそれぞれ2

づっ、交互に透かし孔をもつ。外面調整は一次調整のタテパケ（5本／cm）の後に、タガ間に二次調整のC

種ヨコパケ（5本／cm）を施す。ヨコパケ原体の幅は約8cmで、一段につき2周程度させている。基底部は

二次調整を省略しており、一次調整のタテパケが残されている。また、口縁端部、タガ周辺はヨコナデ

されており、口縁部には逆三角形状のへラ描き沈線文がある。内面調整は口縁部が横方向のパケメ（5本

／cm）で、一部に指頭圧痕が残る。三段目以下は縦方向の強いナデが施されている。口縁部二三段目、三段

目二二段目のタガ裏面はヨコナデされている。タガは断面M字形で、高さ0．9cmとやや扁平なものである。

胎土は長石の砂粒が目立っもので、1mm大からそれ以下の長石・石英粒を多く含む。また、1～3mm大

の赤褐色粒をまれに含んでいる。焼成は良好で、内外面とも橙色～浅黄橙色を呈している。

埴輪107、77、78などは調整や胎土、焼成の特徴、107では口縁部の形態なども76に類似している。

埴輪106は口縁部の大半を欠くものの三段目以下はほぼ完存している。高さは残存部で約51cm、口縁部

付近の径29・8cm、基底部径23・0cmである。タガ間がやや広く13cmほどで、第Ⅲ章で述べたように他の埴

輪より5～10cm深く埋められていることからも、総高は60cm程度になるようである。三段目に2孔の透

かし孔をもつが、二段目には透かし孔が存在しない。調整は風化などのため不明瞭な部分が多いが、外

面は一次調整のタテパケ（5本／cm）の後、ヨコパケ（C種？・5本／cm）を施しているようだ。基底部はタ

テパケがわずかに認められるが、ケズリの存在等は判断できない。下端部付近に横方向のへラケズリ、
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あるいは工具ナデを施している。口縁部外面にはへラ描き沈線文が認められ、曲線を組み合わせた連続

文様になるものと思われる。タガは風化もあり断面台形で、高さ約0．8cmとやや扁平である。また、最下

段のタガは押圧技法のようにタガ面が平坦になっており、高さも0．5cmとかなり扁平なものである。この

押圧技法類似の技法を持つものに埴輪74、周溝出土の17、18などがあり、タガ面を板状の工具でナデて

いるようである。胎土は1mm以下～2mm大の長石・石英粒を多量に含んでおり、1～5mm大の焼土状の

赤褐色粒、鉱物質の暗赤色粒を比較的多く含む。焼成はややあまく赤橙色～橙色を呈する。

口縁部に連続文様をもつものには埴輪108がある。この埴輪は口径約28．0cmに復元できるもので、口縁

部の高さは、接合しないため不正確ではあるが、約15cmと他の埴輪より若干高い。口縁部は上端を丸く

しわずかに外反している。外面調整はタテパケ（7～8本／cm）の後に、停止間隔3～4cmのB種ヨコパケ

（10本／cm）、停止間隔が約9cmのB種ヨコパケ（10本／cm）、C種ヨコパケ（5～10本／cm）を施している。内

面は縦方向のパケメ（8本／cm）である。胎土は1mm大からそれ以下の長石・石英粒を含むもので、1～3

mm大の赤褐色粒を含むが極まれである。焼成はふつうで、赤橙色～橙色を呈する。口縁部の高さから、

他の埴輪より総高もやや高くなる可能性が高く、調整は異なるようにも見えるが106と同種の埴輪である

可能性が高い。108、106の文様は曲線を逆三角形状に組み合わせたものを1単位とするもので、瀬戸町

陣場山遺跡出土の埴輪転用棺にも認められる。このモチーフは岡山市前池内8号填、同甫崎天神山遺跡

出土の埴輪転用棺の口縁部などに施された文様が崩れたもの、あるいはこの省略形であると考えられる。

埴輪110はトレンチ1の擾乱坑内より、散乱した状態で出土したものである。三段目～基底部の破片が

あり、基底部径23．0cmに復元できる。調整は外面が、タテパケ（5～8本／cm）の後ヨコパケ（C種？・5～

8本／cm）。基底部はタテパケの後に部分的に縦方向のケズリを施し、下端付近に横方向の工具ナデが認

められる。内面は縦～斜め方向の強いナデとなっている。胎土は1mm大からそれ以下の長石粒が多く、

赤褐色粒もわずかに含む。焼成は良好で、赤橙色～橙色を呈する。

埴輪6はトレンチ5で露出させたもので、3段目下端以下を現地で実測、取り上げた三段目および口

縁部の破片を復元、合成した。検出面の径は28．0cm、口径は約31．0cmに復元できる。基底部の高さは11

～12cm、二段目のタガ間の幅は10．5cm、総高は49～50cm程度になるものと思われる。口縁部はほぼ直立

しており、口縁部の上端はナデにより面をなしているが、やや内側に傾斜しておりわずかに外反するよ

うに見える。三段目に2孔の透かし孔をもつが、二段目には透かし孔が存在しない。外面調整はタテパ

ケ（5本／cm）の後、原体幅約7cmのヨコパケ（6～11本／cm）を一段につき2周程度施す。ヨコハケは大半

がC種ヨコハケだが、二段目の下のヨコパケのみがB種ヨコパケになっている。基底部は二次調整を省

略している。口縁端部やタガ周辺はヨコナデされており、タガは断面M形で幅・高さとも約1cmと、他

の埴輪のものよりしっかりした印象を受ける。口縁部外面には曲線を組み合わせたへラ描き沈線文が描

かれている。内面は縦～斜め方向のパケメ（6～11本／cm）の後、三段目から口縁部下端以下に縦方向の強

いナデが施されている。胎土は1mm大からそれ以下の長石・石英粒を多くふくむもので、1mm大の黒灰

色粒、2～3mm大の赤褐色粒をまれに含んでいる。焼成は良好でにぷい黄橙色から灰黄色を呈する。

埴輪7も、埴輪6同様現地で実測した3段目下端以下に、三段目、口縁部の破片を復元、合成したも

のである。検出面の径は27．9cmを測り、口径は31．3cmに復元できる。基底部の高さ約11cm、二段目の幅

約10cmで、総高は50cm程度になるだろう。口縁部は上端を丸くしわずかに外反している。これも三段目

に2孔の透かし孔をもつが、二段目には透かし孔が存在しない。外面調整はタテハケ（6本／cm）の後、原

体幅約7cmのC種ヨコパケ（5～10本／cm）を、一段につき2周程度施している。基底部の二次調整は省略。
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口縁端部、タガ周辺はヨコナデしている。タガは二段目一三段目間、最下段のものはしっかりした断面

M形のものだが、最上段のものはやや扁平で、タガ下部の高まりの低いものになっている。また、三段

目に木の枝状のへラ描き沈線文が描かれている。内面調整は二段目以下は観察できなかったが、上部は

横～斜め方向のパケメ（5～6本／cm）が施されている。胎土は1mm以下の長石・石英粒が目立っもので、

2～3mm大の長石粒、1～3mm大の赤褐色粒まれに含む。焼成はふつうで、明赤褐色からにぷい樫色を

呈する。

この埴輪7と同じ特徴を持つものに埴輪26がある。埴輪26は検出面の径29．0cm、基底部径22．6cmを測

り、口径は32．2cmに復元できる。基底部の高さは10．0～11．5cm、一段の幅は約10cm、総高は50cmほどに

なると思われる。口縁部の形態、透かし孔、内外面の調整、へラ描き文、胎土など埴輪7と共通してお

り、同種の埴輪と考えられる。同じへラ描き文は13、17、54、59、68、89などにも認められ、口縁部の

形態や、最上段タガの形態、調整の特徴なども合わせると、12、29、30、38、49なども同種の埴輪であ

る可能性が高い。

埴輪50、52はトレンチ3で露出させたもので、現地で実測した。50は検出面径31．6cm、基底部径21．9cm、

52は検出面径29．6cm、基底部径23．0cmを測る。基底部の高さ、タガ間の幅はいずれも約12cm、約10cmで

ある。二段目、三段目にそれぞれ2づっ、交互に透かし孔をもつ。50の調整は内面はほとんど観察でき

なかったが、タテパケ（4本／cm）の後、原体幅約10cmのC種ヨコパケ（4～5本／cm）が施されており、

段中のヨコハケの重複は観察できなかった。基底部は縦方向のケズリ（単位2～2．5cm）が施されている。

最下段のタガには、押圧技法状の板状工具によるナデが認められる。52は風化のため調整が不明瞭にな

っているが、基底部は縦方向のケズリが観察できる。どちらも、胎土は1mm以下の長石・石英粒を多く、

1～3mm大の赤褐色粒をまばらに含むもので、焼成は良好、明赤褐色～樫色を呈する。

埴輪74はトレンチ2で露出したものである。基底部径23．0cm、検出面での径24．8cmを測る。ヨコパケ

は条線の密度が他の埴輪より目立って細かい7～14本／cm程度のもので、B種およびC種ヨコパケが観察

できる。基底部は風化のため調整を観察できないが、一部に縦方向のケズリかパケメの痕跡と思われる

ものが認められる。最下段タガは押圧技法類似の板状の工具でナデるものである。内面の調整はナデで、

一部にナデに先行する荒いパケメが認められる。基底部は接合痕をよく残している。胎土は1mm以下の

長石・石英粒、1mm大の石英粒を多く、赤褐色粒をわずかに含む。焼成はややあまく、橙色～にぷい樺

色を呈する。

同じく非常に細かいヨコパケを施すものに埴輪20、25がある。20は検出面の径が29．6cm、口径は31．0

cmほどに復元できる。25は検出面の径28．5C恥　口径は30．0cmに復元できる。口縁部はどちらも端部がわ

ずかに突帯状に外反するもので、胎土や色調もよく似ている。

また、埴輪10、14、37、43などは口縁部内面の調整が横方向の強いナデとなっている。これらはほぼ

直立する口縁部で、端部に面をもち、他のものよりも厚手な印象を受ける。外面の調整はC種ヨコパケ（5

本／cm）。検出面の径も約30cm前後と他の埴輪より若干大きい傾向がある。

盾形埴輪　　埴輪15、27、39、51、63、105は検出状況で盾形埴輪であることが確認でき、埴輪3、75も

周囲の破片から盾形埴韓であることがわかる。検出状況や周辺の破片からは確認できないが、出土位置

や配列の状況から埴輪81、93も盾形埴輪である可能性が高い。また、盾形埴輪のうち埴輪3、15、39に

は衝角付宵の破片と思われるものが含まれており、埴輪27、51にも部位不明ではあるが盾部ではない部

－45－
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1）埴輪列出土埴輪

分の破片が存在する。したがって、盾形埴輪の、少なくともその多くが、胃を伴うものである可能性が

高い。

埴輪3は、検出面の径23．5cmを測る。盾部の破片などは残っていないが、周辺に衝角付き宵の破片が

散乱しており、もとは盾形埴輪の上に宵をのせたものと考えられる。筒部の調整は風化やマンガンの付

着のため不明瞭だが、6～8本／cm程度のヨコパケのようであり、内面はナデている。宵部は、外面は風化

のため調整や文様は不明だが、綴部分の一部とみられる破片3－③では下端付近に一条の沈線が認めら

れる。内面は接合痕を残すナデ、ユビオサエが観察できる。宵部の正面、顔に当たる部分には透かし孔

が存在する。胎土は1mm以下の長石・石英粒、1mm程度の長石粒を多く、1～3mm大の赤褐色粒をまれ

に含んでいる。焼成はややあまく、赤褐色～橙色を呈する。

埴輪15は、検出面での筒部径29．0cm、盾部幅約40cmを測る。風化が激しく図示できないが、胃の一部

と考えられる破片が存在する。盾部は最下段のタガを下端として貼り付けられており、薄手で、盾ゐ縁

辺に沿った沈線が一条施されている。筒部の盾部直下には正面に透かし孔1孔が存在する。筒部外面の

調整はヨコパケ（C種？・4～5本／cm）であり、内面はナデている。最下段のタガは盾が貼り付く部分は

薄く削られているようで、盾が剥離した部分には剥離防止の刻みが入れられているのが観察できる。胎

土は1mm以下の長石・石英粒を多く、3mm程度の淡褐色～淡赤褐色粒をまれに含むもので、明赤褐色～

橙色を呈する。

埴輪27はトレンチ4で基底部まで露出させたもので、基底部付近を現地で実測した。基底部径18．9cm、

検出面では筒部径24．5cm、盾部幅35．0cm、基底部高さ約23cmを測る。盾部はほぼ長方形で、上部は中央

部が緩やかに盛り上がる。盾面は縦方向にパケメ（5本／cm）を施している。文様は復元こそできないが、

上端、下端に沿って2条、左右の側縁に沿って1条の沈線、盾の隅角部から斜めに2条の平行沈線が描

かれている。筒部には、基底部正面に1孔、二段目後ろより2孔の透かし孔が存在する。調整は盾部が

剥離した面にヨコパケ（C種・4本／cm）が認められる。また、部位不明の破片も数点存在する。27－②は

傾きのやや大きい薄手の破片で、筒部肩部、あるいは胃等の破片と思われる。27－③、④は盾の縁辺部

に似る破片だが、盾部とは調整や厚さ、文様の有無などが異なっている。外面は横方向にパケメ（5本／

cm）を施しており、端部はヨコナデ。かなり厚手で、平板な破片であり、宵の一部であろうか。胎土は1

mm以下から2mm大の長石・石英粒を多量に、2～3mm大の赤褐色粒やや多く含む。焼成は良好で、橙色

～黄橙色を呈する。

埴輪39は検出面での筒部径24．7cm、盾部幅約35cmを測る。これにも衝角付き宵の一部と見られる破片

が伴っている。筒部の調整は外面がタテパケの後、C種（？）ヨコパケ、内面はナデを施しているようだ。

二段目には位置は不明だが透かし孔が存在する。39－①は大きく屈曲した丸みの強い破片で、どの部位

にあたるかは不明だが、宵の一部である可能性が高い。39－②は衝角の先端部と考えられる。外面は風

化が激しく、雨だれ状の小孔が多数認められる。39－③は盾部の側縁と思われる。盾面はタテパケ（5本

／cm）、裏面は縦方向の強いナデとなっている。文様などは認められない。胎土は1mm大からそれ以下の

長石粒の目立っもので、1mm大の石英粒をまばらに含んでいる。′宵部の破片には1～3mm大の赤褐色粒を

まれに含むものもある。焼成はややあまく、明赤褐色を呈する。

埴輪51はトレンチ3で基底部まで露出させた。残存状態が非常に悪く雨で完全に崩れてしまったため、

残存部分を取り上げた。基底部径約22cm、検出面で約24cmを測る。基底部の高さは約22cm、外面は基底

部も含めタテパケ（5本／cm）の後C種ヨコパケ（6本／cm）を施している。内面はナデているようだが、接

ー49－



第Ⅳ章　遺物

密雲弐慧㍑∴
．′－′．一　一・．一一一′－ここ▼－＿ご一．一

′．－．ヽこト1、で・．－ヽヽ．4．－．′、．

一一ヽ－▲｝J’一々　ヽr＿n・．■ノ・

、・Lt一■着｝－こデ1．●－11′・こ．一＿　一一　一　1

言且に轍でミ1範、‘て∵㌻一

撃
－　t、・。．．

．ヽもヽ・ヱヽ

－！叫・一、・・・・、1′烹霊ご‾・手と：ニ叫

二三三‾二ご　＿
．

で　▼1＿　▼

盛　＝
83－②

ヒ［rTr十一＋　1

0

』ここ＝［二「十二二＝＝＝＝芸m

‾十三毒壬二三華：l‥‥
83－①　　　　　　　　　　　　79

I廿　83＿④
第35図　埴輪列出土埴輪（16）

ー50－



1）埴輪列出土埴輪

＿．　′　＿　－4

′ふ√l

′’’‘惑盗

癖範叫

瑠装圭
．1　■　車．一

J．－j．｝．，一、一一一

：ヽ′二一・一1

一、●ハ一一一一【▼◆一■JJか‾・　．′．
－　′t戸＝一日4．′t．°・ヽ′　一一′
－．＿イヽ¢h4．．．．｛■　’
一一．■HJ4　V－t．

でじ1．．

適酎離
す

l

嶺熊襲㍉　膏廊媚

l

‾　　　lc

趣

L．くつ1
′

91－（》

私②

∈≒≡芸当

l

J

J

…■r－　でヽ叫‘　　　　　　llh

ttrこヽ・ナ

長遠くd

ぷ副ふ裏年一　　一

琶藁鼓饗率
トt L

＿　ヽ．ト

竹竿霊、

．、－・ノ資、嶋頑転　＿叫
1

佗息酔霊．：立鑑三誌心電

●一、、、・一蟄替轟磁声J　ニ■

ノ　　　　・、L′一

7

誼議封I

ロ
84

瑠
36－①

廿②

件①

n
89－（む

闇醜痺

10cm

h・－証一一1

日
90

口
93

拉

8
97－②

20cm

ヒI l ll i l
98－①

第36図　埴輪列出土埴輪（17）

－51－



第Ⅳ章　遺物

，′　　ゝ輔車箋

ヽ　　　　　－　√

ォ・さ　t　芸▲；‾　　，
′　ノ甘γ！　′

／　　　　　　ヽ

榊‾　・、t一一一・　人

料・恵’
一一　　　　　　　．‾一　切

l

‘■l　　　　　　　　　　　　　　・一　1

軍撃芳『婆事
、㌔hl索敵

・一・′●・Lt

lンAhL
lt＿＿＿

rPJ“・＿J　　　　　　　　　－4

4　　　　一＿一一▲ヽ、

短一寸ミニ．こぶれこご芯
4j－■ぶ．一に二二三：㌶宕「ここ＝㌃
1t Tこき三二一、1ニ聖だだrさだ禁〆

三崇一三三言霊競憲ごご浮
川一　Ⅰ〆一一一　　　ゾ一

㍍ヱJ抑‘一｝ 102－（診

乱雲定義堪崖窮鞍
㌢眉軸購贅

確録．I．・－・・

l　　ヨー′爛

幣遠慮賢1ヾ

i

l

h　ヽ
′

l

′　一Iノ

言賞翫衷一、一仰′‘一ヽ
、・＿、．Jノー忘　　三二完
．ニ・宣長、．一両

∴雲蕾栄
一′　1．．

J」．一・、

ドイt

、

廣轟醜
●▼

一　－　　－t■

も1・一一日　．・．hJ‘qhく′、ぐ声も一

瓶・豪君謳瑞箪哲
哉　　　　　　　　　．＿　l

一柵討簿
／

．こ拉竹野や

▼’＋．t

り一rノーJ′、一′

ら匂

103－①

′：

103－②

105－②

一L

、肇瑞墓か
′

ノ′

轡了
100－（D

rl

ト．・．、．∴†：ki肘、11：・こ．「．＿．、・ペイ・∵、l

－　L r－1　　　　　－ミレJ fヽ

1

1

I

l

l

t

l

I

l

魂
】

10cm

h1　－11　　　」

‖
105－③

20cm

「一一1－　－　－1　－　　　　］

第37図　埴輪列出土埴輪（18）

－52－



1）埴輪列出土埴輪

∠－＿／
‾－ヽ一 一一一 一－ － ．＿＿一 一 一一・．・

一 一一 一一 － － ・．・．・．・．・．・．・・．・一 ・・・・・・・・一．・．一一

一 一 一一　 一 一

＿ 一 ・一 一二 ＝ ＝ ニ ー

一一．．一　 一－

－ － ユ

－ ．一一－ 一 一 一一 一 一 － ．－ － ．．．－ －

．一 一一．－ ．t一一一．．・．・．・．一・　 一．．－．．．－．．・．．．－．・．・．・．t ．l l ．ll llll lllt ．－

（

一 ．d．．一 一一－一一一．一一一一－　 、

－ ′．

一一 一一一一

一一一 一 ． 【　　　　　 一 ．．．・．・．・．・．一・・・・・・一．・．・．－ ． 一一．・・

．．＿・－　　　　　　　：　　　　　　　　－－一一一一・・・一一・・一・・・・．・・．・．・・・．・・・．・．・．．．‾　　 － ・　　 一一一一一一一一－

一一　　－ ‘　　　．．一一一．一一－ ．・．－－．．．・．・．・．・．．・．・．・．・．・．・．－．．－　　 一一一一一一一一一一一一－－ ．．－
一一．．．．．・‾‘－　　　 ＿＿＿．．．．－　 －
≡ ≡・一 一 一 「 ＝ ＝ ＝ ＝＝＝＝ ＿　 二 二　 －

－ ‘． － ・・． 一一　　 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 一一 一 一一 一 ． ・．・． ・．．・ ． ・‾ ＿ ・ ．・．・ ．・ ．・． l・． ・．・ ．－ ．・．・ ．・．・． ・．・・・．

∈⊆宅茎毒手≒．．一一一一一．－ ．

°．．．．t ・－

一一一一一一 一一一一一 一－．．　　　 ．一一一一一．一一一．－

＝ ＝ ＝ ＝ ：つ

I

10
　　 Ⅰ　　－

0

⊆［コrr十一一一一一一一一一」等m

第38図　埴輪列出土埴輪（19）

合痕を明瞭に残している。二段目の外面には盾部の剥離防止と考えられるパケメ状の条線が認められる。

基底部には透かし孔は認められない。5ト①は胃の一部、鏡部分の付け根付近と考えられる。外面は風

化が激しく雨だれ状の小孔が多数認められる。内面は横方向にナデている。5ト②、③、④は盾部の破

片と考えられる。②、③には外面にタテパケ（5本／cm）、裏面にはナデが観察できる。胎土は1mm大から

それ以下の長石・石英粒が多く、暗赤褐色も少量含む。焼成は極めてあまく、明赤褐色を呈する。

埴輪63は検出面での径25・8cm、盾部幅35．5cmを測る。調整は風化のため内外面ともに不明だが、盾部

の剥離痕にヨコパケ（5本／cm）が認められる。63－②、③は盾部の破片で、小破片のため位置や向きは不

明だが、それぞれ6条？、8条の斜めのへラ描き沈線文がある。胎土は1mm大～それ以下の長石・石英

粒を多く、1～3mm大の赤褐色粒をまばらに含む。焼成はふつうで、橙色を呈する。

埴輪75はトレンチ2で露出させたもので、基底部径26．3cm、基底部高さ22cmを測る。筒部外面の調整

は、風化のため不明瞭ながら基底部にタテパケ（5本／cm）が認められる。基底部には透かし孔は存在しな

い。7トー①～③は盾部の破片である。風化のため調整は不明だが、側縁に沿って綾杉紋を施している。

上下端に沿っては2条の平行沈線が認められる。胎土は1mm以下から2mm大の長石粒を多く、2～3mm

大の赤褐色粒まばらに含む。色調は浅黄橙色を呈する。なお、不明③は朝顔形埴輪の頸部に似た破片で

ー53－



第Ⅳ章　遺物

あるが、この埴輪の一部である可能性が高い。

埴輪105は検出面での径26．5cm、盾部幅32．5cmを測る。105－①は盾部の一部と考えられる。調整は風

化のため不明瞭だが、わずかにタテハケが認められる。内面はナデの痕跡と思われる凹凸が認められる。

外面に文様などは認められない。②は盾部の破片である。外面はタテパケ（4～5本／cm）で、側縁に沿っ

て縦方向の沈線1条とそれに斜行する2条平行沈線が描かれている。③は埴輪106周辺の擾乱坑内から出

土したものだが、筒部の破片と見られ、外面にはタテパケの後にC種（？）ヨコハケ（6～7本／cm）が施さ

れている。胎土は1mm大からそれ以下の長石・石英粒を多量に含むもので、1mm大の赤褐色～明赤褐色粒

をまばらに含んでいる。色調は淡橙色～橙色を呈する

埴輪81、93は盾形埴輪であることを示すものが存在しないが、出土位置から盾形である可能性が高い。

81は検出面での径27．0cm。調整は外面がC種ヨコパケ（5本／cm）、内面が横方向の工具ナデである。胎土

は1m大～それ以下の長石・石英粒を多く含む。焼成も良好で、浅黄樫色を呈する。93は検出面での径26．3

cm、外面にはC種（？）ヨコハケ（8本／cm）が認められる。胎土は1mm大からそれ以下の長石・石英粒、1

～3mm大の長石・黒灰色粒をまばらに含むものである。焼成は良好で、浅黄橙色を呈する。

2）周溝出土遺物

周溝出土遺物には埴輪片と須恵器が存在する。これらは土層の観察と埴輪列の残存状況などから第2

号古墳墳丘から転落したものと考えられる。周溝内2－④層（第17図）を中心に、多数の葺石とともに埋

没しており、出土部位には基底部が多い。埴輪の構成は埴輪列と若干異なり、円筒埴輪、朝顔形埴輪の

ほか、形象埴輪には盾形、蓋形、靭形などが含まれる。

a，埴輪

朝顔形埴輪（第39図1～13）　破片では、筒部～基底部は円筒埴輪と区別できないため、ここに分類

できたのは口縁部～肩部のものに限られる。概して表面の風化が激しく、調整を観察できないものが多

い。径などが復元できるものは多くないが、1は口径55cm程度、口縁部下端の径34．0～38．5cmに復元で

きる。1と同一個体と思われる2では頸部タガ部分で17．0～20．0cmに復元できる。他の個体でも口縁部

下端のタガで35cm前後、頸部のタガで15～20cmの間に復元できるものが多い。

調整は口縁部～受部外面が縦方向のパケメ、肩部外面が盾～斜め方向のハケメ。口縁部～受部内面が

横～斜め方向のハケメ、頸部以下は横方向のケズリになっているようである。焼成は黒斑は認められず、

すべて奮窯焼成と考えられる。焼成の特徴、胎土は円筒埴輪等と区別できないが、色調は樫色～黄橙色

と全体的に明るい色調を呈する傾向があるようだ。なお、33も破片上端が若干内湾している、内面調整

が横方向のケズリになっていることから、朝顔形埴輪の肩部下端付近の破片である可能性が高い。

円筒埴輪（第40図14～第45図75）　破片、表面の状態とも残りが良いものは基底部付近のものが多く、

特に径が復元できるものは基底部の破片に限られている。基底部径は25cm前後のものが大半で、埴輪列

出土埴輪と同じサイズの埴輪と考えられる。しかし、74は基底部径が30cm程度に復元できるようで、形
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2）周溝出土遺物
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2）周溝出土遺物
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2）周溝出土遺物

象埴輪などの基底部である可能性のほかやや大きなサイズの円筒埴輪も存在した可能性もある。

基底部の特徴では、外面の調整が二次調整を省略するもの（14、18）、部分的に縦方向のケズリを施す

もの（16、17）、縦方向のケズリを全面に施すもの（23～29）がある。19だけはタテパケの後にヨコパケ（B

種・5～8本／cm）を施しており、下端部に一部縦方向のへラケズリが認められる。また、最下段タガには

通常の断面M形を呈するものと、押圧技法に類似する上面を板状工具でなでるものとがそれぞれに認め

られる。パケメの原体は、埴輪列出土埴輪と同じく4～5本／cm程度のものと5～10本／cm程度のものが

あるようだ。胎土は1m大～それ以下の長石粒が目立っもので、2～3mm大の焼土状の赤褐色粒、鉱物質

の暗赤色粒などをまばらに含む。角閃石を含むものもある。黒斑は認められず害窯焼成と思われ、赤橙

色～黄橙色を呈する。

形象埴輪（第45図76～第47図92）　形象埴輪には蓋形、靭形、盾形のほか器種不明のものがある。

77～82は蓋形埴輪である。77は笠部から台部の大形の破片で、笠部径58．7cmに復元できる。笠部には、

端部に平行して沈線が1条、笠部中央突帯の位置に2条の平行沈線がある。内外面の調整は風化のため

不明だが、笠下面には横方向のケズリ状の痕跡が、笠部接合部の内面には指頭圧痕が認められる。胎土

は1mm以下～2mm大の長石粒を多く含むもので、1～3mmの赤褐色粒～暗赤褐色粒まばらに含んでいる。

焼成は良好で、害窯焼成と見られる。78は笠部下半を欠く、軸受部から台部の大形の破片であり、軸受

端部径13・8cmを測る。軸受部下端突帯は扁平で、笠上半部に2条1組の垂線が存在する。この垂線はそ

の間隔から1周に6単位程度ありそうである。笠部中央突帯にあたる位置には平行沈線が施されている。

外面調整は笠部は風化のため不明ながら、軸受部外面はヨコナデ、台部にはタテパケ（5本／。m）が認めら

れる。内面は軸受部は横方向のパケメの後、上部にヨコナデ。笠部から台部の内面は横方向の強いナデ

が施される。胎土は1mm以下～2mm大の長石粒を多く含み、1mm大の石英粒、1～3mm大の赤褐色粒ま

ばらに含む。色調は橙色を呈し、77に比べやや焼成があまいようで断面も黒灰色を呈するが、黒斑は認

められず害窯焼成と判断される。79、80は笠端部の破片と見られる。文様は破片中にはないが、外面は

横方向のパケメ、内面には指頭圧痕が認められる。81も同じく笠端部の破片と思われるが、端部が突帯

上に肥厚している。

84、85は靭形埴輪の破片と考えられる。同一個体と見られ、いずれも外面に幅広の突帯を貼り付けて

いる。突帯上には残りは悪いが綾杉文が描かれる。調整は不明、胎土は1mm以下～2mm大の長石・石英

粒を多く、1～2m大の赤褐色粒をまばらに含む。色調は橙色～黄橙色を呈する。

87～92は盾形埴輪である。87は盾部上部の大形の破片で、盾面には綾杉文、鋸歯文を組み合わせた文

様が描かれている。筒部部分は上部が朝顔形埴輪の肩部のようにすぼまるようで、この上に宵が乗って

いたものと考えられる。外面は風化のため調整不明だが、盾接合部には縦方向の強いナデが認められる。

内面は横方向のナデである。胎土は1mm以下～2mm大の長石粒を多く含むもので、1mm大の石英粒をま

ばらに、1～3mm大の赤褐色粒を比較的多く含む。焼成は良好で黄橙色を呈する。88、89、90も同一個

体と考えられる。91も盾形埴輪と考えられるが、筒部にあたる部分のカーブが緩く、かなり径の大きな

ものになる可能性がある。文様は破片中には認められない。盾面には縦方向のパケメ（4～5本／。m）、盾

接合部には縦方向の強いナデが認められる。内面は強いナデであろうか。胎土は1mm以下～2mm大の長

石粒が多く、角閃石もまれに含む。1～5mm大の赤褐色粒をやや多く含んでいる。焼成は87などに比べ

るとややあまいようで、橙色を呈する。92は接合の剥離面と端部が直行する関係にあることから、宵の
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2）周溝出土遺物

鏡部分の可能性がある。調整は風化のため不明だが、側縁に沿って沈線2条が存在する。胎土や焼成な

どは87などに似ている。　　　　　　　．

76は口縁端部のような破片で、端部外面に幅広の突帯を貼り付けている。破片の上下なども不明だが、

端部のカーブなどから傾きは大きく傾かないようである。大形の円筒埴輪口縁部や蓋形埴輪の笠端部な

どの可能性も考えられるが、いずれも決め手に欠ける。

82はかなり細い筒状の個体で、形象埴輪の基部と考えられる。径は13．4～15．0cmを測る。現状の最下

段は二次調整を省略することから基底部と考えられる。最上段は上に大きく拡がっており、上に形象部

分が存在したものと思われる。外面調整は最下段がタテパケ（5本／cm）。二段目はタテパケの後、ヨコパ

ケ（B種、8本程度？／cm）。三段目はタテパケの後ヨコパケ（8～13本／cm）。最上段は縦方向の強いナデ

か？。外面には赤色顔料がわずかに残存しており、三段目に長方形透かし孔が存在する。二段目には透

かし孔は認められない。内面の調整は横方向の板状工具によるナデと思われる。胎土は1mm以下～2mm

大の長石粒を多く含み、。石英粒は目立たない。1～3mm大の赤色～赤褐色粒を比較的多く含んでいる。

焼成はふつうだが、胎土に砂粒が多く軟質な印象を受ける。

83は朝顔形埴輪の肩部のような破片で、外面にr状の文様が存在する。風化が激しく調整などは観察

できない。

86は複雑な面構成の破片で、器種、部位などは不明である。胎土、焼成、色調などは84、85に類似し

ており、靭形の一部であるかもしれない。

b，須恵器

高杯、あるいは器台などの師部から脚部の付け根付近の破片

1点が、周構内2－④層の埴輪列側よりから出土している。

脚部の付け根で径7．5cmとかなり太い脚部のもので、師部と脚

の境界にはごく低い断面三角形の突帯がまわる。脚部には4方
0　　　　　　　　　　5cm

∈コ＿＿」＿＿＿」＿＿＿＿⊥」

向に方形の透かし孔をあけているようである。付け根からやや　第48図　周溝出土須恵器（1／2）

下がった部分には、かなり細かい櫛描文がわずかに見られる。調整は外面がヨコナデと見られ、脚内面

にはやや強いナデが認められる。脚内面の師部底面にあたる部分には幅5mmほどのパケメ状ゐ条線が1

周している。胎土はかなり精良で、1mm以下の長石粒、黒灰色～暗赤色粒をまばらに含んでいる。焼成

は堅緻で、師部内面で2・5YR5／1～5PB5／1、外面から脚部内面で5B6／1～5B5／1を呈する。なお、脚部の付

け根にごく弱い突帯をもつ例には、韓国東莱福泉洞25・26号墳などの高坪があり、これも伽耶系の陶質

土器である可能性が高い。

－65－



第Ⅳ章　遺物

3）まとめ

a，埴輪列出土埴輪と周溝出土埴輪

遺構の記述でも述べたが、埴輪列の性格、第2号古墳や他の古墳との関係を考える上で、埴輪列出土

埴輪と周溝出土埴輪の関係を今一度検討してみよう。

周溝出土埴輪は周構内2－④層（第17図）を中心に、多数の葺石とともに埋没しており、出土部位には

基底部が多い。そのことから、並べられていた墳丘などとその外側に葺かれていた葺石とともに流出、

埋没したものと考えられる。検出した埴輪列では埴輪が二段目～三段目まで残存していることから、こ

の埴輪列の周溝側にもう1列埴輪列の存在を想定するのでなければ、周溝内の埴輪は墳丘にもともと並

べられていたものである可能性が高い。それでは埴輪自体の特徴はどうであろうか。

円筒埴輪はどちらのものも口径30cm前後、高さ50cmほどに復元されるものである。周溝出土のものに

はこれより大きくなるものが含まれる可能性があるが、数は多くないようである。この中で特に注目さ

れる特徴としては基底部の調整と最下段タガの特徴を上げることができる。埴輪列の埴輪では基底部の

調整は埴輪76など二次調整を省略しており、一次調整のタテハケが残されているもの、埴輪110などタテ

パケの後に部分的に縦方向のケズリを施し、下端付近に横方向の工具ナデが認められるもの、埴輪50な

ど全面に縦方向のケズリを施すもの、のバリエーションがある。最下段タガに関しては、押圧技法に類

似する板状工具でタガ面をなでるものがあり注目される。この押圧技法類似の技法は春成秀爾が作山古

墳の埴輪の紹介の中で「板状工具によるナデ仕上げ」と表現するもの（1）であり、押圧技法の初現的なも

のと考えられる。周溝出土埴輪においても基底部の調整に同様のバリエーションが認められ、それぞれ

のバリエーションに押圧技法類似の最下段タガが伴うものがある。他の調整、胎土、焼成などの特徴に

おいても両者に顕著な差は認められず、同時期の同じ埴輪群と考えて良いと思われる。

領　　　『一′′一′一′′′一′‾′′

三、ト、

、

三　ご　ヽ＼二

第49図　へラ記号のバリエーション
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第50図　ヨコパケ原体の分類（1／り

b，円筒埴輪の分類　　　　l

ここまでにも円筒埴輪の調整や形態の特徴などにいくつかのバリエーションが存在することについて

は述べてきたが、その組み合わせはいくつかのグループに分類できそうである。先に「同種の埴輪」と

表現したものがこれである。まずは各属性を分類した上で、その組み合わせを検討してみよう。しかし、

埴輪列では口縁部付近の特徴を観察できるものが多いのに対し、周溝では基底部が多く、口縁部の特徴

と基底部の特徴を合わせて検討することは難しい。

パケメ原体の分類　パケメには条線の密度から、大きく分けて次の3種類の原体があるようである。

A類　4～5本／cmの密度のもの。

B類　5～10本／cmの密度で、条線の間隔が漸移的に変化するもの。

C類　8～14本／cmと非常に細かいもの。

これが原体の樹種の違いであるのか、材の位置や木取りの違いであるのかはわからないが、同じ原体な

り、近い部材からとられた原体なり何らかの有意の差を表しているものと考えられる。

口縁部形態の分類　口縁部形態には上面がナデにより面をなすもの（1類）、上面を丸くしわずかに外反

させるもの（2類）がある。2類には外面上端を突帯状にするもの（2b類）としないもの（2a類）がある

ようだが、風化などにより区別が難しいものが多い。また、1類にもやや厚手で外面上端のわずかなふ

くらみが弱い印象を受けるものがあるが、区別することは難しい。

口縁部内面調整　口縁部内面の調整は大半が一次調整と思われる横～斜め方向のパケメが残る。一部に

横方向の強いナデを施すものが認められる。

ヘラ記号　へラ記号には第49図のようなバリエーションが存在する。また、描かれる位置も口縁部のも

のと三段目のものがある。へラ記号とは言い難いが、口縁部に曲線を組み合わせた連続文様を巡らせる

ものもある。

透かし孔の位置　円形の透かし孔が二段目と三段目に互い違いに存在するものと、二段目には透かし孔

が存在しないものがある。

基底部外面調整　周溝出土埴輪の記述や埴輪列出土埴輪との比較の部分で詳しく述べたが、二次調整を
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4　　　　　　11 31　　　　　40　　　　　42　　　　　72　　　　　76　　　　107

（口縁部形態1類）

36　　　　　　41

ヨコ・－

ナナメパケ

琵
ヨコパケ

・5本／cm）∩
（C・5本／cm）

Ⅲ（口縁部形態2b類）

くへラ記号e

Ⅳ（口縁部形態2a類） Ⅴ

（口縁部形態2b類）

Ⅵ（口縁部形態2b類）

第51図　円簡埴輪口緑部と調整・ヘラ記号の相関関係（1／2）
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表1　造山第2号古墳出土埴輪属性分析表

N o．

口縁部形態 ヨコパケ原体 基底部外面調整 押圧技法 口縁部内面 ヘラ記号 二段目透かし孔 その他の特徴

1 2a 2b A B C 省略 ケズリ 有 j旺
ハヽヽ パケ ナデ

有 4旺
ハヽヽ
※ 1 ※ 2

I

4 ● ● ●
11 ● ● ●

18 ● ● ●
19 ● ●

31 ● ● ●

40 ● ● ●
42 ● ● ●

72 ● ● ●
76 ● ● ● ● ● a ●
107 ● ● ● ● ● ●

Ⅱ

10 ● ● ● b
14 ● ● ●
37 ● ● ●
43 ● ● ●

44 ● ● ？ C

Ⅲ
36 ● ● ●
41 ● ● ？ d

Ⅳ

7 ● ● ● ． ● ● e ● ●
12 ● ●
13 ● e ●
17 e ●
26 ● ● ● ● ・● e ● ●
29 ●

30 ？ ●
38 ● ● ●
49 ●

54 e ●
59 e
68 ● e
‘89 ● e

Ⅴ

6 ● ● ● ● ● f ●
108 ● ● ●
106 ？ ● ？ ● ●

Ⅵ

．20 ● ●

25 ● ● ●
74 ● ● g

17 ● ● ● ●
78 ● ● ● ●

周溝14 ● ● ●

周溝15 ● ● ●

50 ● ● ●
52 ？ ● ●

周溝16 ● ● ●

周溝17 ● ● ●

周溝21 ●

周溝18 ？ ● ●

周溝22 ？ ● ●

周溝24 ● ●． ●

周溝26 ●． ● ●
110 ● ● ●

※1最上段タガの断面形が上部がやや高く、下部が低い。
※2　口縁部に連続文様
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省略するもの、全面にケズリを施すもの、一部にケズリを施すものがある。

最下段タガ　押圧技法類似の板状工具によるナデが認められるものが存在する。

これら以外に、単独では判断が難しいが、タガの形態にも特徴的なものやある程度の傾向があるよう

である。

以上の特徴の組み合わせを整理したものが表1である。これを見ると、表下部に集めた基底部付近の

特徴しかわからないものとの対応に問題を残すものの、特にI類、Ⅱ類、Ⅳ類などはへラ記号を含め諸

特徴がよく一致することがわかる。また、Ⅱ類は口縁部の形態が1類のうち、やや厚手で外面上端のわ

ずかなふくらみが弱い印象を受けるものとしたもの。Ⅳ類は最上段のタガの形態が、タガ上部が高く下

部が低いものや断面三角形に近い形状のものが目立つ。この分類には様々なレベルの属性の差が含まれ、

その中にはさほど有意でないものを含んでいる可能性があるほか、それぞれの特徴をより細かく見て行

くことでさらに細かく分類することも可能であろう。しかし、諸特徴を共通する一群の埴輪が存在する

ことに注目したい。

それではこれらのグループはどのような性格のものであろうか。これらの埴輪は、全体のサイズや段

の構成などは、埴輪106のように若干背が高くなりそうなものもあるが、同じ企画で作られていると見ら

れる。また、胎土は長石の砂粒を多く含むもので、おおかた似通ったものといえる。一方、風化の具合

などによる見え方の差もあり肉眼では厳密に分けられないものの、グループごとに焼成や色調、混和剤

などに傾向があるような印象を受ける。たとえばI類は焼成が比較的よく橙色～黄橙色を呈するのに対

し、Ⅳ類は焼成がI類に比べややあまく色調も褐色を帯びたものである。従って、第2号古墳ゐ円筒埴

輪群とその各グループの関係は、埴輪の企画や胎土、混和剤の採集を同じくする集団と、その胎土、混

和剤の供給を得て調整や胎土と混和剤の混合、焼成の状況に特徴のでるような集団内のグループや個々

の工人差といった関係の現れではなかろうか。

C，造山第2号古墳出土埴輪の位置づけ

第2号古墳の円筒埴輪は害窯焼成、基底部の調整が二次調整を省略するもの、あるいは縦方向のケズ

リであること、外面の二次調整はC種ヨコパケ、B種ヨコパケが観察でき、7～8cm程度の幅の工具で

一段につき2周ほど施している、さらに最下段のタガに押圧技法類似の技法が認められることなどから、

川西編年の4期に位置づけられると考えられる。押圧技法類似の技法は春成秀爾が作山古墳の埴輪の紹

介の中で「板状工具によるナデ仕上げ」と表現するものであり、畿内では大阪府堺市大山古墳、同藤井

寺市市野山古墳に見られるようである。造山古墳群内では、基底部の調整が二次調整を省略あるいは縦

方向のケズリを施すものであること、口縁部の直立傾向から、造山第4号古墳より新しく位置づけられ

ると考えられる。第4号古墳の円筒埴輪は害窯焼成ながらも、基底部の二次調整を残すなど川西編年4

期でも古く位置づけられるものと思われる。第4号古墳と造山古墳の関係は、造山古墳の埴輪群がかな

り多様なあり方をしているようで、表採資料しかない今それを判断するのは難しい。あくまで印象にす

ぎないが造山古墳の埴輪には害窯焼成と判断できる埴輪は意外と多く、第4号古墳に先行するとしても

きわめて近接した時期と考えられる。一方、小造山古墳、宿寺山古墳の埴輪はタガ間のヨコパケも幅の

広い工具で一度に施しているようであり、タガ、押圧技法も第2号古墳のものに比べるとかなり扁平な

ものになっている。ここで注目されるのは、島崎東氏によって報告されている伝・榊山古墳出土埴輪で
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第52図　埴輪76（左）と伝・榊山古墳出土埴輪（右目1／8）

第53図　作山古墳出土埴輪（倉敷考古館蔵）

ある（2）。この円筒埴輪は4段、高さ約50cmの完形の個体で、細部の調整、ヘラ記号まで第2号古墳の埴

輪76と全く同一のものである。また、倉敷考古館に所蔵されている作山古墳出土の円筒埴輪は、上面に

面を持つ直立した口縁部、基底部の外面がタテパケをよく残す縦方向のケズリ、押圧技法、二段目に透

かし孔を持たないなどの特徴を持つ個体で、第2号古墳では口縁部付近と基底部付近の特徴の関係がわ

かる例はないが、胎土を含めそれぞれの調整の特徴は全く同じといってよい。以上から、第2号古墳は

榊山古墳、作山古墳ときわめて近接した時期に位置づけられ、しかもその埴輪の一部は同一工房から供

給されたものを含むと考えてよい。

注

（1）春成秀爾1983「造山・作山古墳とその周辺」『岡山の歴史と文化』

（2）島崎東1982「備中榊山古墳採集の遺物について」『岡山県史研究』第3号
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表2　造山第2号古墳埴輪列埴輪観察表

番号 器種 部位 法量　 （単位 ：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考

1 円筒 径（検出面） 27．2 不明 1mm以下の長石粒多い。 1～数

mm大の長石 ・石英 ・暗赤褐色
粒をまばらに含む。

外面 ：（2．5Y R6／6）ややあ

まい

調査範囲に半分程度が

かかる。取 り上げ破片

な し。

① 円筒？ 筒部 タガ（下底） 2．0 風化のため不明 ．1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：10Y R8／2 ふつ う 埴輪 1 の特徴がはっき

（上底） 1．0 英粒多い。 1～ 3mm大の赤褐色 ～ 10YR7／2 りしないため比較でき

（高さ） 0．8 粒比較的多く含む。 内面 ：10Y R8／2

～10YR7／2

なし．、が、埴輪 1 の可能

性高い。

2 円筒 二～三段目 径 （検出面）24．2

タガ（下底） 2．5

（上底） 0．6

（高さ） 1．4

風化のため不明 1mm以下の長石粒多い。 1mm大

の石英、2～3m m大の赤褐色粒、
長石粒、粘土粒を含む。

外面 ：7．5YR7／4

～3．75YR5／8
内面 ：7．5YR7／4

～5YR6／8

良好

3 盾形 径 （検出面）23．5 外面 ：風化、マンガン付着のため不明瞭 1mm以下の長石 ・石英粒、 1mm 外面 ：10R4／4 ややあ

タガ（下底） 2．5 だが、6～8本／cm程度のヨコパケの 程度の長石粒を多く含む。 1～ ～ 10R 5／8 まい

（上底） 1．5

（高さ） 1．1

よう。

内面 ：ナデ

3mm大の赤褐色粒まれ。 内面 ：10R5／8

～2．5YR 5／6
宵部 外面 ：風化のため不明 外面 ：2．5YR6／8 ややあ 内面に接合の粘土帯を

内面 ：ナデ ・ユビオサエ ～4／6、5YR 6／6

内面 ：5YR5／8

まい そのまま残す破片。

図3－①

頸部 ？ 風化のため不明 外面 ：5YR6／8

内面 ：2．5血 6／6

ふつ う 図3－②

不明

（宵部？）

風化のため不明 外面 ：5YR7／6
内面 ：7．5YR 6／8

～7．5Y R6／6

ふつ う 胎土が若干異なるよう

にも見え、別個体の可
能性あり。図3－③

4 円筒 二段 目 径（口径） （2 9．2）外面 ：ヨコパケ （C種 ・5本／cm）、 ロ縁端 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：7．5YR 7／6 良好 二，三段目に透かし孔。

～口縁部 （検出面）2 6．5 部ヨコナデ。 英粒を多量に含む。 1～5 mm大 ～5Y R7／6

タガ（下底） 1．7

（上底） 0．8

（高さ） 0．6

内面 ：口縁部内面横～斜め方向のパケメ

（5本／cm）。ほか風化のため不明。

の赤褐色粒を含む。 内面 ：10YR 8／4

～6．2 5Y R7／4

5 円筒 二段 目以上 径（検出面） 29．3 外面 ：タテパケ後 ヨコパケ（C種 ・5本／ 1mm以下～2 mm大の長石 ・石英 外面 ：10YR 7／3 良好 透か し孔あ り。

タガ （下底） 1．8 cm） 粒多い。 1～ 3mm大の赤褐色～ ～ 5Y R5／5

（上底） 0．9

（高さ） 0．7

内面 ：縦～斜め方向の強いナデ ？ 灰赤色粒を比較的多く含む。 内面 ：7．5Y R6／6

～7．5Y R5／6

6 円筒 径（口径） （31．0）外面 ：基底部タテパケ（5本／cm）、二次調 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：2．5Y 7／2～ 良好 検出状況で実測。口縁

（検出面） 28．0 整省略。二段目以上タテパケ後ヨコ 英粒多い。 1m m大の黒灰色粒、 10YR7＿／3 部外面にヘラ記号。三

タガ（下底） 1．8 パケ（C種、一部 B種 ・6～1 1本／c m、 2～3m m大の赤褐色粒まれに含

む。

内面 ：10YR 7／4 段 目に透か し孔一対あ

（上底） 1．0 原体幅約7 cm）。タガ周辺、口縁端部． ～7．5YR 6／6 り。 （二段 目には透かし

（高さ） 1．0

総高　 （49．0）

ヨコナデ。

内面 ：縦～斜め方向のパケメ （6～ 11本／

cm）の後、三段目以下縦方向の埠い
ナデ。

孔は認められない。）

7 円筒 径 （口径） （3 1．3）外面 ：基底部タテパケ（6本／cm）、二次調 1mm以下の長石 ・石英粒多い。 外面 ：2．5YR5／6 ふつう 検出状況で実測。 口縁

（検出面）27．9 整省略。二段 目以上タテパケ後ヨコ 2～ 3mm大の長石粒、 1～3mm大 内面 ：7．5Y R 7／4 部外面にヘラ記号。三

タガ（下底） 2．5 ナデ（C種 ・5～10本／cm、 原体幅約7 の赤褐色粒まばらに含む。 ～5YR7／3 段目に透 かし孔一対あ

（上底） 1．1 cm）。タガ周辺、口縁端部ヨコナデ。 り。（二段 目には透かし

（高さ） 0．9

総高　　 （50．0）

内面 ：横～斜 めのパケメ（5～6本／cm）。

二段目以下不明。

孔は認められない。）

8 円筒 二段 目以上 径（検出面）2 6．7 外面 ：ヨコパケ（C種？・5本／cm） 11刊m以下の長石 ・石英粒非常に 外面 ：5YR5／8 ふつ う

内面 ：縦方向の強いナデ ？ 多い。 1～3m m大の赤褐色粒ま

ばらに含む。

内面 ：6．25YR 6／8

～7．5Y R7／8

9 朝顔形 二段 目以上 径（口径）（約 50） 外面 ：口縁部タテパケ（二次調整、9～10 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：10R6／8 三段 目（？）にヘラ記号。

（検出面） 32．0

～2 8．5
タガ（下底） 2．0

（上底） 0．8

（高さ） 0．9

タガ ・頸部

（下底） 2．8

（上底） 1．6

（高さ） 1．4

本／cm）。 口縁部～肩部タテパケ （一

次調整、5本／c m）。 口縁部、肩部は

パケメ後弱い横方向ナデ。三段 目以
下タテパケ （5本／cm）後ヨコパケ （C種

・9～ 10本／cm）。タガ周辺、口縁端
部とその内外面幅3 cm程度 ヨコナデ。

内面 ：口縁部B種風のヨコパケ （9～ 10

本／cm）。 口縁部下端のタガ裏面強

いヨコナデ。頸部タテパケ？肩部以

下横方向の強いナデ。

英粒を含む。 ～2．5YR 6／6

内面 ：5YR6／8

～7．5YR 7／1

三段目に透かし孔あり。

10 円筒 三段目以上 径（口径） （33．2）外面 ：タテパケ後ヨコパケ （C種 ・4～6 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：5血5／6 良好 口縁部にヘラ記号

（検出面） 29．2 本／cm）。口縁端部、タガ周辺 ヨコ 英粒を多く含む。 1～3mm大の ～7．5Y R6／6

タガ（下底） 1．6 ナデ 赤褐色粒まば らに含む。暗赤 内面 ：10YR 7／3

（上底） 0．8

（高さ） 1．0

内面 ：横～斜め方向の強いナデ 色粒 も含む。

11 円筒 三段目以上 径 （検出面）25．7 外面 ：ヨコパケ （C種 ・5本／cm） 1mm以下～1mm大の長石粒をや 外面 ：10YR 7／6 良好

タガ（下底） 1．7 内面 ：ナデ ？口縁部上半横～斜め方向の や多く、1m m以下の石英粒、角 ～7．5YR7／8

（上底） 0．9

（高さ） 0．6

パケメ （5～6本／cm） 閃石をごくわずか含む。 内面 ：8．75YR6／6

12 円筒 三段以上 径 （検出面）24．1 外面 ：ヨコパケ （C種 ・5～ 6本／cm） 1mm以下～2m m大の長石 ・石英 外面 ：8．75YR7／8 良好

タガ（下底） 2．5

（上底） 1．1

（高さ） 1．0

内面 ：ナデ ？ 粒多い。 1～3 mm大の赤褐色粒

まばらに含む。暗石色粒も含

む。

～8．75YR 7／6

内面 ：10Y R8／2

～10YR 7／3

13 円筒 二～三段目 径（検出面）27．8 外面 ：ヨコパケ（B種 ？・10本程度／cm） 1mm以下の長石、1mm大の石英 外面 ：7．5YR7／4 良好 三段目（？）にヘラ記号

以上 タガ（下底） 1．8 内面 ：縦方向のパケメ（4本／cm）。タガ裏 粒、1～ 2mm大の赤褐色粒をや 内面 ：8．75YR7／3

（上底） 1．0

（高さ） 1．0

面ヨコナデ や多く含む。暗石色粒 も含む。

14 円筒 二～三段 目 径（検出面） 30．0 外面 ：タテパケ （5本／cm）後ヨコパケ（C 1mm以下の長石 ・石英粒を多く 外面 ：5YR6／6 良好

以上 種 ？・5本／cm）

内面 ：横～斜め方向のケズリあるいは強

いナデ

含む。 1～3m m大の赤褐色粒比

較的多く含む。

内面 ：7．5YR 7／2

－72－



3）まとめ

番号 器種 部位 法量　 （単位：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考
15 盾形 簡部 径（検出面）29．0 外面 ：筒部（基底部）ヨコパケ（C種？・4 1mm以下の長石 ・石英粒を多く外面 ：2．5YR5／8 ふつう基底部正面に透かし孔

～盾部 盾部幅 （約40） ～5本／cm）。筒部、風化 ・剥離のた 含む。3mm程度の淡褐色～淡赤 ～2．5YR5／6 あり。出土状況に従い、
め調整不明。盾部剥離面にヨコパケ

（4～5本／cm）。盾部は外面ナデ？、

右側縁、下端に沿ってそれぞれへラ

描き沈線1条。

内面 ：ナデ

褐色粒をまれに含む。 内面 ：3．75YR5／4 合成して実測。

宵部 風化 ・剥離激しく調整不明 外面 ：5YR7／6

～2．5YR6／6
内面 ：2．5YR5／8

ふつう 風化激しく図示不能

16 円筒 三段目以上 径（口径） （28，0）外面 ：ヨコパケ（C種 ・5本／cm） 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：5YR6／6 良好 三段目（？）にヘラ記号。
（検出面）26．8 内面 ：縦から斜め方向の強いナデ。三段 英粒を多く。1～3mm大の赤褐 ～7．5YR7／6

タガ（下底） 2．0

（上底） 1．2

（高さ） 0．8

日中から口縁部（パケメ後？）ナデ 色粒をまばらに含む。暗石色

粒も少し含む。

内面 ：5YR4／6

～10YR6／3

17 円筒 三段目

以上？

径（検出面）24．0

タガ（下底） 2．0

（上底） 1．2

（高さ） 1．5

風化により内外面とも調整不明。 1mm大からそれ以下の長石 ・石

英粒多量。1～3mm大の赤褐色

粒比較的多い。

外面 ：6．25YR6／6

内面 ：7．5YR6／8
ふつう 三段目にヘラ記号。

18 円筒 三段目以上 径（口径） （33．0）外面 ：ヨコパケ（C種 ・5本／cm）タガ、口 1mmからそれ以下の長石・石英 外面 ：7．5YR6／6 良好
（検出面）29．0 縁部周辺ヨコナデ 粒多い。1～3mm大の赤褐色粒 ～5YR6／6
タガ（下底） 2．0

（上底） 1．0

（高さ） 0．7

内面 ：口縁部斜め方向のパケメ（5本／

cm）、三段月以下のパケメ後ナデ‾？

まばらに含む 内面 ：7．5YR7／4

～5YR5／6

19 円筒 三段目以上 径（口径） （28．5）外面 ：風化のた釧こ調整不明 1mm以下から2mm大の長石 ・石 外面 ：7．5YR7／6 ふつう
（検出面）25．4 内面 ：口縁部、斜めから横方向のパケメ。英粒を多く、1～5mm大の赤褐 ～8．75YR8／4
タガ（下底）－2．0 三段目以下、風化のため不明瞭だが、色粒をまばらに、1～3mm大の 内面：10YR7／2
（上底） 0．7

（高さ） 0．8

ナデと思われる凹凸が認められる。 赤褐色粒比較的多く含む。 ～10YR6／6

20 円筒 三段目以上 径（口径） （31．0）外面：ヨコパケ（C種？11～12本／cm） 1mm大からそれ以下の長石・石 外面：7．5YR5／3 ふつう
（検出面）29．6

タガ（下底） 1．8
（上底） 0．8

（高さ） 0．9

内面：風化のため調整不明 英粒多い。1～5mm大の赤褐色

粒多く含む。

～7．5YR6／6

内面 ：10YR8／2

～10YR7／4

21 朝顔形 三段目以上 径（口径部下端） 外面 ：筒部ヨコパケ（C種？・5本／cm）。 1mm以下から3mm大の長石 」石 外面 ：7．5YR7／6 ふつう
（35．0） 肩部斜め方向パケメ（5本／cm）。口縁 英粒多い。1～3mm大の赤褐色 ～10YR8／2

（検出面）33．5 部タテパケ（5本／cm） 粒をまばらに含む。 内面 ：10YR8／4
タガ（下底） 1．6

（上底） 1．3

（高さ） 0．9

内面：風化により不明瞭だが、頸部に斜

め方向のパケメが観察できる。

暗赤色粒も含む。 ～10YR7／2

22 円筒 三段目以上 径（検出面）28．8 外面：タテパケ（5本／cm）後ヨコパケ（C種 1mm以下から2mm大の長石 ・石 外面 ：7．5YR6／4 ふつう 三段目にヘラ記号。三
タガ（下底） 1．5 ・5本／cm）。タガ周辺ヨコナデ 英粒を多く含む。1～3mm大の ～5YR6／4 段目に透かし孔あり。
（上底） 0．8

（高さ） 0．5

内面：斜め方向のパケメ（5本／cm）。タガ

裏面はナデか？

赤褐色粒をまれに含む。 内面 ：8．75YR7／4

23 円筒 三段目以上 径（口径） （30．0）

（検出面）27．7

タガ（下底） 1．8

（上底） 0．8

（高さ） 0．7

風化のため不明内外面とも調整不明。 1mm以下から2mm大の長石 ・石
英粒を多く含む。1～3mm大の

赤褐色粒をまばらに含む。

外面 ：7．5YR6／6

内面 ：6．25YR7／6

良好 三段目に透かし孔あり。

24 円筒 三段目 径（検出面）28．6 外面 ：タテパケの後ヨコパケ（C種 ・5本／1mm以下の長石・石英粒多い。 外面：5YR6／4 ふつう 口縁部？にヘラ記号
以上？ タガ（下底） 2．・5 cm）。タガ周辺ヨコナデ 1～3mm大の赤褐色粒をまばら 内面：5YR6／4

（上底） 1．3

（高さ） 1．0

内面 ：斜めから横方向パケメ（5本／cm）。

タガ裏面ナデ？

に含む。

25 円筒 三段目以上 径（口径） （30．0）外面：ヨコパケ（C種？9～10本／cm）。タ 1mm以下の長石・石英粒多い。 外面：5YR7／4 ふつう外面（部位不明）にヘラ
（検出面）28．5 ガ、口縁端部周辺ヨコナデ 1～3mm大の赤褐色粒をまばら ？5YR5／4 記号の一部と思われる
タガ（下底） 1．6

（上底） 1．0

（高さ） 1．0

内面 ：横から斜め方向のパケメ（9～10本

／cm）。タガ裏面はナデか？

に含む。 内面：7．5YR6／6 細い沈線あり。

26 円筒 径（口径） （32．2）外面 ：基底部タテパケ（6本／cm）。二段目 1mm以上の長石・石英粒を多く 外面 ：5YR6／8 ふつう検出状況で実測。三段
（検出面）29．0 以上タテパケ（6本／cm）後ヨコパケ（C 含む。1～3mm大の赤褐色粒を ～7．5YR7／6 目にヘラ記号、透かし
（基底部）22．6 種 ・5～7本／cm、原体幅約7cm）。タ 含むがまれ。 内面 ：5YR6／8 孔あり。二段目には透
タガ（下底） 2．5

（上底） 1．0

（高さ） 1．0

ガ周辺ヨコナデ。

内面 ：斜め方向のパケメ（5～7本／cm）。

二段目以下不明

かし孔は認められない。

27 盾形 基部～ 径（基底部）18．9 外面：風化のため調整不明。盾部が剥離 1mm以下から2mm大の長石 ・石 外面 ：7．5YR7／8 ふつう検出状況で実測。基部
盾部下部 （検出面）24．5 した面にヨコパケ（C種 ・4本／cm）が 英粒を多量に含む。2～3mm大 ～7．5YR7／6 正面に1、 2 段目後ろよ

厚部幅　　 35．0

タガ（下底） 2．0
（上底） 0．8

（高さ） 0．6

認められる。盾部に文様。左右端に

縦方向の沈線1条、下端に横方向の

沈線2条、縦横の沈線の交点から中
央に向かヵて斜めの沈線 2条が左右

それぞれ1組存在する。ほぼ中央に

は縦方向の沈線 1 条がある。

内面 ：調整等不明

の赤褐色粒やや多く含む。 内面 ：7．5YR7／6 りに 2 の透かし孔あり。

盾部左 側 外面：縦～斜め方向のパケメ（5本／cm）。 外面 ：5YR6／6 ふつう右側縁やや上寄りの破
縁？ 左端に沈線 1条、左上がりの沈線 2

条。

内面 ：風化のため調整不明

内面 ：7．5YR7／6

～5YR7／8

片である可能性あり。

盾部左上部 外面 ：縦方向のパケメ（5本／cm）。左端に

沈線 1条、上端に沈線 2 条。左上角

から右上がりの沈線2 条。

内面 ：風化のため不明。

外面：2．5YR6／6

内面：6．25YR7／6

良好

ー73－



第Ⅳ章　遺物

番号 器種 部位 法量　 （単位：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考

27 盾形 盾部上端 外面 ：縦方向のパケメ（5本／cm）。上端面、1m m以下から2mm大の長石 ・石 外面 ：2．5Y R6／6 良好

端部から約 5cmの幅でヨコナデ。上

端部に沈線 2条。

内面 ：風化のため調整不明

英粒を多量に含む。 2～ 3mm大

の赤褐色粒やや多く含む。

内面 ：7．5Y R7／8

部位不明 外面 ：横～斜め方向のパケメ（5本／cm）。 1mm以下の長石 ・石英粒、1～3 外面 ：5YR 7／4 良好 盾部端部に類似するが、

上端部ナデ。

内面 ：ナデ ？

mm大の赤褐色粒をまばらに含

む。

内面 ：2．5YR7／6 文様を欠 く。筒部の口

縁部にしては平板な破

片。図27－③、④

部位不明 風化のため内外面とも調整不明。 1m m以下の長石 ・石英粒、1～3

m m大の赤褐色粒をまばらに含
む。

外面 ：7．5YR7／6

～5YR6／8
内面 ：5YR7／6

～2．5YR7／8

良好 筒部肩部、あるいは宵

等の破片か ？粘土接合

痕を境に色調変化。

図27－②

2 8 円筒 三段 目以上 径 （口径） （32．0）外面 ：ヨコパケ（C種 ・5本／cm）。口縁部 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：7．5YR6／6 ふっフ 二段目に透か し孔あり
（検出面）3 2．0 周辺ヨコナデ。 英、 1～3mm大の赤褐色を多 く ～10YR 8／2

タガ（下底） 2．0

（上底） 0．8

（高さ） 0．8

内面 ：風化により不明。三段目以下縦方

向のナデ？

含む。 内面 ：7．5YR 7／4

～ 10Y R7／3

29 円筒 三段 目以上 径（検出面） 30．1 外面 ：風化のため不明瞭だが、ヨコパケ 1m 以下の長石 ・石英粒を多く 外面 ：10YR 7／3 ふっ フ 二段目に透か し孔あり

ム

の痕跡が観察できる。 含む。 1～ 3mm大の赤褐色粒比 ～2．5Y R7／3

内面 ：口縁部に横方向のパケメ。他は風

化のため不明

較的多い。。 内面 ：7．5YR 6／3

～7．5Y R5／3

30 円筒 三段 目以上 径（検出面）33．2 外面 ：ヨコパケ（C種？ ・4～5本／cm） 1mm以下～2mm大の長石 ・石英 外面 ：5YR5／6 良好 30、3 1は脂土 ・色調な
タガ（下底） 2．1

（上底） 0．7

（高さ） 1．0

内面 ：風化のため調整不明 粒多い。 1～3m m大の暗赤褐色

粒をまば らに含む。

内面 ：10YR 6／4 どよく類似 してお り、

周辺か ら出土 した口縁
部破片等はどちらの個

体のものか区別 し難い。31 円筒 三段目以上 径（口径） （30．3）外面 ：ヨコパケ（C種？ ・5本／cm）。口縁 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：5YR6／6

（検出面） 28．9 部周辺ヨコナデ。タガ周辺 ヨコナデ。英粒 を多く含む。 1～5m m大の ～5YR 5／4 31に含めた口縁部破片

タガ（下底） 2．5 内面 ：口縁部斜め～横方向のパケメ（5本 暗赤褐色をまばらに含む占 内面 ：10YR 6／4 は、口縁部－3段 目の破

（上底） 1．1

（高さ） 1．0

／cm）。口縁部－3段目の破片ではわず

かに斜め方向のパケメが認められ

る。

～7．5Y R5／4 片内面にわずかにパケ

メが認め られることか

ら判断した。

32

33

円筒 口縁部 径 （口径） （29．8）

（検出面） 28‘5

タガ（下底） 1．9
（上底） 0．9

（高さ） 0 8

風化のため調整不明。 1mm大からそれ以下の長石 ・石

英粒多い。 1～ 3mm大の赤褐色

粒をまばら含む。

外面 ：8．75Y R6／6

～ 10Y R7／6
内面 ：7．5YR 6／6

～ 10Y R7／4

やや

．あまい

朝顔形 三段 目以上 径 （検出面）約29 外面 ：筒部外面はヨコパケ（C種 ？・5本／1m m以下～2m m大の長石 ・石英 外面 ：10Y R8／2 良好

タガ（下底） 1．8 cm）。口縁部等風化のため調整不明 粒多い。 1～3 mm大の赤褐色粒 ～7．5YR7／3

（上底） 0．9

（高さ） 0 8

内面 ：三段目以上強いナデ ？ロ縁部斜め

方向のパケメ（5本／cm）

比較的多く含む。 内面 ：7．5YR6／4

～5YR5／8

34 円筒 三段 目以上 径（口径） （28．2）外面 ：タテパケの後 ヨコパケ（C種 ・5本／ 1m m大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：5Y R5／4 ふつう

（検出面）約 27 cm）。口縁端部、タガ周辺ヨコナデ。 英粒多い。 1～3m m大の赤褐色 ～5YR6／6

タガ（下底） 2．3

（上底） 1．0

（高さ） 1．0

内面 ：口縁部ナデ ？三段目以下強いナ

デ。

粒まれ。 内面 ：5YR5／4

～5YR4／4

② 形象？ 部位不明 外面 ：タテパケ（5本／cm）。端部ヨコナデ 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：5YR7／6 良好 埴輪 20付近か ら出土。
内面 ：ナデ 英粒多い。 1～ 3mm大の赤褐色

粒をまばらに含む。
」■一　．⊥＿

内面 ：6．25YR 7／8 蓋形の笠端部、宵形の

鏡端部等に類似。
　ゝ　　　　　　　　°35 円筒 口縁部 ？ 径 （検出面）約25 外面 ：ヨコハケ（C種？ ・5本／cm） 1mm以下の長石 ・石央粒をやや 外面 ：8．75Y R6／4 良好 検出部分、取 り上げ部

内面 ：ナデ？ 多 く含む。角閃石をまれに含

む。 1～3m m大の赤褐色粒をま

ば らに含む。

～ 10Y R6／3

内面 ：10YR 7／4

～ 10Y R7／2

分少ない。

36 円筒 三段 目以上 径（口径） （29．5）外面 ：ヨコパケ（C種 ・5本／cm）。 口縁端 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：8．7 5Y R6／8 良好 二段 目に透かし孔あり。
（検出面）30．9 部、タガ周辺ヨコナデ。 英粒多い。 1～ 3mm大の赤褐色 内面 ：8．7 5Y R6／4

タガ（下底′） 2．2

（上底） 1．1

（高さ） 0．6

内面 ：口縁部上部横～斜め方向のパケメ

（5本／cm）、口縁部下部以下ナデ ？

粒をまれに含む。

37 円筒 三段 目以上 径（口径） （29．5）外面 ：タテパケ後ヨコパケ（C種 ・5～6本 1m m以下～2m m大の長石 ・石英 外面 ：5YR 5／6 良好 二段 目に透かし孔あり。
（検出面）28．0 ／cm）口縁端部、タガ周辺 ヨコナデ。 粒多い。 1 ～3mm大の赤褐色粒 ～ 10Y R7／3

タガ（下底） 2．1

（上底） 1．3

（高さ） 0．8

内面 ：口縁部横方向のナデ。三段目以下

タテ！、ケ（5～6本／cm）

をまれに含む。 内面 ：7．5Y R7／3

～7．5YR5／4

38 円筒 三段 目以上 径（口径） （2 7．2）外面 ：ヨコパケ、タガ周辺にヨコナデ 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：6．2 5YR7／6 良好 二段 目に透かし孔あり。

」＿

（検出面） 26．2 内面 ：斜め方向のパケメ 英粒多い。 1～3m m大の赤褐色 内面 ：5YR 6／3

タガ （下底） 2．5

（上底） 1．0

（高さ） 1．5

（全体に風化激 しく不明瞭） 粒をまれに含む。

39 盾形 基部～筒部 径（検出面） 24．7 外面 ：タテパケ（5本／cm）後 ヨコパケ 1mm大からそれ以下の長石粒多 外面 ：2．5YR5／8～ やや 透 か し孔あ り（部位不

盾部幅　　 約 35 （C種 ？・5本／cm） い。 1m m大の石英粒まばらに含 5YR6／8 あまい 明）。図3 9－④

タガ（下底） 1．8

（上底） 1．0

（高さ） 0．7

内面 ：ナデ む。帝都破片には1～ 3mm大の

赤褐色粒 をまれに含むものも

ある。

内面 ：5Y R5／6～2．

5YR5／6

盾部側線 外面 ：縦方向のパケメ（5本／cm）

内面 ：縦方向の強いナデ

外面 ：5YR4／6

内面 ：2．5YR5／6

ふつう 図39－③　 、

外面 ：3．75YR 5／6

～3．75YR 5／4
内面 ：2．5YR 5／8

やや

あまい

宵の一部か？図39－①不明 外面 ：ナデ ？

内面 ：ナデ

ふつ う 外面 に雨だれ状の／ト穴宵部？ 外面：風化のために不明 外面 ：3．75Y R5／6

（衝角 ？） 内面 ：ナデ ？ 内面 ：3．75Y R5／6 多数。図39－②

40 円筒 口縁部 径 （口径） （3 1．3）外面 ：ヨコパケ（C種 ？・5本／cm ）、口縁 1mm以下の長石 ・石英粒多い。 外面 ：21．5YR 5／6 良好

（検出面）30．0 部 ヨコナデ。 1～2m m大の赤褐色粒をまれに 内面 ：2．5YR 6／4

タガ（下底） 1．8

（上底） 1．1

（高さ） 0．9

内面 ：横～斜め方向のパケメ（5本／cm） 含む。＿

－74－



3）まとめ

番号 器種 部位 法量　 （単位：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考

41 円筒 三段目以上 径（口径） （32．3）外面：ヨコパケ（C種 ・5本／cm）、口縁端 1mm大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：6．25YR7／6 良好 三段目に透かし孔あり
（検出面）約30 部、タガ周辺ヨコナデ。 粒を多く含む。1～3mm大の暗 内面 ：5YR6／6

タガ（下底） 1．7

（上底） 1．0

（高さ） 1．0

内面 ：縦～斜め方向のパケメ（5本／cm）、

タガ裏面ヨコナデ

赤褐色粒をまれに含む。 ～7．5YR6／3

42 円筒 口縁部 径（口径） （31．5）外面 ：口縁部、横～斜め方向のパケメ（一 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面：7．5YR7／6 良好

（検出面）29．3 次調整？5本／cm）。口縁部周辺ヨコ 英粒多い。1～3mm大の赤褐色 ～10YR8／2
タガ（下底） 1．7 ナデ。 粒をまれに含む。暗赤色も含 内面：7．5YR7／4

（上底） 0．9

（高さ） 0．8

内面 ：口縁部上部、横～斜め方向のパケ

メ（一次調整 ・5本／cm）。口縁部下部
以下ナデ

む。 ～7．5YR6／3

43 円筒 三段目以上 径（口径） （32．0）外面 ：タテパケ（5本／cm）後ヨコパケ（C 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：10YR6／4 あまい
（検出面）30．0 種？・5本／cm ・原体幅5cm以上）。口英粒多い。1～3mm大の赤褐色 ～2．5YR7／2
タガ（下底） 2．2

（上底） 1．1

（高さ） 1．0

縁端部周辺ヨコナデ。

内面 ：横方向ナデ

粒をまばらに含む。 内面 ：2．5YR7／6

～5YR7／6

44 円筒 口縁部 径（口径） （32．5）外面：ヨコパケ（C種・5本／cm） 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：8．75YR7／3 良好 口縁部付近にわずかに
（検出面）28．0 内面：ナデ？ 英粒を多い。1～3mm大の赤褐 ～8．75YR7／4 赤色顔料残存。内面に
タガ（下底） 2．3

（上底） 1．2

（高さ） 0．8

色粒をまばらに含む。 内面：10YR7／3 も一部付着。口縁部外

面にヘラ記号

45 朝顔形 三段目以上 径（検出面）28．0

タガ（下底） 1．6

（上底） 0．6

（高さ） 1．0

風化のため内外面とも調整不明 1mm以下～2mm大の長石 ・石英
粒を多く含む。（1～2mm大のも

の目立っ）。1～3mm大の赤褐色

粒をまれに含む。

外面：7．5YR7／6

～7．5YR7／8
内面：7．5YR8／4

ふつう

46 円筒 三段目以上 径（三段目）（27．0）外面 ：タテパケ後ヨコパケ （C種 ・4～5 1mm以下の長石 ・石英粒多い。 外面：7．5YR6／6 良好 検出面には本来の位置
タガ（下底） 2．8 本／cm）タガ周辺ヨコナデ。 1mm以下～3mm大の黒灰色・赤 内面：10YR7／3 を保った破片なし。
（上底） 1．2

（高さ） 1．2

内面：タテパケ （4～5本／cm）。タガ裏面

横方向のナデ

褐色粒をまばらに含む。

47 円筒 口縁部 径（検出面）29．8 風化のため内外面とも調整不明 1mm以下の長石 ・石英粒多い1

～3mm大の赤褐色粒をまばらに
含む。

外面 ：6．25YR6／6
内面 ：7．5YR6／6

ふつう

48 円筒 口縁部？ 径（検出面）28．8 外面 ：ヨコパケ（C種？・5本／cm） 1mm大から‘それ以下の長石・石 外面 ：5YR5／8 ふつう ヘラ記号あり。
タガ（下底）

（上底） 0．9

（高さ） 0．8

内面 ：風化のため不明 英粒を多く・含む。1～3mm大の

赤褐色粒をまばらに含む。

内面 ：7．5YR7／8

49 円筒 口縁部 径（検出面）23．2 風化のために内外面とも調整不明。 1mm大からそれ以下の長石・石

英粒多い（石英粒目立つ）。1～

5mm大の赤褐色粒をまれに含
む。

外面 ：6．25YR5／6

内面 ：5YR7／4
あまい

50 円筒 径（検出面）31．6 外面 ：一次調整タテパケ（4本／cm）。後ヨ 1mm以下の長石 ・石英粒多い。 外面 ：5YR5／6 良好 検出状態で実測。二段
（基底部）21．9 コパケ（C種 ・4～5本／cm ・原体幅約 1～3mm大の赤褐色粒をまばら ～7．5YR7／6 目、三段目に透かし孔
タガ（下底） 1．8 10cm）。基底部縦方向のケズリ（単 に含む。 内面 ：5YR5／6 あり。最下段タガに押
（上底） 0．7

（高さ） 1．0
最下段タガ

（下底） 1．7
（上底） 1．2

（高さ） 0．7

位2～2．．5cm）。タガ周辺ヨコナデ
内面 ：三段目、斜め方向のパケメ （4～5

本／cm）の後ナデ

～7．5YR6／5 圧技法。

51 盾形 基底部～ 径（検出面）約24 外面：タテパケ（5本／cm）後ヨコパケ（C 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：2．5YR5／8 あまい 残存状態が非常に悪く。
二段目 （基底部）約22 種 ・6本／cm）。二段目に盾部接合痕 英粒多い。 ～2．5YR4／6 調査中崩壊。基底部に

タガ（下底） 2．2 と思われるパケメ状の条線あり。 暗赤褐色粒も少量含む。 内面 ：5YR4／6 透かし孔なし。図51－
（上底） 1．0 内面 ：ナデ？（接合痕残る） ～5YR4／8 ⑤

盾部？ 外面 ：タテパケ（5本／cm）

内面 ：ナデ
外面 ：2．5YR5／8

内面：3．75YR5／4

あまい 図51－②

盾部？ 外面 ：タテパケ（5本／cm）

内面 ：ナデ
外面：2．5YR4／3

～2．5YR5／6
内面：2．5YR5／4

あまい 図51一③

盾部側縁 風化・剥離により不明瞭。端部から内面

にかけてナデ

外面：2．5YR5／6

内面：10R4／6

～10R4／4

あまい 図51－④

宵部？ 外面：風化により調整不明。 外面 ：2．5YR5／8 あまい 外面は風化による凹凸
内面：ナデ 内面 ：10R5／6 が激 しく、本来上をめ

いている面と思われる。
図51－①

52 円筒 三段目 径（検出面）29．6 外面：風化のため不明瞭だが、タテパケ 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：7．5YR6／8 ふつう検出状況で実測
（基底部）23．0 後ヨコパケか？基底部縦方向のケズ 英粒多い。1～5mm大の赤褐色 ～5YR6／8
タガ（下底） 2．3

（上底） 1．0

（高さ） 1．0

リ

内面：三段目、風化により不明

粒をまばらに含む。 内面 ：7．5YR6／8

53 円筒 三段目 径（検出面）24．0 外面：風化および検出 ・取り上げ部分が 1mm以下の長石 ・石英粒やや多 外面 ：5YR6／8 良好 図示不能
以上？ 少ないため調整不明 い。3mm大の長石をまれに、1

～3mm大の赤褐色粒をまばらに
含む。

内面 ：10YR7／6

54 円筒 三段目以上 径（検出面）23．0

タガ（下底） 2．5

（上底） 0．5

（高さ） 1．5

風化のため内外面とも調整不明 1mm以下の長石 ・石英粒多い。

1～3mm大の赤褐色粒をまばら
に含む。

外面 ：5YR6／8

～8．75YR8／6
内面 ：5YR7／8

～5YR6／8

良好 三段目？にヘラ記号

55 円筒 三段目以上 径（検出面）31．7 外面：タテパケ（5本／cm）の後ヨコパケ（C 1mm大からそれ以下の長石・石 外面 ：10YR8／4 良好

タガ（下底） 2．0 種？・5本／cm）。タガ周辺ヨコナデ。英粒多い。赤褐色粒は目立た ～7．5YR6／4
（上底） 1．2

（高さ） 1．2

内面：斜め方向のパケメ（4本／cm）、筒部

下半？に強いナデ。口縁部内面はナ

ーや7‾

ない。 内面 ：10YR8／3

～7．5YR6／4

ー75－



第Ⅳ章　遺物

番号 器種 部位 法皇　 （単位：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考 ．

5 6 円筒 三段 目以上 径（検出面）2 7．8 外面 ：タテパケ後 ヨコパケ（C種 ？・5本／ 1m m大からそれ以下の長石．・石 外面 ：5YR7／4 良好

タガ（下底） 2．5 cm） 英粒を多量に含む。 1～ 3mm大 ～2．5Y R6／6

（上底） 1．1

（高さ） 0．8

内面 ：‾縦方向のパケメ の赤褐色粒をまれに含む。 内面 ：2．5YR 5／8

57 朝顔形 三段 目以上 径（検出面）28．8 風化のため内外面 とも調整不明。タガ承 1m m大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：5YR7／6 良好

タガ（下底） 2．8

（上底） 1．0

（高さ） 1．0

離面にタテパケ（5本／cm）が認められる。 英粒を多 く含む。 1～3m m大の

赤褐色～暗赤褐色粒 をまばら

に含む。

～5Y R6／8

内面 ：6．25Y R6／8

58 円筒 三段 目以上 径（検出面）2 9．0 外面 ：ヨコパケ（C種 ・5本／cm） 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：5YR7／6 良．好

内面 ：縦方向の強いナデ 英粒を多く含む。 1～3m m大の

赤褐色粒をまばら含む。

～7．5Y R7／4

内面 ：5YR6／6

～7．5Y R7／4
59 円筒 三段 目以上 径（検出面） 25．0 外面 ：風化のため調整不明 1mm大か らそれ以下の長石 ・石 外面 ：7．5YR 6／8 ふつ う 三段目に透か し孔あり。

内面 ：斜め方向のパケメ（5本／cm）、

一部ナデ？

英粒を多く含む。 1～3m m大の

赤褐色粒をまばらに含む。

内面 ：5YR6／8

60 円筒 三段 目 径（検出面） 26．0 外面 ：ヨコパケ（B種 ・8～14本／cm） 1mm以下の長石 ・石英 ・黒色鉱 外面 ：8．7 5Y R7／4 ふつ う 三段 目に透か し孔あり。

内面 ：横～斜め方向のパケメ （4～6本／物を多く含む。 1～ 2mm大の暗 内面 ：8．7 5Y R7／4

cm） 赤褐色粒を含む。 ～8．7 5Y R7／6

61 円筒 三段 目？ 径（検出面） 26．8 外面 ：タテパケ後のヨコパケ（C種？5本／ 1mm以下の長石 ・石英含むが比 外面 ：2．5YR 7／8 良好

cm） 較的少ない。赤褐色粒 目立た ～ 5Y R7／8

内面 ：斜め方向のパケメ（5本／cm）。一部

ナデ。

ない。 内面 ：5YR6／6

62 丙筒 口縁部一 径（検出面） 26．8 外面 ：ヨコパケ （C種 ・5本／cm） 1mm大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：7．5YR 5／6 ふつ う

三段目？ タガ（下底） 2．5

（上底） 1．0

（高さ） 1．0

内面 ：不明 粒多い。 1mm程度の赤褐色粒を

まばらに含む。

内面 ：5YR6／8

63 盾形 筒部 径（検出面） 25．8 風化のため不明だが、検出部分盾部剥離 1mm大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：5YR7／6 ふつう

盾部幅（検出面）

35．5

痕にヨコパケ（C種 ・5本／cm） 粒多い。 1～ 3mm大の赤褐色粒

をまばらに含む。

～5Y R6／6

内面 ：7．5YR 7／6

盾部 風化のため内外面 とも調整不明。斜めの

条線（6条 ？）あり。

小破片のため向き、部

位等不明。図63－②

盾部 風化のため内外面とも調整不明。8条の

斜めの条線あり。

小破片のため向き、部

位等不明。図63－③

64 円筒 三段 目 径（検出面）3 0．5 外面 ：タテパケ（5本／cm）後ヨコパケ（C 1m m大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：8．75YR 8／4 良好

以上 ？ 種 ？・5～6 本／cm ） 粒多い。赤褐色粒含むが、 目 ～10YR 7／3

内面 ：斜め方向のパケメ（8本？／cm）後ナ

一7‾

立たない。 内面 ：7．5YR 6／4

～7．5Y R7／3
65 円筒 三段 目 径（検出面） 32．0 外面 ：ヨコパケ（C種？・4～5本／cm） 1mm以下の長石 ・石英粒を多く 外面 ：7．5YR 7／6 ふつう

以上 ？ 内面 ：ナデ 含む。 1～2m m大の暗赤褐色粒

まれに含む。

内面 ：5YR7／4

66 円筒 三段 目？ 径（検出面）28．1 外面 ：ヨコパケ（C種 ・5～7本／cm）。タガ 1mm大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：5YR7／4 良好 外面 に赤色顔料 わずか

タガ（下底） 2．2 周辺ヨコナデ 粒を多い。 1～3mm大の赤褐色 ～7．5Y R7／4 に残存。

（上底） 1．0

（高さ） 1．0

内面 ：斜め方向のパケメ（5～ 7本／cm）。

タガ裏面ナデ？

粒をまれに含む。 内面 ：7．5YR 7／6

～ 5Y R7／4
67 円筒 口縁部一

三段 目？

径 （検出面）29．5

タガ（下底） 1．8
（上底） 0．8

（高 さ） 0．7

風化により内外面とも調整不明 1mm大～それ以下の長石 ・石英

粒を多い。 1～ 3mm大の赤褐色

粒比較的多い。

外面 ：5YR 7／6

～7．5YR6／6
内面 ：7．5Y R6／6

ふつ う

6 8 円筒 三段 目 径 （検出面）24．9 外面 ：タテパケ（5～8本／cm）後ヨコパケ 1mm大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：7．5Y R8／4 ふつ う へラ記号、透か し孔あ

（BおよびC種 ・5？～8本／cm） 粒を多い。 1～3mm大の赤褐色 ～7．5YR7／6 り

内面 ：ナデ ？ 粒比較的多い。 内面 ：8．7 5YR6／6

～7．5YR7／4

69 朝顔形 三段 目？ 径（検出面）27．2 風化のため内外面とも調整不明 1mm大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：7．5Y R6／6 ふつ う 朝顔形埴輪であること

タガ（下底） 1．8

（上底） 1．0

（高さ） 0．8

粒を多い。 1～ 3mm大の赤褐色

粒まばらに含む。

内面 ：7．5Y R6／8 を示す破片は検出され

ていないが、位置的に
は朝顔形埴輪 と考えら

れる。

70 円筒 三段 目？ 径（検出面）27．7 風化のため内外面とも調整不明 1mm大～それ以下の長石 ・石英

粒を多い。 1～ 3mm大の赤褐色

粒まばらに含む。黒赤色粒 も

含む。

外面 ：5YR 8／4

～5Y R7／6
内面 ：5YR 6／6

～7．5Y R7／6

良好

71 円筒 三段 目？ 径（検出面）29．0 外面：風化のため不明瞭だが、5本／cm程 1mm以下の長石 ・石英粒多い。 外面 ：5YR 6／4 ふつ う

タガ（下底） 2．0 度のヨコパケと思われる 1m m大の赤褐色粒 をまれに含 ～5Y R6／6

（上底） 1．1

（高さ） 0．8

内面 ：不明 む。 内面 ：5YR 6／4

72 円筒 口縁蔀～ 径（口径） （33．6）外面 ：タテパケ（5本／cm）後ヨコパケ（C種 1m 以下の長石 ・石英粒多い。 外面 ：5YR 6／8 良好

三段 目 （検出面）30．7 ・5本／cm ・原体幅約7cm ？）。 口縁 1m m大の赤褐色粒まば らに含 ～5Y R6／4

タガ（下底） 1．8

（上底） 0．8

（高さ） 0．9

端部 ・タガ周辺 ヨコナデ。

内面 ：口縁部～三段 目上部斜め～横方向

のパケメ（5本／cm）、部分的に指頭圧
痕を残す。三段 目以下は縦方向の強

いナデ。

む。 内面 ：6．2 5YR6／6

73 円筒 三段 目？ 径（検出面）27．5 風化のため内外面とも調整不明 1mm大～それ以下の長石 ・石英

粒多い。 1～3mm大の赤褐色粒

まばらに含む。

外面 ：2．5YR7／6

～2．5YR6／6
内面 ：6．25YR6／8

～6．25YR5／8

良好

74 円筒 基底部以上 径（検出面）24．8 外面 ：タテパケ（ヨコパケ原体と同 じ？） 1m m以下の長石 ・石英粒、1mm 外面 ：5YR 6／6 あまい 最下段タガに押圧技法

（基底部）23．0 後ヨコパケ（BおよびC種 ？・7～ 14本 大の石英粒 を多く含む。赤褐 ～5YR6／4

タガ（下底） 2．0

（上底） 0．7

（高さ） 0．8

最下段タガ

（下底） 2．4

（上底） 1．4

（高さ） 0．5

／cm）。タガ周辺 ヨコナデ。基底部は

風化のため調整を観察できないが、

一部に縦方向のケズリかパケメの痕
跡と思われるものが認められる。

内面 ：ナデ。一部にナデに先行する荒い

パケメが認められる。基底部は接合
痕をよく残す。

色粒を含む。 内面 ：5YR 6／4

～8．75YR7／3

－76－



3）まとめ

番号 器種 部位 法皇　 ‾（単位：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考

③ 朝顔or 不明 タガ（下底） 2．5 外面 ：タガ周辺ヨコナデ 1mm大～それ以下の長石・石英 外面 ：2，5YR5／8 ふつう
形象 （上底） 0．9

（高さ） 1．1

内面：縦方向のパケメの後ナデ 粒を多い。 内面 ：2．5YR5／8

75 盾形 基底部 径（検出面）28．0 外面：風化のため調整不明。タガ剥離面 1mm以下から2mm大の長石粒多 外面 ：7．5YR8／4 ふつう検出状況で実測。

（基底部）26．3 にタテパケ（5本／cm）が認められる。 く含む。2～3mm大の赤褐色粒 ～7．5YR7／8
最下段タガ

（下底）　 2．0

内面：縦方向のナデ？ まばらに含む。 内面 ：7．5YR7／8

～7．5YR7／6盾部 風化により内外面とも調整不明。側線端 側線に沿って平行沈線
（上底）　 0．7

（高さ）‘ 0．9

部に板状工具によるケズリに近いナデ。 三条。綾杉紋と考えら

れるが斜線は風化のた

め見えない。図75－①
盾部 風化により内外面とも調整不明 側線に沿って綾杉紋と

考えられる平行沈線三

条。図75－②
盾部

（左上端）

風化により内外面とも調整不明 左側縁、上側縁に沿っ

て綾杉紋。図75－③
76 円筒 全 総高　　　 51．0 外面 ：一次調整タテパケ（5本／cm）。二次 1mm大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：5YR7／6 良好 擾乱坑内出土。口縁部

径（口径）　 32．4 調整ヨコパケ（C種・5本／cm ・原体幅 粒多い。1～3mm大の赤褐色粒 ～7．5YR8／4 にヘラ記号。二段目、
（基底部）24．6 約8cm）。基底部二次調整省略。口縁 まれに含む。 内面 ：7．5YR7／8 三段目にそれぞれ2づ
タガ（下底） 2．0 端部、タガ周辺ヨコナデ。 ～5YR6／6 つ、交互に透かし孔を
（上底） 0．7

（高さ） 0．9

内面 ：口縁部、横方向のパケメ（5本／cm）、

一部指頭圧痕残る。三段目以下縦方
向の強いナデ。口縁部一三段目、三

段目一二段目のタガ裏面ヨコナデ。

もつ。

109 円筒 基底部 径（基底部）26．0 外面 ：縦方向のケズリ。 1mm大～それ以下の長石・石英 外面：5YR6／8 良好 76 と同一の擾乱坑内に
内面 ：ナデ？下端部に指頭圧痕。 粒を多い。 内面：7．5YR6／6 基底部の約1／3周程度残

存。
107 円筒 全 総高　　 （50．0）外面 ：一次調整タテパケ（5本／cm）。二次 1mm以下の長石粒多い。1mm以 外面：5YR7／4 良好 擾乱坑内出土。107は捜

径（口径）　 34．0 調整ヨコパケ（C種 ・5本／cm ・原体幅 下の石英粒をまれに含む。1mm ～6．25YR6／4 乱坑内に基底部の約1／2
（基底部）26．5 約8cm）。基底部二次調整省略。口縁 大の暗赤色～黒灰色粒子を多 内面：7．5YR6／8 周程度残存二二段目、

タガ（下底） 1．9 端部、タガ周辺ヨ±ナデ。‘ く含む。 ～7．5YR6／6 三段目に 2 づつ交互に
（上底） 1．0 内面 ：口縁部、横方向のパケメ（5本／cm）、 透かし孔をもつ。外面
（高さ） 0．7 一部指頭圧痕残る。三段目以下縦方

向の強いナデ。口縁部一三段目のタ

ガ裏面ヨコナデ

にわずかに赤色顔料残

存。

111 朝顔形 口縁部・ 径（二～三段目） 外面 ：タテパケ（5本／cm）後ヨコパケ（C種 1mm以下の長石多い。石英粒は 外面 ：2．5YR7／4 ふつう 外面パケメ条線内、タ
二～三段目 （27．8） ・5本／cm）。タガ周辺ヨコナデ。 目立たない。1～3mm大の暗赤 ～5YR7／4 ガ下面などに赤色顔料

タガ（下底） 1．8 内面 ：二段目以下、縦方向の板状工具に褐色粒まれに含む。 内面 ：5YR7／6 比較的良好に残存。三
（上底） 0．8

（高さ） 0．9

よるナデ。三段目以上横～斜め方向

の板状工具によるナデ。

口縁部、風化より調整不明。

段目にヘラ記号あり。

108 円筒 三段目以上 径（口径） （28．0）外面 ：口縁部、タテパケ（7～8本／cm）後 1mm大～それ以下の長石・石英 外面 ：10Y6／6 ふつうパケメ条線内等に赤色
（検出面）25．5 ヨコパケ（B種 ・10本／cm ・停止間隔3 粒を含む。1～3mm大の暗赤褐 ～3．75YR6／6 顔料残存。
タガ（下底） 2．0

（上底） 0．8

（高さ） 0．7

～4 cm）、ヨコパケ（B種・10本／cm ・

停止間隔約 9 cm）、ヨコパケ（C種・5

～10本／cm）。口縁端部、タガ周辺ヨ
コナデ。口縁部外面に曲線を組み合
わせた連続文様。

内面：縦方向のパケメ（8本／cm）。一部ナ

デ。

色粒を含むが極まれ。 内面：3．75YR6／6

～5YR6／6

77 円筒 径（検出面）28．6 外面：一次調整タテパケ（5本／cm）。二段 1mm以下の長石粒多い。1～3mm 外面 ：10YR7／6 良好 検出状況で実測。二段

（基底部）25．1

最下段タガ

（下底）2．2

（上底）0．8

（高さ）0．8

目以上二次調整ヨコパケ（C種 ・5本／

cm ・原体幅11cm）。基底部二次調整
省略。タガ周辺ヨコナデ。

内面：板状工具によるナデ？あるいは斜

め方向のパケメ後ナデ

大の赤褐色粒まれに含む。 ～10YR7／4
外面 ：7．5YR6／6

～10YR7／6

目に透かし孔。

78 円筒 口縁部－ 径（検出面）29．5 外面：一次調整タテパケ（4本／cm）。二次 1mm以下の長石 ・石英粒を含 外面 ：7．5YR8／4 良好 検出状況で実測。二段

三段目付近 （基底部）23．5 調整二段目、ヨコパケ（C種・5本／cm む。1mm大～それ以下の赤褐色 ～7．5YR7／3 目に透かし孔。
最下段タガ

（下底）　 2．5

（上底） 1．0

（高さ）　 0．7

・原体幅9cm）、三段目は一部にB種

ヨコパケ。基底部二次調整省略。タ
ガ周辺ヨコナデ。

内面 ：板状工具によるナデ

粒まれに含む。 内面：7．5YR7／6

79 円筒 三段目 径（検出面）27，4 外面 ：ヨコパケ （5～6本／cm）。 1mm以下の長石粒を含む。1～2 外面：5YR6／6 良好 取り上げは細片数点の

み。以上？ 内面 ：ナデ mmの赤褐色粒、暗赤色をまば

らに含む。

～5YR7／6

内面 ：5YR7／6

80 円筒 三段目

以上？

径（検出面）26．2 風化のため内外面とも調整不明。 1mm以下からそれ以下の長石 ・

石英粒やや多く含む。2 ～3

mm大の暗赤褐色粒をまばらに
含む。

外面 ：2．5YR7／8～

5YR7／6
内面 ：2．5YR6ノ櫓

ふつう

81 盾形？ 筒部破片？径（検出面）27．0 外面 ：ヨコパケ（C種 ・5本／cm） 1mm大～それ以下の長石・石英 外面 ：8．75YR8／4 良好 位置的には盾形埴輪に

内面 ：横方向の工具によるナデ。 粒多い。 ～8．75YR7／4
内面 ：6．25YR7／4

当たるが、盾形埴輪で

あることを示すものは
ない。調整 ・色調 ・焼

成なども他の盾形埴輪

よりは、円筒埴輪のも

のに近い。
82 円筒 三段目以上 径（検出面）29．3 風化のため内外面とも調整不明。 1mm大からそれ以下の長石 ・石

英粒多い。2～5 mm大の赤褐色

粒まばら。

外面 ：5YR5／8

～2．5YR6／6
内面 ：10YR6／8

ん2．5YR7／6

ふつう三段目に透かし孔あり。

83 円筒 三段目以上 径（検出面）27．0 外面 ：ヨコパケ（C種・5～6本／cm）、重複 1mm以下の長石 ・石英粒多い。 外面 ：3．75YR7／8 良好 三段目に透かし孔あり。

～30．0 してヨコパケ（B種 ・4～5本／cm）が存

在するよう。

内面 ：縦から斜め方向のパケメ （5～8本

／cm）。部分的にナデ？

1mm以下の赤褐色粒まれに含

む。

内面：5YR7／8

～2．5YR7／8

透かし孔がやや大きい。

ー77－



第Ⅳ章　遺物

番号 器種 部位 法量　 （単位：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考

84 円筒 三段目 径（検出面）28．2 外面 ：ヨコナデ（C種 ？・5本）。 1mm以下の長石粒、 1m m大の石 外面 ：1．25YR 5／8 ふつ う 三段 目に透かし孔あ り。
内面 ：ナデ ？ 英 ・赤褐色粒をやや多く含む。内面 ：10R5／8

85 円筒 三段目 径（検出面）29．0 外面 ：ヨコパケ（C種 ・5本／cm） 1mm以下の長石粒含む。 1～3mm 外面 ：5Y R7／6 良好 外面に赤色顔料残存。
内面 ：縦方向の強いナデ 大の赤褐色粒まばらに含む。 ～5YR 7／8

内面 ：5Y R7／6

～5YR 6／6
86 円筒 三段目？ 径（検出面） 28．2 外面 ：ヨコパケ（C種 ・5本／cm） 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：2．5YR6／8 良好

内面 ：縦方向のパケメ（5本／cm） 英粒をやや多く含む。 ～ 2．5YR 7／8

内面 ：2．5YR6／8

～ 2．5YR 7／8
87 朝顔形 三段 目 径（検出面） 30．0 風化のため内外面とも調整不明。 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：6，25YR 7／6 良好 位置的には朝顔形に当

以上 ？ 英粒多い。 ～6．25YR 7／6

内面 ：5Y R7／8

～5YR 7／6

たるが、口縁部～肩部

の破片は不明。

88 円筒 三段 目以上 径（検出面）27．8 外面 ：タテパケ（5本／cm）。後 ヨコパケ（C 1m m大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：6．25YR8／6 良好

種 ・5本／cm）。 英粒やや多く含む。1～3m m大 ～6．25YR 7／6
内面 ：ナデ？ の黒灰色～赤褐色粒まば らに

含む。

内面 ：7．5YR7／6

～ 7．5YR6／8
89 円筒 三段 目以上 径（検出面）25．3 外面 ：タテパケ後ヨコパケ（C種 ・6～7本 1mm以下～2m m大の長石 ・石英 外面 ：6．2 5Y R7／6 良好 三段 目にヘラ記号。外

／cm）。 粒 を含む。 1～2mm大の黒灰色 ～ 7．5YR8／3 面に赤色顔料残存。

内面 ：斜め方向のパケメ（5本／cm）。 ～赤褐色粒まばらに含む。 内面 ：5Y R7／6

90 円筒 三段 目以上 径（検出面） 30．6 外面 ：タテパケ（5本／cm）後ヨコパケ（C種 1m m以下の長石粒 ・暗赤褐色粒 外面 ：7．5YR7／4 良好

・5本／cm）

内面 ：ナデ？

やや少ない。 ～7．5YR8／2
内面 ：7．5YR6／6

91 円筒 三段 目以上 径（検出面）2 9．2 外面 ：ヨコパケ（C種 ・5本／cm）。 1m m以下～2mm大の長石 ・石英 外面 ：2．5Y R6／8 良好 三段 目に透かし孔あり。
内面 ：斜め方向のパケメ（4本／cm）。 粒やや多く含む。2～3m m大の

暗赤褐色粒をまばらに含む。

内面 ：2．5Y R6／8

～3．2 5Y R6／8
9 2 円筒 三段以上 径（検出面）24．2 外面 ：タテパケ （5本／cm）後ヨコパケ（C 1mm以下の長石 ・石英粒やや多 外面 ：5YR 6／6 良好 三段 目に透かし孔あり。

種？ ・5本／cm）。 く含む。2～3mm大の暗赤褐色 ～5Y R6／8
内面 ：縦方向のパケメ（5本／cm） 粒をまばらに含む。 内面：5YR6／6

～5Y R6／8
93 盾形 ？ 筒部破片 径 （検出面）26．3 外面 ：ヨコパケ（C種？・8本／cm）。 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：8．75Y R8／6 良好 位置的には盾形埴輪だ

タガ（下底） 1．0 内面 ：風化のため調整不明。 英粒含む。 1～3 mm大の長石 ・ ～8．75Y R7／8 が、盾形埴輪であるこ

（上底） 0．8

（高 さ） 1．0

黒灰色粒まばらに含む。 内面 ：7．5YR 7／6

～7．5Y R7／8

とを示すものは存在 し

ない。

94 円筒 三段目以上 径 （検出面）25．0 外面 ：タテパケ （7～ 8本／cm）後ヨコパケ 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：2．5YR 7／8 ふつ う

タガ（下底） 2．6 （7～8本／cm）。タガ周辺ヨコナデ。 英粒含む。 1～3mm大の赤褐色 ～2．5Y R6／8

（上底） 1．0

（高さ） 1．3

内面 ：斜め方向のパケメ （5～6本／cm）。

タガ裏面にナデ。

粒を比較的多 く含む。 内面 ：3．75Y R7／6

～3．75Y R7／8
95 円筒 三段 目以上 径（検出面）30．8 外面 ：ヨコパケ（C種 ・10～12本／cm）。タ 1m m以下か ら2m m大の長石 ・石 外面 ：5YR7／6 良好

タガ（下底） 2．2 ガ周辺ヨコナデ。 英粒、 1～3 mm大の赤褐色粒を 内面 ：5YR7／6

（上底） 0．7

（高さ） 0．9

内面 ：縦～斜めのパケメ（5～7本／cm）。 含む。 ～7．5Y R7／6

96 円筒 三段 目以上 径（検出面）2 8．0 外面 ：タテパケ（4本／cm）後ヨコパケ（C種 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：10YR6／8 ふつ う 三段 目に透かし孔あり。

タガ（下底） 2．4 ・4本／cm）。タガ周辺 ヨコナデ。 英粒多い。 1～3mm大の赤褐色 ～2．5Y R5／8

（上底） 1．2

（高さ） 1．0

内面 ：斜め方向のパケメ（4本／cm）。タガ

裏面横方向のナデ

粒まばらに含む。 内面 ：2．5YR 6／6

～2．5Y R5／8
97 円筒 三段 目 径（検出面） 28．8 外面 ：タテパケ後 ヨコパケ（4～5本／cm）。 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：6．25 YR 7／4 良好

以上 ？ 内面 ：斜め方向のパケメ（7本／cm）。部分 英粒多い。 1～3mm大の赤褐色 ～ 5YR7／6
的にナデ ？ 粒まばらに含む。 内面 ：5YR7／6

98 円筒 三段 目以上 径（検出面）3 0．2 外面 ：ヨコパケ（C種 ・5本／cm）。 口縁端 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：5YR6／6 ふつ う

タガ（下底） 2．2 部 ・タガ周辺 ヨコナデ。 英粒多い。 2m m大の長石粒も目 ～2．5Y R6／8

（上底） 1．0

（高さ） 1．0

内面 ：ナデ 立つ。 1～ 3mm大の赤褐色粒ま

ばらに含む

内面 ：2．5YR 7／8

～2．5Y R6／8
99 朝顔形 三段 目 径（検出面） 3 2．4 外面 ：ヨコパケ（C種 ？ ・5本／cm）。タガ 1m m以下か ら2m m大の長石 ・石 外面 ：2．5YR 6／8 ふつ う 位置的には朝顔形だが、

以上 ？ タガ（下底） 2．2 周辺工具によるヨコナデ （8本／cm程 英粒 を多く含む。赤褐色粒ま ～2．5YR 6／6 ． 口縁部～肩部の破片 は

（上底） 1．4 度の条線あり）。 れに含む。 内面 ：2．5YR 6／8 存在 しない。円筒埴輪

（高さ） 1．0 内面 ：ナデ。 ～2．5YR 6／6 こ比べ器壁が厚手か ？

100 円筒 三段 目以上 径（検出面）30．0 外面 ：ヨコパケ （C種 ・4 ～5本／cm）。タ 1mm以下の長石 ・石英粒多い。 外面 ：5YR6／6 ふつ う
タガ（下底） 1．8 ガ周辺 ヨコナデ。 1～ 2mm大の暗赤褐色粒をまば ～2．5YR 6／6
（上底） 0．7

（高さ） 1．0

内面 ：ナデ。 らに含む。 内面 ：5YR6／6

～ 6∴25YR 6／6
10 1 円筒 三段以上 径（検出面）30．3 外面 ：ヨコパケ （C種 ？・8本／C．m）。 タガ 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：2．5YR6／6 良好

タガ（下底） 2．1 周辺ヨコナデ。 英粒多い。2mm大の長石粒 も目 内面 ：10R5／8

（上底） 1．2

（高さ） 0．9

内面 ：斜め方向のパケメ （5～6本／cm）。 立っ。 1～3m m大の赤褐色粒ま

ばらに含む。
～5YR 5／8

10 2 円筒 三段 目以上 径（検出面）2 8．4 外面 ：ヨコパケ（C種 ？5本／cm）、重複 し 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：2，5YR6／6 良好

タガ（下底） 2．0 てヨコパケ（B種 ・5本／cm）存在。タ 英粒多い。 1～3mm大の暗赤褐 ～5YR 6／6
（上底） 1．3

（高さ） 0．8

ガ周辺ヨコナデ。

内面 ：斜め方向のパケメ （5本／cm）

色粒まばらに含む。 内面 ：2．5YR6／6

～5YR 6／6
103 円筒 段目以上 径（検出面）2 8．8 外面 ：タテパケ（5本／cm）後ヨコパケ（B種 1mm以下の長石 ・石英粒多い。 外面 ：7．5YR7／6 ふつ う 赤色顔料一部に残存。

タガ（下底） 2．3 ・8ん 9本／cm ・停止間隔 1～ 3 cm）。 1～ 2mm大の赤褐色粒比較的多 ～7．5YR 6／6 口縁部 （？）にヘラ記号

（上底） 1．0

（高さ） 0．8

タガ周辺ヨコナデ。

内面 ：縦～斜め方向のパケメ（5本／cm）。

一部 （タガ裏面？）ナデ。

い。 内面 ：7．5YR7／6

～7．5YR 7／4

あり。

104

10 5

円筒

盾形

三段 目以上

盾部 ？

l

径（検出面）2 9．4 外面 ：風化のため不明瞭だが、ヨコパケ 1m m以下の長石粒多い。 1m m以 外面 ：2．5YR 7／8 ふつ う

ふつう 図105－①

タガ（下底） 1．8

（上底） 0．8

（高さ） 0．6

径（検出面）26．5

（C種 ？・5本／cm）

内面 ：風化のため調整不明。

風化のため調整不明。わずかにタテパケ

下の赤褐色粒まばらに含む。

1mm大からそれ以下の長石 ・石

～2．5YR 6／8

内面 ：2．5YR6／8

外面 ：6．25YR 7／8

盾部幅　　 32．5 が認められる。内面はナデの痕跡 と思わ 英粒多量に含む。1mm大の赤褐 ～ 6．25YR 7／6

タガ（下底） 2．3

（上底） 1．1

れる凹凸が認められる。 色～明赤褐色粒まばらに含む。内面 ：5Y R7／6

～6．25YR 7／6

－78－



番号 器種 部位 法量　 （単位 ：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考

105 盾形 盾部 盾部外面、タテパケ（4～5本／cm）。盾端 1mm以下～2mm大の長石 ・石英 外面 ：2．5Y R7／8～ 端部に沿って縦方向の
部から内面ナデ ？ 粒多く含む。1mm大の明赤褐色

粒まばらに含む。

2．5Y R7／6

内面 ：2．5Y R7／6

沈線1条。斜行する平行

沈線2条。図105－②

不明 外面 ：タテパケ後ヨコパケ（C種 ？・6～7 1mm大からそれ以下の長石 ・石 外面 ：5YR8／3～5Y ふつ う 106周辺擾乱坑内出土。

本／cm） 英粒多量に含む。1～5mm大の R7／6 105に分類したが別個体
内面 ：ナデ？ 暗赤褐色粒をまばらに含む。 内面 ：6．25Y R7／6 の可能性あ り。図105－

③

10 6 円筒 三段 目～ 径（基底部）23．0 外面 ：一次調整タテパケ（5本／cm）。基底 1mm以下～2mm大の長石 ・石英 外面 ：10R6／6 ふつ う 口縁部にヘ ラ記号があ

基底部 （口縁部付近） 部二次調整省略、端部付近に横方向 粒 を多量に含む。1～5mm大の ～2．5Y R6／8 るが、風化のため不明

（29．8） のヘラケズリ状のナデ？二段 目以上 赤褐色粒を比較的多 く含む。 内面 ：2．5YR 7／6 瞭。三段 目に透かし孔、

最下段タガ

（下底） 2．5

（上底） 1．3

（高さ） 0．5

タガ（下底） 1．8

（上底） 0．5

（高さ） 0．8

はヨコパケ（C種 ？ ・5本／cm）と思わ

れるが風化のため不明瞭。

内面 ：ナデと思われるが風化のため不明

瞭。

暗赤色粒 も含む。 ～2．5Y R6／8 二段目には存在 しない。

110 円筒 三段 目～ 径（基底部）（23．0）外面 ：タテパケ（5～8本／cm）の後ヨコハ 1mm大からそれ以下の長石粒多 外面 ：2．5YR 7／8 良好 擾乱坑内出土
基底部 最下段タガ

（下底） 2．5

（上底） 1．4

（高さ） 1．1

ケ（C種？・5～8本／cm）。基底部、一

部に縦方向のケズリ。下端部に横方

向の工具ナデ。

内面 ：縦～斜め方向の強いナデ。

く含む。赤褐色粒も含む。 ～5YR6／8
内面 ：5YR6／6

～7．5Y R7／6

表3　周溝出土埴輪観察表

番号 器種 部位 法量　 （単位：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考

1 朝顔形 口縁部 口径　　　 約55 外面 ：風化により調整不明。 1m m以下～2mm大の長石粒非常 外面 ：6．25YR 7／4 や や 2 と同一個体？
径 （口縁部下端） 内面 ：横γ斜め方向（5本程度／cm）。 こ多い。1mm大の石英粒まばら。 ～6．25YR7／6 あまい
（34．0～38．5） （風化激しい） 2mm大の赤褐色粒目立たない。 内面 ：7．5YR7／4

2 朝顔形 受部～肩部 径 （頸部） 外面 ：風化により調整不明、肩部にわず 1m m以下～2mm大の長石粒非常 外面 ：6．25YR6／6 や や 1と同一個体？

（17．0～20．0） かにタテパケが見える。 こ多い。1mm大の石英粒まばら。 ～6．25YR7／6 あまい

内面 ：風化により調整不明。 2mm大の赤褐色粒目立たない。 内面 ：10Y R8／2

～ 7．5YR7／4
13 朝顔形 口縁部 径 （口縁部下端） 外面 ：タテパケ（5本／cm）。タガ周辺ヨコ 1mm以下～2m m大の長石粒多い。外面 ：10Y R8／2 良好

～受部 約3 7 ナデ。 1mm程度の石英粒、1～3mm大の ～ 10YR8／3

タガ（下底） 2．2

（上底） 1．1

（高さ） 1．2

内面 ：横～斜め方向のパケメ（5本／cm）。 赤褐色粒～淡褐色粒まばらに

含む。

内面 ：8．75YR8／4

4 朝顔形 口縁部 径 （口縁部下端） 外面 ：風化のため調整不明。 1mm以下～2 mm大の長石粒多い。外面 ：6．25YR7／8 ふつう 5と同一個体？

～受部 約3 6 内面 ：横～斜め方向のパケメ（5～ 10本／ 1～2m m大の石英粒まれ、赤褐 ～6．25YR7／6

cm）。 色粒まばらに含む。 内面 ：5Y R8／4

～5YR7／6
5 朝顔形 肩部 径 （頸部）　 約2 0 外面 ：調整不明。 1mm以下～2mm大の長石粒多い。外面 ：5Y R7／6 ふつう 4と同一個体？

内面 ：調整不明。 1～2m m大の赤褐色粒まば らに
含む。

～ 2．5YR7／8

内面 ：6．25YR8／6

6 朝顔形 受部 径 （口縁部下端） 外面 ：タガ周辺ヨコナデ。 1m m以下～2mm大の長石 ・石英 外面 ：5Y R7／3 ふつう 7 と同一個体？
（33．7）内面 ：横～斜め方向のパケメ（4本／cm）。 粒多い。 1～2m m大の赤褐色粒

～暗赤色粒まれに含む。

～5YR8／3

内面 ：5Y R7／4

7 朝顔形 肩部 径 （頸部） 外面 ：風化のため調整不明。 1mm以下～2mm大の長石粒多い。外面 ：5Y R7／6 ふつう 6 と同一個体？
（16．5～ 18．0）内面 ：風化のため調整不明。 1～2m m大の赤褐色粒まれに含

む。

内面 ：5Y R6／6

～ 7．5YR7／6
8 朝顔形 肩部 外面 ：風化のため調整不明、タガ剥離。 1m m以下～2mm大の長石 ・石英 外面 ：5YR 8／4 ふつ う

内面 ：斜め方向強いナデ、指頭圧痕あり。粒多い。 1～3m m大の淡赤褐色

やや多い。
～6．2 5YR7／6

内面 ：5YR 7／6

～6．2 5YR7／6
9 朝顔形 肩部 外面 ：風化のため調整不明。 1 mm大～それ以下の長石粒多 外面 ：10YR 7／2 ふつ う 10、 11と同一個体 ？

？ 内面 ：風化のため調整不明。 い。 1mm大の赤褐色粒まばらに

含む。

内面 ：10YR 7／3

10 朝顔形 筒部 外面 ：ヨコパケ（4本程度／cm）。 1m m大～それ以下の長石粒多 外面 ：10YR 7／3 ふつ う 9 ⊥ 11と同一個体 ？

？ 内面 ：風化のため不明。斜めパケメか？ い。 1～3mm大の赤褐色粒まば

らに含む。

内面 ：10YR8／4

～ 10Y R7／4
11 朝顔形 筒部 外面 ：風化のため調整不明。 1m m大～それ 以下の長石粒多 外面 ：10YR 7／3 ふつう 9 、 10と同一個体 ？

？ 内面 ：風化のため調整不明。 い。 1～5mm大の赤褐色粒まば

らに含む。

～ 10Y R7／2
内面 ：10YR7／3

12 朝顔形 肩部～受部 外面 ：風化のため調整不明。 1mm以下～2 mm大の長石 ・石英 外面 ：5YR8／3 ふつう 13と同一個体 ？
内面 ：風化のため調整不明。 粒多い。 1～3mm大の赤褐色粒

まばらに含む。
～8．75Y R7／3

内面 ：7．5YR 8／2

～5Y R8／2 ．
13 朝顔形 口縁部～受 外面 ：風化のため調整不明。 1mm以下～ 2mm大の長石 ・石英 外面 ：7．5YR 8／4 ふつ う 12と同一個体 ？

部 内面 ：横～斜め方向のパケメ（5本／cm）。 粒多い。 1～5mm大の赤褐色粒

～淡赤褐色粒まばらに含む。

～5YR 8／3

内面 ：8．75Y R8／3

14 円筒 三段目 径 （基底部）（24．6）外面 ：タテパケ（4 ～5本／cm）後 ヨコナデ 1m m大～それ以下の長石粒多 （筒部） 堅緻 外面に赤色顔料残存。

～基底部 タガ（下底） 1．7 （C種 ？4 ～5本／cm）。基底部、横方 量。 2～5mm大の赤褐色粒まば 外面 ：5YR8／3 透か し孔あり。

（上底） 0．9

（高さ） 0．7

向ナデ （工具ナデ？）。 タガ周辺ヨ

コナデ。
内面 ：一次調整タテパケ （4 ～5本／cm）。

タガ裏面周辺ヨコナデ。タテパケ（4

～5本／cm）後縦～斜め方向のケズ リ
又は強いナデ。

らに含む。 ～7．5Y R8／4

内面 ：5YR7／4

～7．5Y R7／3
（基底部）

外面 ：7．5YR 7／2

～7．5Y R7／4
内面 ：7．5YR 7／3
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第Ⅳ章　遺物

番号 器種 部位 法量　 （単位 ：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考

15 円筒 基底部－ 径（最下段タガ） 外面 ：タテパケ（5本程度／cm）の後ヨコハ 1mm以下の長石粒多い。2～3mm 外面 ：7．5YR 7／6 ふつ う

二段目 （27．0）‘

タガ （下底） 2．0
（上底） 1．0

（高さ） 0．9

ケ（5本程度／cm）。タガ周辺 ヨコナデ。

基底部二次調整省略。

内面 ：風化のため調整不明。

大の赤褐色粒まばらに含む。 ～6．2 5Y R7／6

内面 ：6．2 5Y R7／6

16 円筒 基底部 径（基底部） 26．5 外面 ：タテパケ（4～5本／cm）の後 ヨコハ 1mm以下～ 2mm大の長石 ・石英 外面 ：2．5Y R6／6 ふつ う

タガ （下底） 2．5 ケ（C種 ？4～5本／cm）。基底部はヨコ 粒多い。 2～3m m大の赤褐色粒 ～3．7 5Y R6／8

（上底） 1．0

（高さ） 0．8

パケ省略、部分的にケズリ、下端部

に横方向の工具ナデ。タガ周辺 ヨコ

ナデ。
内面 ：縦方向のケズリあるいは強いナ

デ。

まばらに含む。 内面 ：2．5Y R6／8

～3．7 5Y R6／8

17 円筒 基底部 径（基底部）（24．0）外面 ：タテパケ（4～5本／cm）。・タガは板 1mm以下～2mm大の長石粒多い。外面 ：2．5Y R6／8 ふつ う

最下段タガ 状工具によるナデ（押圧技法）。二段 1～ 3mm大の赤褐色粒まばらに ～ 10YR7／4

（下底） 2．5

（上底） 1．3

（高さ） 0．7

目には細かめのヨコパケが観察でき

る。

内面 ：縦方向のケズリ又は強いナデ。

含む。 内面 ：8．75YR7／6

～8．75YR8／5

18 円筒 基底部 径 （基底部）（25．0）外面 ：タテパケ（5～8本／c m）の後基底部 1mm大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：10Y R7／4 ふつ う 22 と同一個体？

最下段タガ 下半に工具ナデと思われ る薄い横方 粒多い。 1～3m m大の赤褐色粒 ～5YR7／6

（下底） 2．3

（上底） 1．5

（高 さ） 0．5

向の条線。タガ押圧技法。

内面 ：風化のため不明瞭だが、縦～斜め

方向のケズリか。

まれに含む。 内面 ：7．5Y R7／4

～7．5YR6／6

19 円筒 ？ 基底部 径 （基底部）23．2 外面 ：タテパケの後 ヨコパケ（B種 ・5～ 8 1m m大～それ以下の長石粒多 外面 ：10Y R8／4 ふつ う

タガ（下底） 1，9 本／cm）。下端部に一部縦方向のヘラ 量。 2～3m m大の赤褐色粒まば ～7．5YR7／3

（上底） 0⊥8

（高 さ） 0．8

ケズ リ。タガ周辺ヨコナデ

内面 ：縦方向のケズリ？

らに含む。 内面 ：5YR 6／6

～7．5Y R6／6
20 円筒 基底部 タガ（下底） 2．4 外面 ：タテパケ（5本／cm）、二次調整省 1mm以下の石英 ・長石粒多い。 外面 ：5YR 7／6 ふつ う

（上底） 0．9 略？。タガ周辺 ヨコナデ。 1～ 3mm大の赤褐色～赤橙色粒 内面 ：5YR 7／4

（高 さ） 0．8 内面 ：タテパケ（4～5本／cm）後縦～斜め

方向のケズリ。

まばらに含む。 ～ 5Y R7／3

2 1 円筒 基底部 タガ（下底） 2．1 外面 ：タテパケ（5本／cm）。部分的に縦方 1mm以下の長石粒多い。2～3m m 外面 ：5YR7／6 良好

（上底） 1．0

（高 さ） 1．0

向のケズリ。タガ周辺 ヨコナデ、

内面 ：縦～斜め方向のケズ リ。

大の赤褐色粒まれに含む。 ～5Y R6／6
内面 ：5YR 7／4

～5Y R6／4
22 円筒 基底部 タガ（下底） 2．2 外面 ：縦方向パケメ（8本／cm）。タガは押 1m m大～それ以下の長石粒多 外面 ：8．7 5Y R7／4 ふつ う 18と同一個体？

（上底） 1．8 圧技法。 い。・1～5m m大の赤褐色～暗赤 内面 ：10YR 7／3

（高さ） 0．7 内面 ：ケズリ？ 褐色粒まばらに含む。

2 3 円筒 基底部 径 （二段 目）2 5．2 外面 ：タテパケ（4 ～5本／cm）後ヨコパケ 1m m大～それ以下の長石粒多 外面 ：2．5Y R6／6 ふつ う

（基底部）2 3．8 （C種 ？4 ～ 5本／cm）。基底部板状工 い。2～3mm大のもの長石粒、1 ～3．7 5Y R7／6

タガ（下底） 2．5 具（？）による縦～斜め方向のケズ mm以下の石英粒、 1～ 3大の赤 内面 ：3．7 5Y R6／8

（上底） 1．2

（高さ） 1．2

リ。タガ周辺 ヨコナデ。

内面 ：斜め方向のケズ リ。

褐色粒まばらに含む。 ～ 5Y R6／8

24 円筒 基底部 径（筒部）　 24．、5 外面 ：ヨコパケ（B種 ？8～9本）。基底部 1～ 2m m大から1mm以下の長石粒 外面 ：3．75YR6／8 ふつ う

最下段タガ 縦方向のケズリ。底部に棒状の圧痕 多い。2～ 3 mm大の赤褐色粒ま ～6．25YR7／4

（下底） 2．0

（上底） 1．2

（高さ） 0．6

等あり。

内面 ：縦～斜め方向のケズリ後ナデ ？

（ケズリの単位や砂粒の動きはっきり

しない）。

ばらに含む。 内面 ：3．75YR6／8

～ 2．5YR6／8

25 円筒 基底部 径 （筒部）　 25．1 外面 ：タテパケ（8本程度／cm）後 ヨコパケ 1～2m m大～それ以下の長石粒 外面 ：5Y R7／3 ふつう

最下段タガ （5本？／cm）。基底部縦方向のケズリ、多い。 1～3m m大の赤褐色粒ま ～5YR7／6

（下底） 2．0

（上底） 1．2

（高さ） 8．0

下端付近にナデ ？。最下段 タガ押圧

技法。

内面 ：ケズリ後ナデ ？

ばらに含む。 内面 ：7．5YR7／4

～7．5YR7／6

26 円筒？ 基底部 径 （筒部）　 22．7 外面 ：ヨコパケ（7～8本／cm）。基底部縦 1～2 mm大～それ以下の長石粒 外面 ：2．5YR6／6 ふつう

最下段タガ 方向のケズ リ（風化のため ？単位等 多い。 い－3m m大の赤褐色粒ま ～2．5YR6／8

（下底） 2．8

（上底） 1．5

（高さ） 7．0

不明瞭）。下端部はナデ？。最下段

タガに押圧技法。底部に棒状の圧痕

あり（幅 7mm程度）
内面 ：風化のため不明

れに含む。 内面 ：5YR6／8

～7．5YR7／6

27 円筒 ？ 基底部 径 （筒部）　 20．9 外面 ：縦方向のケズ リ（単位不明 ・砂粒 1～2mm大の長石粒多い。 2～3m 外面 ：8．75YR8／3 ふつう 内外面とも比較的粘土

最下段タガ 移動痕あり）。下端付近に横方向工 m大の淡褐色粒 大をまれに含 内面 ：10YR7／3 が柔らかい うちに、ケ

（下底） 2．5 ＿

（上底） 1．7

（高さ） 0．5

具ナデ（パケメ状の削痕。）底部 に

焼土塊 ？の様な小石付着。最下段タ

ガに押圧技法。
内面 ：ケズリ？（砂粒移動痕）後ナデ。下

端付近に横方向工具ナデ。

む。 ズリ・ナデ等が、施さ

れている。

28 円筒 ？ 基底部 径（タガ下端） 外面 ：縦方向のケズリ？。タガに押圧技 1m m大～それ以下の長石粒多 外面 ：5YR6／4 ふつう 29と同一個体。なお、

（32．0） 法。 い。 2～ 3mm大の暗赤褐色粒ま ～7．5YR 6／6 復元径は、破片のゆが

最下段タガ

（下底） 1．8

（上底） 1．0

（高さ） 0．6

内面 ：風化のため不明。 ばらに含む。 内面 ：5YR7／4

～7．5YR 6／6

みや部分的なものであ

る可能性が高 く、図で

は29に合わせた。

29 円筒 ？ 基底部 径（基底部）（26．0）外面 ：風化により不明瞭だが、縦方向の 1mm大からそれ以下の長石粒多 外面 ：5YR6／6 ふつう 28と同一個体

ケズリ。 い。 1～3m m大の赤褐色粒まば ～7．5YR 6／6

内面 ：風化により不明瞭、強いナデかケ

ズリと思われる凹凸あり。

らに含む。 内面 ：5YR7／4

～7．5Y R6／6

30 円筒 ？ 基底部 最下段タガ 外面 ：調整不明、ケズリか？。タガに押 1～2m m大～それ以下の長石粒 外面 ：6．25Y R7／4 ふつ う

（下底） 2．0 圧技法。 多い。 1～ 2mm大の赤褐色粒ま 内面 ：6．25Y R8／4

（上底） 1．6

（高さ） 0．6

内面 ：ケズリ？ れに含む。

31 円筒 ？ 基底部 最下段タガ 外面 ：ケズ リ？タガ剥離面にタテパケ （4 1mm大～それ以下長石粒多い。 外面 ：5YR 7／4 ふつ う

（下底） 2．2 本／cm）。最下段タガに押圧技法。 1～3m m大の暗赤褐色粒まばら 内面 ：6．25Y R8／4

（上底） 1．5

（高さ） 1．0

内面 ：タテパケ（4本／cm） に含む。

－80－



3）まとめ

番号 器種 部位 法皇　 （単位：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考
32 円筒？最下段タガ 最下段タガ

（下底） 2，4

（上底） 1．4

（高さ） 0．8

外面 ：二段月ヨコパケ（4本／cm）。タガに

押圧技法。

内面 ：ケズリ？

1mm大～それ以下長石粒多い。 外面 ：2．5YR7／4

内面 ：2．5YR6／6

～2．5YR6／8

ふつう

33 朝顔形 肩部 タガ（下底） 2．1 外面：肩部（？）タテパケ（5本／cm）。筒部 1m以下～2mm大の長石・石英粒 外面 ：5YR5／8 ふつう 38、39と同一個体？
？ ～筒部？ （上底） 1．0

（高さ） 0．7

ヨコパケ？。

内面：横方向板状工具によるナデ。

多い。 ～5YR6／6

内面 ：5YR7／4

～6．25YR6／4
34 円筒 口縁部 外面 ：風化のため調整不明。ヨコパケ 1mm以下の長石粒多い。1～3 m 外面 ：10YR8／1 ふつう

か？。端部付近ヨコナデ。

内面：風化のため不明。
m大の赤褐色粒まばらに含む。 （風化面5YR7／4）

内面 ：6．25YR7／4

35 円筒？ 筒部 タガ（下底） 1．6 外面：ヨコパケ（5～7本／cm）。タガ周辺 1mm以下の長石粒多い。1～3mm 外面：10YR8／1 ふつう
（上底） 0．7

（高さ） 0．8

ヨコナデ。

内面 ：風化のため不明。
大の赤褐色粒まばらに含む。 ～7．5YR8／1

内面：7．5YR7／4

36 円筒？筒部？ タガ（下底） 2．1 外面 ：ヨコパケ（5本／cm） 1m 大～それ以下長石粒多い。 外面：5YR6／4 ふつう
（上底） 1．0 内面 ：ケズリか強いナデと思われる凹凸 1～2 mm大の赤褐色粒まばらに ～7．5YR7／4
（高さ） 0．8 あり。 含む。 内面：7．5YR7／6

～7．5YR6／4
．37 円筒？筒部 タガ（下底） 2．7 外面 ：風化のため調整不明。 1mm以下～2mm大の長石粒含む。外面：2．5YR6／6 ふつう 透かし孔あり

（上底） 1．6

（高さ） 0．9

内面 ：斜め方向パケメ 1～ 2mm大の赤褐色粒まばらに

含む。
～3．75YR6／6
内面：3．75YR6／8

38 円筒？筒部 外面 ：タテパケ（4～5本／cm）の後ヨコハ 1mm以下～2mm大の長石粒多い。外面 ：5YR6／6 ふつう 46と同一個体？あるい
ケ（5本程度／cm） 1mm以下の石英粒、1mm大の赤 内面 ：5YR7／8 は33、39と同一個体？

内面 ：斜め方向のパケメ。 褐色粒まれに含む。 ～6．25YR7／6
39 朝顔形

？

筒部 外面：風化のため調整不明。 1mm以下～2mm大の長石 ・石英 外面 ：5YR6／8 ふつう 33、38 と同一個体？
内面：風化のため調整不明。 粒多い。1～2mm大の赤褐色粒

まばらに含む。
～3．75YR6／8

内面 ：5YR6／8

40 円筒 口縁部 外面：ヨコパケ（5本程度／cm）。端部付近 1mm大～それ以下長石粒多い。 外面 ：7．5YR7／3 ふつう 41，42と同一個体？
ヨコナデ、

内面：斜め方向のパケメ（5本／cm）
1mm大の赤褐色粒まれに含む。 内面 ：7．5YR7／2

41 円筒 筒部？ 外面：ヨコパケ（4～5本／cm）

内面 ：不明
1mm大～それ以下長石粒多い。 外面：7．5YR7／4

内面：5YR7／2

～5YR8／2

ふつう ヘラ記号。40，42 と同

一個体？

42 円筒 筒部 タガ（下底） 2．0 外面 ：ヨコパケ？タガ周辺ヨコナデ。 1mm大～それ以下の長石粒多 外面 ：7．5YR7／3～ ふつう 40、41と同一個体？
（上底） 1．0

（高さ） 0．8

内面 ：斜め方向のパケメ（4本／cm） い。1mm大の淡褐色粒まばらに
含む。

7．5YR7／4

内面 ：7．5YR7／2

～7．5YR7／3
43 円筒 口縁部 外面 ：風化のため調整不明。 1mm大～それ以下の長石粒多 外面 ：3．75YR6／8 ふつう

内面 ：風化のため調整不明。 い。2～5 mm大の赤褐色～黒褐

色粒まれに多い。
内面 ：3．75YR6／8

44 円筒 口縁部 外面 ：ヨコパケ（5本／cm）。端部付近ヨコ 1mm以下～2mm大の長石粒多い。外面 ：5YR6／6 ふつう
ナデ。

内面 ：風化のため不明 。

1mm大の赤褐色粒まばらに含

む。
内面 ：6．25YR7／4

45 円筒 口縁部 外面 ：タテパケ（8～9本／cm）（後ヨコハ 1mm大～それ以下の長石粒多 外面 ：3．75YR5／8 ふつう
ケ？）。端部付近ヨコナデ。

内面 ：タテパケ（10本程度／cm）
い。1mm大の石英粒まれに含む。内面 ：3．75YR7／6

46 円筒 筒部？ 外面 ：ヨコパケ（B種、4～5本／cm）。タガ 1mm大～それ以下の長石粒多 外面 ：5YR6／3 ふつう 透かし孔あり。38と同
周辺ヨコナデ。 い。1～2 mm大の赤褐色粒含む ～5YR6／6 一個体？
内面：斜め方向のパケメ（5本程度 ／cm） が目立たない。 内面 ：5YR6／6 一

～5YR6／8
47 円筒？筒部 外面：タテパケ（5本／cm）後ヨコパケ（6～ 1mm以下から2mm大の長石粒多 外面 ：3．75YR6／6 ふつう 胎土、色調等は38など

8本／cm）。 い。1～ 2 mm大の赤褐色粒まれ 内面 ：2．5YR6／6 と類似。ヨコパケの特
内面：不明。 に含む。 ～2．5YR6／8 徴は異なるが、複数の

ヨコパケが重なったも
のである可能性もあ

る。
‘48 円筒 筒部 外面 ：ヨコパケ（B種 ・6本／cm ・停止間隔 1mm大～それ以下の長石粒多 外面：8．75YR7／6 ふつう

2cm） い。1～2mm大の赤褐色粒まば ～8．75YR7／4
内面 ：不明。 らに含む。 内面 ：8．75YR8／4

～8．＿75YR7／4
49 円筒？筒部？ タガ（下底） 2．3 外面 ：ヨコパケ（5本／cm）。タガ周辺ヨコ 1mm以下～3mm大の長石粒多い。外面 ：5YR6／6 ふつう 51と同一個体？

（上底） 0．7 ナデ。 1mm以下の石英粒、1～2mm大の 内面 ：5YR6／8
（高さ） 0．8 内面 ：斜め方向のパケメ（4～5本／・cm） 赤褐色粒まばらに含む。 ～6．25YR7／8

50 円筒？筒部？ タガ（下底） 2．3 外面 ：ヨコパケ（5本／cm）。タガ周辺ヨコ 1mm大～それ以下の長石粒多 外面 ：5YR6／6 ふつう

／

（上底） ナデ。 い。1mm以下の石英粒、1～3mm ～5YR7／4
（高さ） 0．7 内面：風化のため不明。 大の赤褐色粒～黒褐色粒まれ

に含む。

内面 ：5YR6／8

51 円筒？筒部？ タガ（下底） 2．0 外面 ：ヨコパケ（4～5本／cm）。タガ周辺 1mm大～それ以下の長石粒多 外面 ：6．25YR6／6 ふつう 49と同一個体？
（上底） 1．0 ヨコナデ い。1mm以下の石英粒、1～3mm ～5YR6／6
（高さ） 0．8 内面：斜め方向のパケメ（4～5本／cm） 大の赤褐色粒まばらに含む。 内面 ：5YR6／8

～3．75YR7／8
52 円筒？筒部？ 外面：ヨコパケ（4～5本／cm） 1mm大～それ以下の長石粒多 外面：7．5YR6／6 ふつう

内面：斜め方向のパケメ（4～5本／cm） い。1mm以下の石英粒まばらに

含む。赤褐色粒含むが目立た

ない。

～6．25YR6／6
内面：6．25YR6／4

53 円筒？筒部？ タガ（下底） 1．9 外面：ヨコパケ（5本程度？／cm）。タガ周 1mm以下～2mm大の長石粒多い。外面：6．25YR7／4 ふつう
（上底） 0．8 辺はヨコナデ 1～2 mm大の赤褐色粒～暗赤色 ～5YR6／4
（高さ） 0．8 内面：不明 粒まばらに含む。 内面：5YR7／6

54 円筒？筒部？ 外面：ヨコパケ（4～5本／cm） 1mm以下～2mm大の長石粒多い。外面：5YR6／4 ふつう
内面 ：斜め方向のパケメ（4～5本／cm） 1mm以下の石英粒、1～ 2 mm大

の赤褐色粒まばらに含む。

～7．5YR7／3
内面：5YR6／6

～5YR6／8
55 円筒？筒部？ 外面 ：ヨコパケ（5本／cm） 1mm以下～2mm大の長石 ・石英 外面 ：6．25YR7／6 良好 透かし孔あり

内面 ：縦～斜め方向のパケメ（4～5本／

cm）後ケズリあるいは強いナデ。

粒多い。1mm大以上の赤褐色粒

まれに含む。

内面 ：7．5YR7／4

ー81－



第Ⅳ章　遺物

番号 盃種 部位 法皇　 （単位：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考

56 円筒 ？ 簡部 ？ 外面 ：ヨコパケ（4～5本／cm） 1mm以下～ 2mm大 の長石粒多い。外面 ：10Y R7／3 ふつう ヘラ記号あり

内面 ：斜め方向のパケメ（4～5本／cm） 1～ 2 mm大 の灰色～赤褐色粒ま

ばらに含む。

内面 ：10Y R7／2

～ 1．25YR7／3

57 円筒 ？ 筒部 ？ 外面 ：タテパケ後ヨコパケ（5本／cm） 1 mm大 ～それ以下の長石粒多 外面 ：6．25YR6／4 良好

内面 ：タテパケ（4～5本／cm）、縦～斜め

方向のケズリあるいは強いナデ

い。 1～2m m大の赤褐色粒まば

らに含む。

内面 ：6．25YR6／6

58 円筒？ 筒部 ？ タガ（下底） 1．7 外面 ：風化のため調整不明。 1mm大 ～それ以下の長石粒多 外面 ：7．5YR6／6 ふつう

（上底） 1．0

（高さ） 0．8

内面 ：風化のため調整不明。 い。 1～2 mm大 の赤褐色粒まば

らに含む。

～7．5YR7／4

内面 ：7．5YR8／4

～7．5YR6／6

59 円筒？ 筒部？・ タガ（下底） 2．4 外面 ：風化のため調整不明。 1mm以 下～3mm大の長石粒多い。外面 ：3．75YR 6／8 ふつう

（上底） 0．9

（高さ） 0．9

内面 ：風化のため調整不明。 1mm以下～3 mm大の赤褐色粒ま

ばらに含む。

内面 ：3．75YR 6／8

60 円筒？ 筒部？ 外面 ：ヨコパケ（5本／cm） 1m m以 下～2mm大の長石粒多い。外面 ：7．5YR 7／6

内面 ：斜め方向のパケメ？（4～5本／cm） 1m m以 下の石英粒、 1～2mm大 の

赤褐色粒まれに含む。

～7．5YR 6／6

内面 ：8．75YR 7／6

6 1 円筒 ？ 筒部 ？ 外面 ：ヨコナデ（4～5本／cm） 1mm以 下～2 mm大 の長石 ・石英 外面 ：6．25YR 6／6 良好

内面 ：ケズリあるいは強いナデ 粒多い。 1～ 2m m大 の赤褐色粒

まれに含む。

内面 ：6．25YR 7／4

6 2 円筒 ？ 簡部 ？ 外面 ：タテパケ（8本程度／cm）後ヨコパケ 1mm以 下の長石粒含む。 1mm大 外面 ：8．25Y R8／4 良好

（8本程度／cm） ～それ以下の赤褐色粒まれに 内面 ：7．5YR 6／6

内面 ：横～斜め方向のパケメ（5本／cm） 含む。 ～7．5YR 6／4

63 円筒 ？ 筒部 ？ 外面 ：タガ剥離面にタテパケ（7本／cm） 1mm以 下～2mm大の長石粒多い。外面 ：2．5YR 6／8 ふつう タガ剥離

内面 ：不明。 1～ 5mm大 の赤褐色粒まばらに

含む。

～2．5YR 6／6
内面 ：3．75YR 6／8

64 円筒 ？ 筒部 ？ タガ（下底） 2．0 外面 ：剥離激しい。タテパケ（8本程度？ 1mm大 ～それ以下の長石 ・石英 外面 ：5YR6／4 ふつう

（上底） 0．7 ／cm）後 ヨコパケ（非常に細かい） 粒多い。 1～ 3m m大 の赤褐色粒 ～6．75YR 6／4

（高 さ） 0．8 内面 ：不明 まばらに含む。 内面 ：6．25YR 7／3

～6．25YR 6／3

65 円筒 ？ 筒部 ？ タガ（下底） 2．0 外面 ：ヨコパケ 1mm以 下～ 2mm大 の長石 ・石英 外面 ：7．5YR 7／4 ふつう

（上底） 1．0

（高さ） 0．9

内面 ：風化のため不明 粒多い。 2～ 3m m大 の赤褐色粒

まばらに含む。

～10YR 7／4
内面 ・：7．5YR 7／6

66 円筒 ？ 二段 目 最下段タガ 外面 ：調整不明。ケズリか？。タガは押 1～ 2mm大 ～それ以下の長石粒 外面 ：7．5YR 7／6 ふつう

～基底部 （下底） 2．0 圧技法。 多い。2～3 mm大の赤褐色粒ま 内面 ：7，5YR 7／6

（上底） 1．0

（高さ） 0．5

内面 ：調整不明。ケズリか？ ばらに含む。

67 円筒？ 筒部 ？ タガ（下底） 2．0 外面 ：風化により不明 1m m大 ～それ以下の長石粒多 外面 ：2．5YR 4／6～ ふつ う ヘラ記号？

（上底） 0．7

（高さ） 0．7

内面 ：風化により不明 い。・1～3m m大 の赤褐色粒まば

らに含む。

3．7 5Y R7／6

内面 ：2．5YR 7／6～

3．7 5Y R7／6

68 円筒？ 最下段タガ 最下段タガ 外面 ：二段目ヨコパケ（4本／cm）。タガに 1 mm大 ～それ以下の長石粒多 外面 ：3．7 5Y R7／6 ふつ う

（下底） 2．5 押圧技法。 い。 1～2m m大の赤褐色粒ごく ～3．7 5Y R7／4

（上底） 1．5

（高さ） 0．9

内面 ：ケズ リ？ まれに含む。 内面 ：2．5Y R7／4

69 円筒 筒部 タガ（下底） 1．9 外面 ：ヨコパケ？。タガ周辺 ヨコナデ。 1mm大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：10Y R7／3 ふつ う

（上底） 1．2

（高 さ） 1．0

内面 ：ケズリ？ 粒多い。 2mm程度の赤褐色粒ま

ばらに含む。

～7．5YR7／2

内面 ：10YR7／3

7 0 形象 基底部？ 外面 ：ケズリ？ 1mm 大～それ以下の長石粒多 外面 ．：7．5YR8／4 ふつ う

内面 ：ナデ ？ い。 1～ 3mm大 の赤褐色粒まば

らに含む。

～5YR7／4

内面 ：5Y R7／6

71 円筒 ？ 基底部 外面 ：タテパケ？ 1mm以下～2 mm大の長石 ・石英 外面 ：10YR8／2 ふつう

内面 ：調整不明 粒多い。 1～ 3mm大 の赤褐色粒

まばらに含む。

～7．5YR8／2

内面 ：8．75YR8／3

7 2 形象 基底部？ 外面 ：ケズリ？風化のため調整不明。 1m m大 ～それ以下の長石 ・石英 外面 ：8．75YR7／4 ふつう 外面に黒斑あり

内面 ：風化のため調整不明。 粒多い。 1～ 2mm大 の赤褐色粒

まばらに含む。 1mm大 の粘土

粒 ？、明赤橙色～淡橙褐色粒

やや多い。

内面 ：7．5YR7／4

73 円筒 基底部 外面 ：縦～斜め方向ケズ リ 2 mm大 から1mm以下の長石粒多 外面 ：3．75YR6／8 ふつ う

内面 ：縦～斜め方向ケズ リ？ い。 1mm以下の石英 ・角閃石ま

れ に含む。 1．～5m m大の赤褐色

粒まれに含む。

～5YR6／6

内面 ：2．5YR6／8

～2．5YR6／6

74 円筒 ？ 基底部 径　　 （3 0．5） 外面 ：調整不明 1mm大 ～それ以下の長石 ・石英 外面 ：5YR7／6 ふつう 他の円筒より径が大き

内面 ：調整不明 粒多い。 2～5mm大 の赤褐色粒

比較的多い。

～7．5YR 8／4

内面 ：5YR7／8

～2．5YR 6／8

く復元できる。

75 円筒 基底部 外面 ：縦方向ケズリ 1mm大 それ以下の長石 ・石英粒 外面 ：2．5YR 6／6 ふつう

内面 ：風化のため調整不明。指頭圧痕

と思われる凹凸あり。

多い。2～ 3mm大の赤褐色粒ま

ばらに含むふ

内面 ：3．75YR 6／8

76 形 象？ 不明 外面 ：ナデ？ 1m m大 ～それ以下の長石粒多 外面 ：7．5YR 7／4 ふつう 破片の上下 なども不

内面 ：ナデ？ い。 1～2m m大 の赤褐色粒やや

多い。

～ 10Y R7／4

内面 ：7．5YR 7／3

明。傾きは大きく傾か

ないよう。

77 蓋形 笠部 笠部径　 （58．7） 外面 ：笠部調整不明。笠端部に平行して 1mm以下～2mm大 の長石粒多い。外面 ：8．75Y R6／8 ふつ う

沈線 1条。笠部内面には横方向のケ 1～ 3m mの赤褐色粒～暗赤褐色 ～7．5Y R8／1

ズリ状の痕跡が認められる。

内面 ：風化のため不明。笠部接合部の裏

面には指頭圧痕が認められる。

粒まばらに含む。 内面 ：10YR 8／3

～ 10Y R7／4

78 蓋形 笠部 外面 ：軸受部 ヨコナデ。笠部は風化のた 1mm以下～2 mm大 の長石粒多い。外面 ：5YR 7／6 ふつ う 笠上半部の垂線は 1周

め調整不明。笠上半部に2条1組の垂 1mm大の石英粒、 1～3mm大 の赤 ～7．5Y R8／2 に6組か？

線が存在する。笠部中央突帯にあた

る平行沈線あり。台部タテパケ（5本
／cm）。

内面 ：軸受部は横方向のパケメの後上部

にヨコナデ。笠部～台部は強いナデ。

褐色粒まばらに含む。 内面 ：3．7 5Y R6／6

～5Y R7／6

－82－



3）まとめ

番号 器種 部位 法量　 （単位：cm）調整 胎土 色調 焼成　　 備考
79 蓋形？笠端部？ 外面 ：斜め方向のパケメ後ヨコパケ（10 1mm大～それ以下の長石・石英 外面：5YR7／4 良好

本程度／cm）

内面 ：指頭圧痕顕著。端部付近はヨコナ

デ。

粒多い。2mm大の赤褐色～淡赤

褐色粒まれに含む。

内面：5YR7／4

80 蓋形？笠端部？ 外面 ：ヨコパケ後ナデ？ 1mm大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：7．5YR8／4 良好
内面 ：指頭圧痕あり 粒多い。1～2mm大の赤褐色粒

比較的多い。

内面 ：7．5YR7／6

81 蓋形？ 笠端部？ 外面 ：ヨコナデ？ 1mm以下～2mm大の長石・石英 外面 ：7．5YR7／6 良好

ヽ

内面 ：ヨコナデ？ 粒多い。1～3mm大の赤褐色粒

まばらに含む。

内面 ：8．75YR7／6

82 形象 径（三段目上部） 外面 ：現状の最下段タテパケ（5本／cm）。 1mm以下～2mm大の長石粒多い。外面 ：6．25YR6／6 ふつう 最下段は二次調整を省
（不明） 15．0 二段目は（タテパケ後）ヨコパケ（B 石英粒は目立たない。1～3mm ～3．75YR7／6 略することから基底部

径（基底部付近） 種、8本程度？／cm）。三段目はタテ 大の赤色～赤褐色粒比較的多

い。

内面 ：2．5YR6／6 と考えられる。最上段
13．4

タガ（下底） 1．5

（上底） 0．8

（高さ） 0．8

パケの後ヨコパケ（8～13本／cm）。最
上段は縦方向の強いナデか？。タガ

周辺ヨコナデ。
内面：風化により不明瞭だが、横方向の

板状工具によるナデか？

～5YR6／1 は大きく拡がってお

り、上に形象部分が存
在 したものと思われ

る。赤色顔料わずかに
残存。三段目に長方形

透かし孔あり。二段目

には透かし孔怨し？
83 不明 不明 外面：幾何学的文様が描かれる。調整は 1mm大～それ以下の長石粒多 外面：7．5YR7／6 ふつう ハヽヽ

風化のため不明。
内面 ：風化のため調整不明。

い。石英粒まばらに含む。1～

3mm大の赤褐色粒まれに含む。

内面 ：6．25YR7／6

84 靭形？ 外面 ：風化のため調整不明。突帯上に綾 1mm以下～2mm大の長石 ・石英 外面 ：5YR7／4 ふつう

杉紋。 粒多い。1～2mm大の赤褐色粒 ～5YR7／4
内面 ：不明 まばらに含む。 内面 ：7．5YR7／2 －

～7．5YR6／6
85 靭形？ 外面 ：風化のため調整不明。突帯上に綾 1mm以下～2mm大の長石粒多い。外面 ：7．5YR7／4 ふつう 赤色顔料残存卯。

杉紋。 石英粒まれ、1～3mm大の赤褐 内面：7．5YR8／2
内面 ：不明 色～淡赤褐色比較的多い。 ～8．75YR8／3

86 形象 外面

内面

：風化のため調整不明。 1mm以下～2mm大の長石粒多い。外面：6．25YR7／6 ふつう
（不明） ：強いナデ 1～2mm大の赤褐色粒まばらに

含む。

内面：2．5YR6／8

～5YR6／8
87 盾形 外面：風化のため調整不明。縦面には綾 1mm以下～2mm大の長石粒多い。外面 ：7．5YR7／6 良好 筒部上部がすぼまるよ

杉文、鋸歯文を組み合わせた文様。盾接 1mm大の石英粒まばらに含む。 ～5YR7／6 うで、上に宵部分が乗
合部は縦方向のナデ。

内面：横方向ナデ
1～3mm大の赤褐色粒比較的多

い。

内面 ：7．5YR8／4

～10YR8／4

るものと考えられる。

88　89 と同一個体？
88 盾形 外面 風化のため調整不明。文様ははっ 1mm大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：8．75YR7／4 良好 ヽ

きりしないが、鋸歯文と思われる。

盾接合部は縦方向の強いナデ。

内面 ：ナデ？

粒多い。1～5mm大の赤褐色粒

やや多い。

内面 ：5YR7／6

89 盾形 外面 表面剥離 1m 大～それ以下の長石 ・石英 外面 ：7．5YR7／6 良好
内面 ：ナデと思われる凹凸あり 粒多い。1～2mm大の赤褐色粒

やや多い。

内面 ：5YR7／6

～3．75YR7／6
90 盾形？ 外面 ：側線に沿って綾杉紋あり。 1mm大～それ以下の長石粒多量 外面 ：6．25YR7／6 ふつう

内面 ：強いナデ に含む。石英粒はまばら。2～

3mm大の暗赤色～赤褐色粒まば
らに含む。

～6．25YR7／4
内面 ：6．25YR7／6

～7．5YR7／6
91 盾形？ 外面 縦方向パケメ（4～5本／cm）。盾按

＿＿沖

1mm以下～2m 大の長石粒多い。外面 ：5YR6／4 ふつう

内面
部は縦方向の強いナァ。 角閃石もまれに含む。 ～5YR6／6
ナデ？ 1～5mm大の赤褐色粒やや多い 内面・8 75YR7／4

92 盾形？ 盾部あるい 外面 調整不明。側線に沿って沈線2条 01mm以下～2mm大の長石 ・石英 外面：6．25YR7／4 良好
は宵の一部 あり。 粒多い。1～3 mm大の暗赤色～ ～6．25YR7／6

内面：不明 黒灰色粒まばらに含む。 内面：7．5YR7／4

－83－



第Ⅴ章　遊歩道整備事業に伴う立会調査

遊歩道整備事業に伴う立会調査

1）榊山古墳（造山第1号古墳）周辺の調査

榊山古墳（造山第1号古墳）周辺では遊歩道4号線の工事に伴い、第54図の範囲を立会調査した。工

事は基本的に表土のみの掘削であり、特に南西地点などの古墳関連の遺構が指摘されている部分では掘

削を極力ひかえた。逆に、西側や南東側の擁壁部分など地形や設計上掘削が深くなる部分もあった。立

会では古墳に関連すると考えられる遺構等は検出できなかったが、南西地点、西地点、北西地点（3－2

号線）では埴輪などの遺物を採集した。

南東地点　榊山古墳ののる尾根筋にあたる部分で、島崎東により陶質土器などが採集されており、前

方部（造り出し）が存在するとの説もある地点である。掘削を特に浅く限定したこともあり、遺構等は検

出されなかった。表土中から須恵器片と埴輪片を採集した。

西地点　現状の墳丘からは15mほど離れているが、擁壁基礎部分の掘削が地形の関係上やや深く、地山

と考えられる花崗岩風化土層を検出したほか埴輪片数点を採集した。地山は地点の中央付近で高く、南

北両方向に下っている。地山より上層は流土と考えられ、埴輪片数点のほか葺石と考えられる角礫も若

干出土したが、量はごく少ない。



1）榊山古墳（造山第1号古墳）周辺の調査
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第55図　榊山古墳周辺出土埴輪（1）（1／3）

北西地点　遊歩道4号線と3－2号線が合流する部分であり、高橋護が指摘する「方形壇」の南西の

辺付近にあたる。工事に伴い削った北側の畑地斜面から埴輪片数点が出土した。畑地斜面の観察では出

土部分が何らかの盛土であるのか、流土あるいは畑地区画に伴う土層であるのかは判断できなかった。

出土遺物　出土遣物は埴輪片と須恵器片である。小破片が多く、風化の激しいものが大半を占める。

埴輪片は図示できたものは8点がある（第55図、第56図）。

4は南西地点から出土したものである。破片の湾曲や調整から朝顔形埴輪の口縁部ないし受部の破片

と考えられる。

1、8は西地点から出土したものである。1は円筒埴輪と思われる。風化が激しく調整などは観察で

きないが、タガはやや低く、胎土の特徴は第2号古墳のものによく似ている。小破片のため断定できな

いが害窯焼成の可能性が高い。8は盾形埴輪の盾部と思われるが、盾部の厚さに対し筒部が薄く、盾部

もかなり平坦なものであることから他の形象埴輪である可能性もある。盾面には中央に近い側に縦方向

の沈線1条が存在する。調整は盾面は丁寧なナデであろうか。内面と盾部の接合部分には縦方向の強い

ナデが観察できる。焼成は良好で害窯焼成と判断できる。

2、3、5～7は北西地点から出土したものである。2、3は円筒埴輪（？）のタガ部分の破片で、調
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第Ⅴ章　遊歩道整備事業に伴う立会調査

整などは風化のため観察でき

ない。5～7は基底部の破片

である。6は外面にタテパケ

（5本／cm）が観察できる。7は

さほど風化しているとは見え

ないが、調整は判断しがたい。

ハケメの条線は見えないこと

からケズリであろうか。内面

はいずれも縦～斜め方向に強

いナデを施している。

出土した埴輪片は、胎土は

長石の砂粒を多く含むもので、

第2号古墳などのものと非常

によく似ている。焼成は小破

片が多いため判断できないも

のも多いが、穿窯焼成である

可能性が高い。なお、高橋護

は方形壇には古墳群のものと

は異なり、造山古墳本体と同じ特徴を持つ一黒斑のある一埴輪が伴うとしているが、今回出土した埴輪

にはそうした特徴を指摘できるものは存在しない。

須恵器片はすべて南西地点から出土したもので、第57図にあげた4点がある。1は壷などの胴部と思

われる丸みの強い破片である。外面にはガラス質の自然粕、内面は自然粕とともに土（？）が付着してお

り、調整等を観察することができない。胎土は1mm以下の砂粒をわずかに含む精緻なもので、焼成も堅

10cm

l　一　一　11°i i

第57回　榊山古墳周辺出土須恵器（1／2）
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2）造山古墳前方部西端の調査

い。色調は自然粕のため観察し得ないが、断面では黄灰色を呈する。2、3はやや大形の器種の破片と

思われる0内外面とも摩滅のためか、丁寧な調整のためか平滑で調整痕を観察することが困難である。

2の外面にはわずかにタタキかと思われる痕跡が認められる。内面はへラの角があたったような線があ

り、工具ナデであろうか。胎土はいずれも1mm以下の砂粒をまばらに含むもので、焼成は堅緻である。

4は壷などの口縁部の破片と思われる0外面に断面三角形の弱い突帯があり、その上はわずかに内湾気

味に立ち上がっている。器壁が極めて薄く、内外面ともヨコナデで仕上げられている。胎土は1mmの砂

粒をごくわずかに含む精緻なもので、焼成も堅い。なお、この地点は島崎東により陶質土器が採集され

ている地点である。今回出土した須恵器片は小片のため、部位や器種、形態を推定することが難しいが、

これらも伽耶系の陶質土器である可能性がある。

2）造山古墳前方部西端の調査

遊歩道3号線の整備に伴う側溝の付け替えで、造山古

墳前方部南西端付近の農道に土管を埋設した（第58図ス

クリーントーン部分）。立会では、掘削が北側の造山古

墳墳端のレベルまで到達しなかったこともあり、遺構等

は検出しなかった。掘削部分の土層は流土および農道の

盛土と考えられ、流土と見られる下層からはわずかなが

ら葺石と思われる角礫、亜角礫と埴輪片2片が出土した。

埴輪片はいずれも小片で風化も激しい。1は朝顔形埴輪

の口縁部一受部間の破片と見られる。厚みから判断する

限り、かなり大きな個体となるようだ。2は円筒埴輪の

タガ部分と見られる。胎土は1mm程度の長石が目立っも

ので、焼成は比較的良好なようである。野焼きか奪窯焼

成かは判断しがたい。
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第59図　造山古墳前方部西端出土埴輪（1／31）
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第Ⅴ章　遊歩道整備事業に伴う立会調査

表4　榊山古墳周辺出土埴輪観察表

番号 器種 部位 、 法量　 （単位 ：cm）調皐 胎士 色調 焼成 備考

1 円筒？ 岡部？ タガ（下底） 2．4 外面 ：風化のため不明 1mm大か らそれ以下の長石、 外面 ：6．25YR6／4 ふつ う 西地点出土

（上底） 0．7

（高さ） 1．0

内面 ：風化のため不明 石英粒多い。 1～2mm大の赤褐

色粒比較的多く含む。

内面 ：7．5YR7／4

～6．25YR6／6

2 円筒？ 筒部 ？ タガ（下底） 2．2 外面 ：風化の・ため不明 1m m以下～ 2m m大の長石を多 外面 ：7．5YR6／3 ふつう 北西地点出土

（上底） 0．8

（高さ） 1．3

内面 ：風化のため不明 く、 1mm以下の石英粒をまれ

に含む。 1～3m m大の赤褐色粒
まばらに含む。

～7．5YR5／3

内面 ：7．5YR6／4

～7．5YR 5／3

3 円筒 ？ 筒部 ？ タガ（下底） 2．2 外面 ：風化のため不明 1mm以下～3mm大の長石、石英 外面 ：7．5YR 7／4 ふつう 北西地点出土

（上底） 1．0

（高 さ） 1．1

内面 ：風化のため不明 粒多量。他の埴輪より胎土の

肌理細かい。。

内面 ：7．5YR 6／3

～7．5YR 7／3

4 朝顔形 口縁部 外面 ：タテパケ（7 本／cm）。一部斜め～横 1mm以下の長石まばら。 1mm大 外面 ：10YR7／4 良好 南西地点出土

or受部 方向のパケメ。

内面 ：横～斜め方向パケメ（6 ～ 7 本／cm）

の赤褐色粒まれ。 内面 ：10YR7／4

5 円筒 ？ 基底部 外面 ：風化のため不明。ケズリ？ 1m m大からそれ以下の長石粒 外面 ：2．5YR 6／8 ふつう 北西地点出土

内面 ：風化のため不明。強いナデ ？ 多量。 1～3mm大の赤褐色粒ま

れ。

～2．5Y R6／4

内面 ：2．5YR 6／6

6 円筒 ？ 基底部 外面 ：タテパケ（5 本／cm）。下面に棒状圧 1m m大からそれ以下の長石粒 外面 ：2．5YF 6／8 ふつ う 北西地点出土

痕。 多量。 1～3m m大の赤褐色粒ま

れ。

～2．5Y R6／4

内面 ：剥離激 しい。強いナデ？ 内面 ：2．5YR 6／6

7 円筒 ？ 基底部 外面 ：縦方向のケズリ？ 1mm以下～3m m大の長石、石英 外面 ：7．5YR 7／6 良好 北西地点出土

内面 ：縦～斜め方向の強いナデ 粒多量。 ～ 5Y R7／6

内面 ：7．5YR 8／4

8 盾 ？ 盾部 ？ 外面 ：盾面に縦方向の沈線 1 条。盾面ナ 1mm以下～2m m大の長石、石英 外面 ：7．5YR 8／2 良好 西地点出土

デ ？。接合部縦方向の強いナデ。 粒多量。 1～5mm大の淡褐色粒 ～7．5Y R8／3

内面 ：縦方向の強いナデ？ まれに含む。 内面 ：7．5YR 8／4

～7．5Y R8／3

表5　榊山古墳周辺出土須恵器観察表

番号 器種 部位 法量　 （単位 ：cm）調整 胎土 色調 焼成 備考

1 壷 ？ 胴部 ？ 内外面 とも自然粕付着 1mm以下の砂粒まれに含む。 割れ口で2．5Y6／1

他は観察不能。

堅緻

2 不明 不明 外面 ：表面が平滑で調整不明。たたき？ 1m m以下の砂粒をまばらに含 外面 ：2．5Y R3／1 堅緻

内面 ：工具ナデ？ む。 ～N3／0
内面 ：5PB 6／1

～5RP6／1

3 不明 不明 内外面とも不明 1mm以下の砂粒をまばらに含

む。

外面 ：5PB 6／1

～7．5YR5／1
内面 ：5PB5／1

堅緻

4 壷？ 口縁部 ？ 内外面ともヨコナデ 1mm以下の砂粒をわずかに含

む。

外面 ：2．5Y6／1

～2．5Y5／1
内面 ：2．5Y8／1

～2．5Y 6／1

堅緻

表6　造山古墳前方部西端出土埴輪観察表

番号 器種 部位 法量　 （単位：cm）調皐 胎土 色調 焼成 備考

1 朝顔 ？ 口縁部～ 外面 ：風化のため不明 1mm大の長石、石英粒多量。 1 外面 ：6．25Y R7／6 良好

受部 ？ 内面 ：風化のため不明 mm大 の赤褐色粒まばらに含

む。

～6．25Y R6／6

内面 ：6．25Y R7／6

2 円筒 ？ 筒部？ タガ（下底） 2．7 外面 ：風化のため不明 1m m大からそれ以下の長石を 外面 ：8．75Y R8／4 ふつう

（上底） 1．0
（高さ） 1．1

内面 ：風化のため不明 多く、石英粒をまばらに含む。

1～3m m大の明赤褐～赤橙色粒
比較的多い。

内面 ：8．75Y R7／6
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1）造山・作山古墳周辺の埴輪の特徴

調査の成果と展望

第2号古墳の調査では、埴輪列出土のものだけで110個体という多量の埴輪を検出し、検討することが

できた。造山・作山古墳周辺の埴輪資料は近年、造山第4号古墳（1）、折敷山古墳（2）、山陽道・岡山道関連

の調査（3）など確実に増加しつつある。とはいえ、特に造山古墳をはじめとする大古墳の状況はいまだ表

採資料に頼らざるを得ない状況である。第2号古墳の埴輪は調査も取り上げたものも限定的であったと

はいえ、量的にも検出された状況でも極めて充実したものであることは疑い得ない。第Ⅳ章では、第2

号古墳の円筒埴輪を調整や形態的な特徴からいくつかのグループに分類した上で、第2号古墳の埴輪群

とその各グループの関係を埴輪の企画や胎土、混和剤の採集を同じくする集団と、その胎土、混和剤の

供給を得て調整や胎土と混和剤の混合、焼成の状況に特徴のでるような集団内のグループや個々の工人

差といった関係の現れと推定した。ここではこれを基に、第1に造山・作山古墳周辺地域の埴輪の特徴

について、第2に第2号古墳と同様の状況が他の古墳出土埴輪にも認められるか、第3に造山・作山古

墳周辺地域の埴輪生産体制について若干検討してみたい。

1）造山・作山古墳周辺の埴輪の特徴

円筒埴輪においては小造山古墳などの口縁部に突帯を持つものが畿内色の強いものと指摘されている

が、逆に在地色を抽出することは難しい。蓋形埴輪については在地色の顕著な個体と、在地色をほとん

ど兄いだせない個体があり、造山古墳ではこれが併存していることが松木武彦により指摘されている（4）。

蓋形埴輪の在地的な特徴には、笠縁の垂下の度合いが浅い、笠部が無文のものがある、などがあげられ

ており、「畿内の蓋形埴輪の形状や表現に関する情報を随時得る機会をもった在地の工人が製作していた

状況を示す」と解釈されている。円筒埴輪の在地色に関しては川西宏幸により押圧技法が最下段タガに

盛んに用いられることが指摘されている（5）が、作山古墳や造山第2号古墳の「板状工具によるナデ仕上

げ」はこの初現的なものと見てよい。しかし、畿内などの同時期の古墳にも一定量の押圧技法が認めら

れることから、吉備の特徴としては疑問視する意見（6）、逆に作山古墳などの初現的な例から吉備で発生

し各地に波及したものと評価する意見（7）など見解が分かれている。また、B種ヨコパケの頻度が低いこ

とも在地色としてあげられようか。備中西部の笠岡市双つ塚古墳（8）、美作・津山市十六夜山古墳（9）、備前

・牛窓町黒島1号墳（10）、備後・吉舎町三玉大塚古墳（11）の埴輪にはB種ヨコパケが盛んに用いられており、

造山・作山古墳周辺地域を中心とする特徴である可能性もある。また、円筒埴輪には口径が30。m程度の

小型のものと40cm程度の大型のものがあるようである。高さやタガ間の幅などを比較できる資料が少な

いため、確実なことは言えないが、かなり企画性の高い埴輪生産が行われていた可能性が高い。黒島1

号墳では径は20cm程度とさらに小型で、こうした企画も造山・作山古墳周辺地域を中心とする特徴とし

てあげられる可能性がある。
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第Ⅵ章　調査の成果と展望

2）造山・作山古墳周辺地域における埴輪群

次に第2号古墳の埴輪群を分類、検討した視点から、造山・作山古墳周辺地域の古墳の埴輪群の状況

を検討してみよう。造山古墳、造山第4号古墳、作山古墳、小造山古墳、宿寺山古墳などの資料を観察

できた。しかし、調整などの観察できないものも多いため、大型のもの、小型のものといった円筒埴輪

のタイプのあり方や胎土のバリエーションなどを中心に見ていきたい。

造山第4号古墳　　報告では害窯焼成の埴輪と野焼きの埴輪が存在していることを指摘した。野焼き

の埴輪は短甲形埴輪1個体であるが、害窯焼成と判断される円筒埴輪においてもいくつかに分類できる

ようである。円筒埴輪は大部分が小型のものと考えられる。破片のため不明な部分も多いが、径36cm程

度に復元できるものもあり（注1文献第13図14など）、大型の円筒埴輪が含まれる可能性もある。胎土は

長石粒の目立っ、おおかた共通するものであるが、詳細に見ると次のようなものが存在する。

1　比較的精良な胎土で焼成も非常に良好なもの。

2　胎土の砂質が強く焼成は軟質だが浅黄樫色に発色するもの。

3　胎土中に暗赤色粒が目立ち、焼成はややあまく樫色～明赤褐色を呈するもの。

調整も1ではパケメの密度が7～8本／cm程度、2が4～5本／cm程度、3が10～12本／cm程度とほぼ対応

している。大型円筒埴輪である可能性のあるものは特に堅緻な焼成で、胎土、調整は1のものと共通し

ている。ただし、個体数が少ないため個体差にとどまるものである可能性も否定できない。

造山古墳　　表採資料のため不明な部分が多く、観察し得た資料も多くない。円筒埴輪は大型のもの、

小型のものが存在するようである。野焼きと考えられるものと害窯焼成のものが併存しているようであ

る。また、次にふれる作山古墳例に類似する大粒の石英・長石粒を多量に含む大型の円筒埴輪が林コレ

クション・備中高松城資料館所蔵の造山古墳採集資料中に存在する（12）ほか、小造山古墳などで採集され

ている口縁部外面に突帯を貼り付けるものも存在する（13）。口縁部外面に突帯を貼り付けるものは胎土や

焼成も小造山古墳例に類似した、緻密な胎土で堅緻な焼成のものである。円筒埴輪以外では、松木の指

摘する蓋形埴輪の在地色の顕著な個体と、在地色をほとんど兄いだせない個体の併存も注目される。

作山古墳　　大型のもの、小型のものが存在する（14）。また、基底部の高さが9．6～9．2cmのaグループ

と14．5～13．3cmのbグループとに分かれるとの指摘もある（15）。パケメの密度には5本／cm程度のもの、7

～9本／cm程度のもの、10本以上のものがあるようだが、他の特徴との関連を検討することはできなかっ

た。胎土はやはり長石粒の目立つほぼ共通するもので、焼成、色調の特徴と合わせ次のような傾向が認

められる。

1　焼成が比較的良好で胎土に暗赤色の粒子を含むもの。

2　赤樫色～樫色の色調で胎土は長石粒が目立ち、微細な焼土状の赤橙色粒を含むもの。

また、これら以外に明らかに胎土の異なるもの

3　焼成があまく大粒の石英・長石粒を多量に含む褐色に近い色調を呈するもの

が存在する。このうち1、3は大型の円筒埴輪に多く見られる。また、第Ⅲ章で述べたように第2号古

墳出土埴輪と同工晶と見られる個体が存在することが注目される。

宿寺山古墳・小造山古墳　　大型のもの、小型のものがあると見られる。口縁部外面に突帯をもつ大

型の円筒埴輪が存在しており、畿内系の円筒埴輪と評価されている（16）。胎土などの特徴には
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3）造山・作山古墳周辺地域の埴輪生産

1焼成が良好で胎土も緻密なもの

2　赤樫色～橙色の色調で胎土は長石粒が目立ち、微細な焼土状の赤橙色粒を含むもの

があり、先の畿内系といわれるものは1の特徴を持っている。

3）造山・作山古墳周辺地域の埴輪生産

ここまでにごく簡単ではあるが見てきた埴輪の特徴を整理すると、判断の難しいものもあるが、第2号古墳

出土埴輪に見たような円筒埴輪の小グループは他の古墳でも認められると判断できるだろう。さらに、特に大

型円筒埴輪では、大粒の石英・長石粒を多量に含むものや口縁部外面に突帯を貼り付けるものなど比較的明瞭

な差も認められる。また、第2号古墳と榊山古墳、作山古墳の同工晶の可能性を指摘したもののように、類似

した特徴を持っ埴輪が複数の古墳にまたがって認められること、造山・作山古墳周辺地域に認められる特徴や

企画性が存在することも注意される。このことから、造山・作山古墳周辺の地域では、古墳の築造の度に埴輪

製作の集団が組織されたのではなく、ある程度継続的に生産が行われ、周辺の古墳に供給されていた可能性が

高いと考えられる。

第60図　書備中枢地域における埴輪生産体制
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第4号古墳の報告では造山古墳

などの野焼き、害窯焼成の埴輪の

混在状況や第4号古墳の埴輪を、

器種にある程度対応した複数の工

人集団による埴輪生産、供給の結

果と考えた（17）。造山古墳における

蓋形埴輪の在地色の顕著な個体

と、在地色をほとんど兄いだせな

い個体の併存についても畿内的な

蓋形埴輪を生産する集団と在地色

の強いものを生産する集団が併

存、協業体制にあったととらえら

れている。また、和田剛による

と造山古墳、第2号古墳の盾形埴

輪においても同様の状況が認めら

れるという（18）。円筒埴輪において

も、「比較的明瞭な差」とした大

粒の石英・長石粒を多量に含む胎

土のものと口縁部外面に突帯を貼

り付ける精良な胎土のものの差は

こうした工人集団の差を示してい

るものと思われる。一方、小型の



第Ⅵ章　調査の成果と展望

円筒埴輪に限られる第2号古墳の埴輪の中には造山・作山古墳の大型円筒埴輪に認められる大粒の石英・長石

粒を多量に含む胎土は認められないことから、ある程度の器種による分業的生産も、どの程度器種に対応し単

位集団がどの程度の器種にわたって製作しているかなど不明な点も多いが、存在する可能性が高い。

第4号古墳では特徴的な差が円筒埴輪と形象埴輪一短甲形埴輪との間に認められたため、器種による分業的

生産を考えたが、以上から単に器種ごとの分業生産ではなく、畿内的な埴輪体系をもった集団、在地的な集団、

器種ごとに分業的に生産する集団などが重層的に組織されていたものと思われる。これらの集団は一定の企画

に従いながら、粘土、混和剤などの調達はそれぞれの工人集団で行い、さらに第Ⅳ章で検討した集団内のグル

ープ単位に胎土の製作から埴輪の成型、焼成を行っていたものと想定される。
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1）だ龍鏡

伝・千足古墳出土遺物

平成10（1998）年、一群の遺物が岡山市教育委員会に寄贈された。これらは千足古墳（造山第5号古墳）

の出土品といわれ、1912年（明治45年）の乱掘に伴い出土したものの一部と伝えられる。銅鏡（だ龍鏡）1

面、巴形銅器8点、玉類33点という内容である。

1）だ龍鏡

径124・3mm、鉦径24・6mm、鉦部分の厚さ10．8mm、平縁部分の厚さ4．1mmの彷製だ龍鏡。鏡自体の保存状

態は大変よいが、出土後の錆落としのためか、鏡背、鏡面とも細かい削痕が多く見られ、文様もかなり

摩滅している。文様の凹部には一部、白色粘土質の土が残っている部分があり、その部分には赤色顔料

が認められる。文様は内側から主文帯、半円方形帯、櫛歯文帯、菱形文帯の構成をとる。主文帯と半円

方形帯からなる内区は径74．3mmを測る。主文は獣の表現はくずれ頭部もなくなっており、「獣毛鏡」に近

い表現になっている。獣がくわえていた「巨」の表現が4対残っている。半円方形帯の半円形は突線で

3対の波頭形を入れたものとみられ、方形は中を細かく区切ったもののようである。外区の菱形文帯は

菱雲文のくずれたものと思われる。

2）巴形銅器

残存状態はあまり良くなく、割れ口が白くなっている部分もある。また、掘り出された時点や錆落と

しに伴うものと思われる傷や削痕が随所に認められる。完形のものはない。巴の尾の部分はすべて反時

計回りで、1のように幅の広いものと、2～4のようにせまいものがある。

3）玉類

勾玉　　2点存在する。どちらもメノウ製で、長さ32mm、幅20mm程度のものである。JlはC字形に近

い形態である。右側面からの片面穿孔で、左側面の紐孔孔末には小さな断口がある。胴断面はやや方形

に近い。両面に小さな剥離痕が認められるが、掘り出された時の傷であろうか。赤橙色～赤褐色を呈す

る。J2はやや「コ」の字状に近い形態で、胴断面はJlに比べ丸みが強い。左側面からの片面穿孔で、

右側面の紐孔孔末に断口がある。右側面の胴部下部には艶のない部分があり、原石の表皮が残存したも

のと思われる。また、左側面には細かい削痕がある。以上のことから、板状の原石を主に研磨によって
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付章1　伝・千足古墳出土遺物

⊂搬二二＝＝±≡≧⊆⊆＝＝＝三二二二二。

第61図　伝・千足古墳出土鏡（1／1）

整形したもの（1）である可能性が高い。赤褐色～橙色を呈するが、Jlに比べ濁っている。

管玉　17点がある。すべて碧玉製と思われる。大きさは長さ37．3～15．7mm、最大径8．4～3．9mmとやや

幅がある。穿孔は両面からなされており、中にはJ3のように孔が偏ったためあけ直されているものも

ある。色調はオリーブ灰色～緑灰色である。

稟玉　　3点がある。すべて碧玉製と考えられる。J20、J21は中央部に稜があり、算盤玉状晶に近い

形状をしている。両面穿孔で、色調は明緑灰色を呈している。J22はほかの2点より小形で、稜も明瞭

でない。色調もやや暗いオリーブ灰色を呈している。これも両面穿孔である。

ガラス小玉　11点がある。かなりいびつな形状をしており、大きさもばらつきがある。緑がかった青
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4）まとめ

第62図　伝・千足古墳出土鏡（拓本）（1／1）

色から青色呈している。J33のみは黒色で、形も整っておりガラス製ではない可能性もある。

4）まとめ

千足古墳は1912年（明治45年）1月に乱掘され、出土品は同時に乱掘された榊山古墳（造山第1号古墳）

の出土品とともに一時、倉敷警察署に保管された。その後、1913（大正2）年に和田千吉が調査に訪れた（2）

が、すでに千足古墳、榊山古墳の遺物が混乱し、区別しがたい状況であったようだ。また、「当時この報

告を公にせんとせLも、遺物全部は倉敷警察署に保管ありて見ること能はざりLに、今回一覧するの便

を得しかば、玄に報告を公にするを得るに至れり」とされていることから、和田が遺物を実見したのは

さらに後のことだったようである。和田の報告によると、千足古墳から出土したものと記されているも

のには、半円方形帯変形五獣鏡、変形五獣鏡、萬字形金具（巴形銅器）12点、碧玉製勾玉1点、鉄鉱（数量

不明）、兜鏡残欠があり、出土状況を復元した図（第七図）から、碧玉製管玉、ガラス小玉、刀、斧、鎧

破片（兜鏡残欠と同じものか）が出土したとされる。これはすべて発掘者である宗高善作氏からの聞き取

りによるもので、疑問を呈する向きもある。また、千足古墳、榊山古墳の遺物は一旦、宮内省帝室博物
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付章1　伝・千足古墳出土遺物
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第63図　伝・千足古墳出土巴形銅器（1／2）

館に運ばれたようだが、榊山古墳出土といわれる馬形帯鈎などの御物となった一部を除き、地元に返さ

れたという。

それでは、今回報告した伝・千足古墳出土品を見てみよう。巴形銅器は千足古墳出土という記述とも

よく合致し、形態的にも和田があげる略図（第十四図）ともよく似ており、明治末年に出土したものの一

部である蓋然性が高い。しかし、図にあげられた2点とは同一個体と考えられるものはなく、和田が実

見した12点の一部であるのか、他の一群であるのかは不明である。管玉は「細形にして色薄し長四分五

厘乃至一寸五厘」とされており、今回の遺物の特徴と類似している。また、管玉の計測値も千足古墳の

年代観と矛盾しないものである（3）。ガラス小玉も記述からは判断しがたいが、青色から薄青色というこ

とであり矛盾はないようである。一方、鏡は報告されている2面とは異なっている。また、メノウ製勾

玉と碧玉製菓玉も記述にはないものである。このうち鏡、裏玉は古墳の年代観としては矛盾はない。

吉備においてはメノウ製勾玉は5世紀前葉の久米郡久米町久米三成4号墳出土例を初現としている。

しかし、今回の2点、特にJ2は「コ」の字状の形態や原石の表皮部分を残すことなどやや新しい特徴

を持っている。高橋進一によるとこうした特徴は後期古墳から出土するものに特徴的なもので、製作技

法の変化に対応しているという（4）。ただ、2点とも紐孔の断口はごく小さいものであるほか、古墳時代

中期の広島県浄楽寺12号墳（5）、同四拾貫小原1号墳（6）からも形態的に類似したメノウ製勾玉が出土してい

ることから、この2点が千足古墳から出土したものではあり得ないとはいえないようである。
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第64図　伝・千足古墳出土玉類

N o ． 種 類 材 質

法 量　　　　　　　　 （単 位 ：‾m m ）

色 調a b C d e
J l 勾 玉 メ ノ ウ 3 1 ．8 19 ．0 9 ．2 3 ．3 1．8 赤 橙 ～ 赤 褐 色

J 2 勾 玉 メ ノ ウ 3 2 ．0 2 0 ．0 1 0 ．3 2 ．7 1．3 赤 褐 ～ 橙 色

J 3 管 玉 碧 玉 3 7 ．3 4 ．6 4 ．2 2 ．2 1．6 2 ．5 GY 4 ／1

J 4 管 玉 碧 玉 32 ．5 4 ．6 4 ．4 2 ．8 1．7 2 ．5G Y 6 ／1 ～ 5 ／1
J 5 管 玉 碧 玉 3 2 ．1 4 ．3 4 ．0 （3 ．8 ） 2 ．4 1 ．6 2 ．5 G Y 6 ／1
J 6 管 玉 碧 玉 3 1．6 4 ．3 4 ．0 （4 ．1） 2 ．2 1 ．8 2．5 G Y 6 ／1

J 7 管 玉 碧 玉 3 0 ．7 4 ．4 4 ．1 2 ．4 2 ．0 2．5 G Y 5 ／1

J 8 管 玉 碧 玉 3 0 ．3 4 ．2 4 ．0 （3 ．9 ） 1．9 1 ．7 2 ．5 G Y 5 ／1
J 9 管 玉 碧 玉 3 0 ．3 4 ．5 4 ．3 2 ．0 1 ．7 2 ．5 G Y 5 ／1

J l O 管 玉 碧 玉 2 9 ．9 4 ．3 4 ．1 （3 ，、．9 ） 2 ．0 1 ．6 2 ．5 G Y 6 ／1

J 1 1 管 玉 碧 玉 2 9 ．5 8 ．4 （縁 破 損 ） 2 ．9 2 ．2 5 G Y 5 ／1

J 1 2 管 玉 碧 玉 2 8 ．1 4 ．3 4 ．1 （4 ．0 ） 2 ．・0 1 ．8 2 ．5 G Y 5 ／1
J 1 3 管 玉 碧 玉 2 7 ．7 4 ．5 4 ．2 （4 ．2 ） 2 ．5 1．7 2 ．5 G Y 6 ／1

J 1 4 管 玉 碧 玉 2 6 ．5 4 ．1 3 ．9 2 ．1 2 ．1 2 ．5 G Y 5／1
J 1 5 管 玉 碧 玉 2 6 ．5 4 ．1 3 ．9 （3 ．8 ） 1 ．9 1．6 2 ．5 GY 4 ／1 ′～ 5／1

J 16 管 玉 碧 玉 24 ．8 4 ．2 4 ．0 2 ．0 2 ．0 2 ．5 GY 4 ／1 ～ 6 ／1
J 1 7 管 玉 碧 玉 2 2 ．8 4 ．2 4 ．0 （3 ．9 ） 2 ．0 1，8 2 ．5G Y 4 ／1 ～ 5 ／1

J 18 管 玉 碧 玉 1白．1 4 ．2 4 ．．1 （4 ．0 ） 1 ．8 1．8 2 ．5G Y 5 ／1
J 19 管 玉 碧 玉 15 ．7 3 ．9 3 ．5 1 ．9 1．1 2 ．5G Y 6 ／1

J 2 0 束 玉 碧 玉 13 ．4 8 ．3 3 ．8 （3 ．6 ） 1 ．8 1．6 1 0G Y 8 ／1
J 2 1 束 玉 碧 玉 13 ．3 8 ．3 4 ．3 （4 ．0） 2 ．0 1 ．9 1 0G Y 7／1 ～ 6 ／3

J 2 2 束 玉 碧 玉 7 ．4 6 ．8 4 ．7 1．5 1 ．5 5G Y 5 ／1
J 2 3 小 玉 ガ ラ ス 2 ．8 5 ．5 ～ 5 ．3 2 ．5

－ －
緑 が か っ た 青

J 2 4 小 玉 ガ ラ ス 2 ．2 5 ．2 ～ 5 ．0 2 ．2 ～ 1 ．6 － －
や や 濃 い 緑 が か っ た 青

J 2 5 小 玉 ガ ラ ス 2 ．7 4 ．2 ～ 3 ．8 1 ．6 ～ 1 ．3
－ －

や や 濃 い 緑 が か っ た 青

J 2 6 小 玉 ガ ラ ス 2 ．4 4 ．2 ～ 4 ．0 1 ．5 ～ 1 ．0 － －
去　 ・
日

J 2 7 小 玉 ガ ラ ス 3 ．2 4 ．3 1．5
－ －

緑 が か っ た 青

J 2 8 小 玉 ガ ラ ス 2 ．8 3 ．9 1 ．5 ～ 1．3 － － 緑 が か っ た 青

J 2 9 ′卜玉 ガ ラ ・ス 3 ．7 4 ．2 ～ 3 ．9 1 ．6 ～ 1．5
－ －

緑 が か っ た 青

J 3 0 小 玉 ガ ラ ス 2 ．7 4 ．8 ～ 4 ．2 1．6 － －
緑 が か っ た 青

J 3 1 小 玉 ガ ラ ス 3 ．1 3 ．9 ～ 3 ．7 1．7
－ －

緑 が か っ た 青

J 3 2 小 玉 ガ ラ ス 3 ．0 4 ．5 ～ 4 ．1 2 ．2 ～ 2 ．0 － － 淡 い 緑

J 3 3 小 玉 ガ ラ ス ？ 3 ．2 3 ．7 1 ．7
－ －

黒
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付章1伝・千足古墳出土遺物

以上からこれらの遺物の出土と伝世について榊山古墳の遺物との混乱をとりあえず考えなければ、す

べて千足古墳から出土したものとした場合、①帝室博物館から地元に返却された遺物の一部、②倉敷警

察署に届けられず地元に残っていた一群、③返却されたもの（巴形銅器など）と地元に残されていたもの

（鏡など）が混在したもの、などの可能性が考えられる。また、④千足古墳出土のもの（巴形銅器など）に

他の古墳の出土品が混入したもの、である可能性もある。以上からこれらの遣物を千足古墳出土のもの

と断定することはできない。しかし、その内容や地元で千足古墳出土として伝わっていたことからその

可能性は高いものと考えておきたい。

注

（1）高橋進一1992「玉作遺跡と玉製品」近藤義郎編『吉備の考古学的研究（下）』山陽新聞社

なお、玉類の記述に関しては高橋進一氏のご教示による部分が大きい。

（2）和田千吉1919「備中都窪郡新庄下古墳」『考古学雑誌』第9巻第11号

（3）注1文献

（4）注1文献

（5）松崎寿和・潮見浩1969「三次浄楽寺古墳群発掘調査概報」『広島大学文学部紀要』

（6）潮見浩1969『四十貫小原』四十貫小原発掘調査団



1）はじめに

1）はじめに

形象埴輪から見た造山第2号古墳

和　田　　　　剛

造山第2号古墳の発掘調査においては、造山古墳群としては比較的大量の形象・器財埴輪の出土を見

た。またそれらの多くが、ほぼ原位置、あるいはそれに近い場所で出土しており、それらを検討するこ

とは第2号古墳の年代的位置付けや歴史的評価とも密接に関わってくることであろう。中でも盾形埴輪

は埴輪列内においてそのほとんどが原位置をとどめており、また文様や製作技法においても比較するべ

き要素が多い。そこで本論では、まず第1に盾形埴輪の研究史を概観しその問題点について記述する。

更に第2に本論を進めるにあたっての分類諸概念の設定を行う。第3に設定した概念に基づき盾形埴輪

の分類・編年を行いそれに基づき第2号古墳出土各資料の位置付けを考えていきたい。

盾形埴輪の部分名称については田中秀和（1）と小栗明彦（2）が整理しており両者の案とも概ね賛同できる。

ここでは特に盾形埴輪埴輪全体の構造全体については小栗明彦の案を基本としながら、盾面部に描かれ

る文様帯の区分については田中秀和の案を採用することとする。尚、盾部の背後に用いられる円筒状の

基部についてはその形状から円筒形基部とし、小栗が支持部とする盾部を支える部位についてはその形

状から帯状支持帯と突帯上被覆支持帯の二者を呼び分ける必要性を提起しておくがこの二者については

後述することにする。本論で使用する部分名称については第66図に示す。

2）盾形埴輪を巡る研究史の展開

盾形埴輪の研究の発端は比較的古く、戦前にまで

遡る。後藤守一は関東地方出土の盾形埴輪を検討す

る中で盾面部に描かれた文様の類型化を行った。後

藤の研究は盾形埴輪の機能論的な研究と同時に実用

盾との比較検討に基づくモデル盾の類推を行うとい

う現在に至るまでの視点となった（3）。

勝部明夫は後藤の研究視点を受け継ぎ盾形埴輪は

古墳出土の副葬品盾を模したものであるとの結論を

得た（4）。水野正好は「「埴輪」というものは（中略）「埴

輪」として形作られるだけの目的があり、そうした

目的なり意義を果たすため一つの体系をもっていた」

とし、埴輪の意味論、祭祀論から古墳時代権力の像

ー99－
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付章2　形象埴輪から見た造山第2号古墳

を浮かび上がらせることを試みた。この中で水野は

盾形埴輪にもふれ、盾形埴輪は首長権威を表示する

ものとして配列されるのであり、そうした意味の生

産と消費を通じて古墳時代社会の政治秩序が作り出

されると理解したのである（5）。水野の視点は非常に

傾聴に満ちているが、盾形埴輪、ひいては形象埴輪

全体の通時的変化に関する視点がなかったため古墳

時代社会の通時的変化を言及することができず、こ

の後継承されていくことはなかった。

盾形埴輪そのものの通時的変化について最初に述

べたのは近藤義郎であろう。近藤は編年する上でそ

の規格性の有無を重視しており、金蔵山古墳の盾形

埴輪がなんらかの企画性のもとに製作されていたこ

とを指摘している（6）。続いて小林行雄が「古くは円

筒帯の半面に盾の形を貼り付けたものであったが、

後には細い円筒部の上部に盾の形をのせたものとな

った。」と製作技法上の変化を指摘し、それが生産

体制の変化を伴うものである可能性を想定した（7）。1

980年代に入りまず田中憲治（8）が、そして1985年には

楠本哲夫が石見型盾形埴輪も含めた盾形埴輪全体を

視野に入れる編年案を出した（9）が、あくまで既成の

古墳の年代観により検証したにとどまり盾形埴輪そ

のものの型式学的検討には成功したわけではなかっ

た。

1985年には埋蔵文化財協会を中心にして『形象埴

輪の出土状況』が編纂され盾形埴輪を含む形象埴輪

柱10 注1 注17 本論 模式図

I 類 a類

I 類

第I群

Ⅱ料

b類

C類
妻

d類
第I群

≪ ＞ ＞

I 類 第I群

′ヽ　、　／
▲▲A △瓜▲

！墓！
P ］＝‾

第66図　盾形埴輪分類（案）と高橋（1988）、

田中（1994）、伊達（1997）の対応関係

研究一般の活発化が促進された。1988年には高橋克寿が靭形埴輪、甲宵形埴輪、蓋形埴輪、盾形埴輪の

4器種をあげ、変遷を5期の様式に整理した。器財埴輪の変遷が古墳祭祀を巡る観念の変化に起因する

ものであったと結論づけた。その中で盾形埴輪についてはモデルとなった盾の変化に応じて変化するも

のと考え木盾を模したI類から副葬品盾である革盾を模したⅡ類への変化を説いた（10）。その後高橋工（11）、

櫻井久之（12）、小栗明彦（13）等が高橋の視点を受け継ぎ文様の形態や内外区の仕切方などに基づいて分類を

試みたがいずれも盾形埴輪全体の変化や歴史的意義を論ずるまでには至らなかった。これに対し田中秀

和（14）は盾形埴輪そのものの製作技法による分類を提案し、盾形埴輪は初めて独自の型式学的視点に基づ

く編年確立への歩みを開始したといえる。
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3）盾形埴輪の基本的分類と整理

3）　盾形埴輪の基本的分類と整理

さて、分類における私見を田中秀和（15）の分類案についてやや詳しく批判、検討する形で提示したい。

なお、高橋克寿（16）、伊達宗泰（17）、田中秀和の分類案と本論の分類案の対応関係を提示しておく（第67図）。

田中はまず盾形埴輪をまず口縁形態に基づき第I類と第Ⅱ類の二つに大分類した。さらにそれぞれを

盾形埴輪の盾面部と円筒形基部の接合法方に基づきA、B、C、

と円筒形基部とが別々に製作され、接合に

際して盾面部と円筒形基部との間にくさび

状の支持帯を挟むA類、盾面部と円筒形基

部が別々に製作されるものの、盾面部の一

部は円筒形基部の表面を利用するB類、そ

して盾面部の取り付け位置が大きく縮小し、

また盾面部の形状も湾曲を失いほぼ垂直と

なるC類、そして支持帯を失い盾面部が円

筒形基部に対し鰭状に取り付けられるD類

である。そしてこれらを川西宏幸の円筒埴

輪編年にあわせて検証しその時間的変遷を

述べた（18）。

ここで田中がいう第I類と第Ⅱ類である

が、この両者は氏も述べておられるように

出現の当初から併存し、時期差とはみなし

難い。更に用いられかたもこの両者が埴輪

としても円筒棺としても用いられることが

あることから機能・用途差ともみなしがた

い。ゆえに大分類の基準としてこの2つを

用いるのには若干の疑問がある。器財埴輪

研究におけるトピックの一つとしてモデル

の追求があり、盾形埴輪もその例外ではな

いことは間違いない。しかし、盾形埴輪そ

のものの史的意義、役割を論じていく中で、

その大分類の基準をモデルの違いにおくこ

とは、モデルとして考えられる副葬品盾の

詳細な構造が把握困難な現状では研究進展

の足かせとなる可能性もある。そもそも田

中のあげる製作技法における分類の中で、

最も本質的な変化は、盾面部が円筒形基部

の前面に貼り付けられ、支持帯を持っA、

Dの四つに分類した。すなわち盾面部

第68回　円筒形基部先行製作技法
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付章2　形象埴輪から見た造山第2号古墳
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第70図　第I群の細分類と各要素の対応関係

B、C類と、支持帯を失い盾面部が円筒形基部に

対してひれ状に貼りつくD類との間にあるものと

考えられよう。この違いは、円筒形基部と盾面部

の接合を、あらかじめ円筒埴輪と同様の制作手順

を踏んで製作されていた円筒形基部の突帯を削り

取ってから行う「円筒形基部先行製作技法」（第68

図）と円筒形基部の製作途上において、ある段階

から円筒埴輪とは形態上大きく異なる、細いソケ

ット状の円筒形基部の製作と併行して盾面部を鰭

状に貼り付ける「盾面部・円筒形基部併行製作技法」

（第69図）という製作技法上の差異に起因するも

のである。更にこの両者の違いは単に製作技法の

差異にとどまらず円筒埴輪生産との製作技法上に

おける連動関係にも関わっていく問題であり、盾

形埴輪そのものの史的意義の検討においてこの視

点による分類がより有効な手がかりを提出できる

と考える。そこで田中氏のいうA類、B類、C類

からD類への時間的変化を「第I群」から「第Ⅱ

群」への時間的変化と把握する新たな大分類案を

提出したい。また先述の伊達宗泰（19）、団正雄（20）、

西光慎二（21）の指摘を受け特に鰭付円筒埴輪製作と

連動性を持つ「盾付き鰭（形埴輪）」の一群を「第

Ⅲ群」として把握する。

ところで田中があげるA類の盾面部と円筒形基

部を別々に製作した後、貼り合わせる製作技法で

あるが、氏がこの類型に属する諸例としてあげる

マエ塚古墳（22）、長原40号墳例（23）にはこの特徴が見

られない。また瓦谷一号墳例に（24）よればこのA類

の盾形埴輪は盾面部と円筒形基部が別々に製作さ

れるのではなく、その当初からむしろB類の特徴と呼べる円筒形基部の一部を盾面部として利用してい

たことが想定されるのであり、私見ではA類とB類は時期差ではなく系列差として認識しておいた方が

良いのではないかと考えている。

次に円筒形基部への盾面部貼付の際に行う「事前調整」の有無である。この「事前調整」は先にあげ

た「円筒形基部先行製作技法」と不可分の関係にある製作技法であり本論での分類案である「第I群」

と「第Ⅲ群」に見られる。これは盾形埴輪の製作に先行して円筒形基部の製作が行われるため、盾面部

の貼付に際して突帯の切除を行う他、盾面部の貼り付けられる円筒形基部の表面にタテパケや櫛状の工

具により傷つけを行い、盾面部の接合を円滑化し、またその接合の強度を高めようとする一連の製作過

程を指す。この過程の存在から円筒形基部の製作と円筒埴輪の製作が連動していることと、円筒形基部
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3）盾形埴輪の基本的分類と整理

の製作が盾面部の接合に対して

先行して行われていることの二

つが推定される。これは田中氏

のいうA類、B類、C類に認め

られる技法であり、「盾面部・円

筒形基部併行製作技法」により

製作されるD類には存在しない

技法なのである。

第4には支持帯の形状であ

る。支持帯とは特に「円筒形基

部先行製作技法」により製作さ

第
I
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・塵 ・塵
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第71図　各群における鋸歯文の形態とその変遷

れる「第I群」の盾形埴輪にのみ見られる特徴である。これは円筒形基部と盾面部との接合をより強固

なものとするために円筒形基部と盾面部との接合部分に貼り付ける粘土塊のことで、貼り付ける部位と

その形状から、「帯状支持帯」と「突帯痕跡被覆支持帯」とに分類が可能である。このうち「帯状支持

帯」とは小栗唄彦がその存在を指摘した支持帯であり（25）、盾面部と円筒形基部との間に垂直方向に取り

付けられる大形の支持帯である。帯状の形状をなし、鰭状に張り出した盾面部の裏面全体に貼り付けら

れる。この支持帯を装着することにより沿直方向張り出しや盾面部表面のねじれなど微妙な表現が可能

となると考えられる。この支持帯は田中氏がA類としてあげられる盾形埴輪に見られる特徴のようであ

る。また、「突帯痕跡被覆支持帯」は「事前調整」の際、突帯を切除したその痕跡に盾面を支えるよう

に貼り付ける支持帯である。盾面が支える範囲は局所化しているため、帯状支持帯に比して大形の盾面

部を支えることが難しく、盾面部表面の鉛直方向への微妙な表現が行えない。このことは盾面部を側面

から見ればよくわかる。以上から「帯状支持帯」から「突帯痕跡被覆支持帯」への型式学的変化が想定

できる。

また「突帯痕跡被覆支持帯」は形状に基づき更に三つに細分類が可能である。すなわち模状を呈し大

きく盾面部の裏全体に貼り付けられる「突帯痕跡被覆支持帯a類」と、小形で立方体状をなす「突帯痕

跡被覆支持帯b類」である。この突帯痕跡被覆支持帯b類は明らかに盾面部を支える支持帯としての機

能は乏しく、突帯痕跡被覆支持帯a類の痕跡機関として捉えることができる。このことから突帯痕跡被

覆支持帯a類からb類への型式学的変化が想定される。この変化を第I群の細分類の基準とし、それぞ

れ「帯状支持帯」を持つ第I－a群、「突帯痕跡被覆支持帯a類」を持つ第「b群古相、「突帯痕跡被覆

支持帯b類」を持っ第I－b群新相という通時的変化を想定したい。

後述するが第2号古墳出土資料は全てこの第I－b群に属する。そこで、「第I群」の細分を行い「型

式」を設定し、第2号古墳出土資料の位置付について考えて行きたい。具体的には法量や盾面部の形状、

あるいは盾面部に描かれる界線や文様の特徴、更に円筒形基部の口縁形態やパケ目調整痕など外面の特

徴などに基づき細分類が可能となるものと考えている。

尚ここまで論じてきた各要素の対応関係については第70図・第71図に示した。
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4）　各群の変遷の把握と盾形埴輪の編年

これまでに確認してきた第I－a群、第I－b群のさらなる細分類を試み、その第I群全体の通時的変

遷について考えていきたい。

第I群は「円筒形基部先行製作技法」を採用する盾形埴輪の一群である。この製作技法を採用するた

め盾面部の接合に際して「事前調整」を用いる必要がある。また、前節では帯状支持帯を持つ第I－a

群から突帯痕跡被覆支持帯を持つ第「b群への変化を想定した。ここからは第I－a群について述べて

いく

a．第I－a群とその諸型式

第I－a群はこれまで検討してきたように最古の盾形埴輪となる一群である。これは盾面部の製作技

法や形状、盾面部に描かれる文様の違いなどにより更に二つの型式に分けることが可能である。ここか

らはI－a群に属する諸型式の特徴を述べていきたい。

第I－a群佐紀陵山型盾形埴輪　奈良県佐紀陵山古墳出土例（26）を標準とする型式である。ほかに奈良

県マエ塚古墳（27）、京都府瓦谷1号墳（28）からの出土が知られる。

粘土支持帯の形状は、マエ塚古墳例では盾面部の背面には帯状に薄い粘土帯が貼り付けられており、

これが「帯状支持帯」となるものと考えている。円筒形基部の特徴を列記していけば、断面形態はやや

楕円形となる。外面調整はストロークの長いヨコパケ調整が施されており、これは川西宏幸のいうA種

ヨコハケ（29）に相当するものと考えている。事前調整としては突帯の切除と、その後に瓦谷一号墳出土例

においてはタテパケ調整が施されており円筒形基部に施された二次調整のヨコパケが入念に消されてい

る。また、口縁形態は佐紀陵山古墳例に見る限り直立しているものと考えられる。出現時期としては通

説的年代で4世紀の後葉になるものと考えられる。

佐紀陵山型の後継型式について　佐紀陵山型の後継型式としてあげられるのは三重県石山古墳例（30）や

大阪府萱振1号墳例（31）、奈良県渋谷向山古墳例（32）にみるように外区に直弧文を描く一群の盾形埴輪であ

る。これら一群の盾形埴輪は全てI－a群ではなくI－b群に属し、I－a群に属する佐紀陵山型の後継

型式として考えて良い。内区は平行沈線帯が描かれる石山古墳例や萱振1号墳例の他は明らかでない。

第I－a群山陵町遺跡型盾形埴輪　　第I－a群に属する第二の型式としてあげられるのは、奈良県山陵

町遺跡SDO2地区出土の盾形埴輪（33）を標準とする山陵町遺跡型である。他にも畿内では奈良県富雄丸山古

墳（34）、櫛山古墳（35）、大阪府五手治古墳（36）等からの出土が知られる他、最近の調査では佐紀陵山古墳（37）か

らの出土も報告されている。

ここでは比較的全形の把握が容易な、山稜町遺跡SDO2地点出土例を用いてその特徴をあげておこう。

支持帯は帯状支持帯であり、支持帯の一部と考えられる小破片に加えて盾面部の裏側に貼付痕跡が残さ

れている資料も多い。事前調整としては突帯を切除した後、縦方向のパケメが何回にもわたって施され

ている資料と先端の鋭利な工具で円筒形基部の表面に傷付けを行う資料とがある。

円筒形基部の特徴は、佐紀陵山古墳例には突帯の貼付位置を作業前に割り付けておくためにあけられ

ると考えられる方形刺突痕跡が存在する。方形刺突は大和北部地域の古墳群の埴輪を中心に採用される

技法であり、規格性の高い埴輪を生産することを目的として採用された技法であると考えられている（38）。

－104－



4）各群の変遷の把握と盾形埴輪の編年

山陵町遺跡出土の円筒埴輪と盾形埴輪は突帯接合位置に関して非常に似かよった規格のもとに製作され

ていることが指摘されている。更に盾面部の接合の前に赤色顔料が塗布されている円筒形基部が少数で

あれ存在することも見逃せない。一般に赤色顔料の塗布は円筒埴輪製作の最終工程としてなされると考

えられている（39）。したがって円筒形基部の一部が一度円筒埴輪と同様の製作手順を踏んで製作されたの

ち赤色顔料の塗布まで完了し、盾形埴輪の円筒形基部として事前調整を経て、盾形埴輪へと加工された

様子が想定される。なお、口縁の形態は他の円筒埴輪と同様に直立し、端部は粘土帯が貼り付けられ肥

厚されているものと考えられる。これらから、円筒埴輪製作と盾形埴輪製作との間に密接な連動関係が

存在したものと考えられる。

文様は内外区を仕切る界線として単線によりⅡ字形に仕切られ、外区は内向の鋸歯文I－a形態が描

かれている。トa形態はこの型式のみに見られる。内区は平行沈線帯が描かれているが内区の四隅で

それぞれが交わり更に沈線で目地形に仕切られている。

なお従来の研究では山陵町遺跡型に見るような鋸歯文を描き内外区を界線で仕切る盾形埴輪群は先述

の佐紀陵山型に対して遅れて出現するものと考えられていたが先述のように佐紀陵山古墳において両型

式の供伴の可能性が出てきた以上、時期差とするには問題が残り、今の所は系列差として認識するのが

妥当と思われる。盛行期間としては4世紀の後葉から一部末葉にまで及ぶものと考えられる。

b．第I－b群の諸型式とその変遷

第I－b群は支持帯の形状から第I－a群の後継群と考えた群である。この第I－b群は法量をはじめ

とし盾面部に描かれる文様の内外区を刺繍表現により仕切る点や外区に描かれる鋸歯文、さらには内区

の文様などに地域を越えた広い斉一性が成立すると指摘できる群である。この群は盾面の形状や文様さ

らには円筒形基部の口縁の形状などからいくつかの型式への細分類が可能である。

第I－b群金蔵山中央棺型盾形埴輪　第I－b群に属する型式として最初に出現するのは岡山市金蔵山

古墳中央棺におけるAW14号並びにAE14号盾形埴輪（40）を標準とする金蔵山型中央棺型である。他にも

京都府蛭子山1号墳（41）、大阪府長原40号墳（42）、岡古墳（43）等から出土が知られる他、盾形埴輪ではないが

形態から大阪府美園1号墳出土の家形埴輪の柱に描かれた盾（44）もあげられる。

支持帯は突帯痕跡被覆支持帯a類。事前調整において突帯を切除した後、円筒形基部への傷っけが行

われる点はI－a群と変わらない。しかし突帯を切除する範囲は「a群よりはるかに広い。これは支持

帯の形状変化に伴う変化であると考えられる。そもそも帯状支持帯と突帯痕跡被覆支持帯の違いは、支

持帯としての性格上、盾面の形状変化に起因するものである。帯状支持帯の装着理由は先述のように盾

面部の背後全体を支えることにより盾面部のそり他、微妙な表現の製作を容易にし、側面から見れば盾

面部に曲線的なラインを与えることを目的としている。しかし金蔵山中央棺型の諸例を側面から見れば

より直線的ラインをなすことが多い。このことから、突帯痕跡被覆支持帯の装着は盾面部の支持帯の貼

付を局所化したため、盾面の表面に曲線的なラインを表現することが難しくなったものと評価できよう。

また事前調整における突帯を切除する面積の拡大は盾面部における円筒形基部の表面を平坦にする面積

の拡大につながり、その点からも盾面の側面の形状が曲線的なラインから直線的なラインを基調とした

形態へと変化したことをうかがうことができる。

円筒形基部の外面調整はI－a群と同様に円筒埴輪のそれと大きく変わるものではない。すなわち金
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蔵山古墳例に見るように一次調整タテパケ、突帯貼付の後、二次調整を加えて完成する。二次調整はス

トロークの長いヨコハケであることが多い。また、黒斑を有することから野焼きと判断される。赤色顔

料の塗布がどの段階で行われるかは不明であるが、透かし孔の穿孔後に施されている可能性が高いこと

から盾形埴輪として製作が完了した後に塗布されるものと考えている。

盾面部の形状は盾面部の頂に緩やかな山形の張り出しがつくようになるが正面観は長方形を基調とす

るものとみて良い。文様は界線として刺繍表現が初めて登場し界線によりⅡ字形の盾面全体が仕切られ

る。刺繍は二重ないしは三重の平行線の間に短い斜線を充填するものである。短甲や宵などの部品接合

用の革綴じを表現したものと考えられており、この表現をもつ盾形埴輪のモデルが革盾であったことを

推察させる根拠となっている。また、界線が内区や外区の文様に対して先行して描かれている。界線は

文様区の輪郭線の役割をなすため、界線を先行して描くことにより、文様区の割付が可能となる。更に

文様そのものにも割付がなされている。外区の文様はI－b形態鋸歯文が描かれている。内区は大形の

鋸歯文I－b形態などが描かれている場合が多いようであるが、金蔵山古墳においてはかなりバラエテ

ィーに富んでいる。盛行期間は4世紀の末から5世紀の初頭頃と考えられる。

第I－b群室の宮山型盾形埴輪　　第卜b群に属する型式として二つめにあげられるのは奈良県宮山古

墳M号盾（45）を標準とする室の宮山型である。他に奈良県ナガレ山古墳（46）、大阪府土師の里遺跡の27号並

びに28号盾形埴輪転用埴輪棺（47）、豊中大塚古墳（48）などがある。

円筒形基部や盾面部の形状などは金蔵山中央棺型などと比べても大差はない。内区は重格文であり外

区には鋸歯文I－b形態が描かれている。内区の連鎖菱形文は後継型式に継続していくものと考えられ

るため、金蔵山中央棺型より相対的に新しく位置付けられるものと思われる。盛行期間は5世紀前葉の

比較的短い時間であったと思われる。

第I－b群誉田御廟山型盾形埴輪　　金蔵山中央棺型、室の宮山型の後継型式として出現するのは大阪

府誉田御廟山古墳山外提出土資料群（49）を標準とする誉田御廟山型であろう。この型式に属する資料はこ

れまでの型式に比してその数を一気に増加し、大阪府墓山古墳（50）、奈良県平塚一号墳（51）、柳本飛行場例（52）、

市尾今田2号墳（53）、室の宮山古墳（54）、兵庫県行者塚古墳（55）、岡山市金蔵山古墳南棺（56）、造山古墳（57）、総

社市西山26号墳（58）、邑久郡長船町土師茶臼山古墳（59）などがあげられる。

支持帯の形状は突帯痕跡被覆支持帯a類である。事前調整においては突帯を切除し、更に表面に対し

て傷付けを行う。この型式に属する資料群の円筒形基部もこれまでに述べてきた型式と変わらず円筒埴

輪と同様の製作手順を踏んで製作されるものとみて良い。さて、この型式の円筒形基部の最も特徴的な

部分はその口縁形態にある。この切り落とし状口縁は円筒埴輪の口縁端にさらにいくらかの粘土帯を積

み上げ、盾面部の裏側全体を支える役目をなす。文様帯の内外区は二重ないしは三重刺繍界線によりⅡ

字形、凹凸字形、界の字形に仕切られる場合が多い。界線は他の文様に対して先行して描かれる点はこ

れまでの型式と共通している。外区の文様は鋸歯文であり、I－C形態ほか新出のⅡ形態のうちⅡ－a形

態、Ⅱ－b形態、Ⅱ一C形態が出現する。内区の文様はほぼ全て連鎖菱形文に統一されるものと見て良い

が、部分的に青海波紋帯等も用いられる。また造山古墳出土例や誉田御廟山古墳外提出土例に見るよう

に、界線は先行して描かれる他、外区の鋸歯文や内区の重格文などにも薄く二重に見える部分があるこ

とから割付線の存在が想定される。盛行期間は5世紀の前葉の末頃から中葉に至るものと思われる。

第I－b群はさみ山型盾形埴輪　　特徴はほぼ誉田御廟山型のそれと共通するのだが、円筒形基部の口

縁の形状が切り落とし状口縁ではなく「とっくり状口縁」となる一群を特にはさみ山型盾形埴輪として
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設定しておきたい。この型式に属する資料としてはこの大阪府はさみ山遺跡（60）、高廻り2号墳（61）、奈良

県室の宮山古墳（62）などがある。

この型式が注目を浴び始めたのは比較的最近のことで、高廻り2号墳例の発見により、この種の盾形

埴輪が口縁に宵型埴輪が挿入された初現的な盾持ち人形埴輪として理解されるようになってからであ

る‘63）。また室の宮山古墳例においては、他の盾形埴輪と比して一回り小形の盾形埴輪に宵形埴輪を挿入

する状態で方形埴輪列内に配列されていたことが想定されている。

ところで、室の宮山古墳の宵形埴輪はやはり先細りのソケットが接続されており、宵そのものの表現

にしころと宵部の接続状態と鉄小札をより立体的に表現したものと考えられる段差を表現した粘土帯が

貼り付けられている。ところが、高廻り2号墳出土資料にはこの段差の表現がしころと宵との接合部位

と考えられる部位にのみ貼り付けられており、小札の表現はない。このことから写実表現技術という側

面から見て、室の宮山古墳出土の資料に比して高廻り2号墳出土資料はやや劣っているとみて良い。す

なわち、室の宮山古墳の出土資料に比して高廻り2号墳の出土資料はやや新出となる可能性が想定され

る。ここで室の宮山古墳例をはさみ山型古相、高廻り2号墳やはさみ山古墳例をはさみ山型新相として

把握しておきたい。なおはさみ山型古相は5世紀の前葉、新相は5世紀の中葉に盛行するものと考えて

いる。

第I－b群市尾今田二号型盾形埴輪　今の所この市尾今田二号墳（64）以外の出土を見ない。円筒形基部

や事前調整の特徴は第I－b群のそれと共通するが、盾面の形状において特徴を持っ。この形態は本稿

における分類としては第Ⅲ群となる石見型盾形埴輪のそれと共通し、文様においても文様帯を四つに区

画する点や直弧文を描く点などの共通点が多くその初現形態と考えられている。市尾今田二号墳からは

誉田御廟山型に属すると考えられる盾形埴輪が共伴しておりこの型式とほぼ同時期の所産であると考え

られる。

第I－b群市野山型盾形埴輪　誉田御廟山型の後継型式であり第I－b群の最終末段階に位置するのは

大阪府藤井寺市の市野山古墳出土例（65）を標準とする市野山型盾形埴輪である。他にこの型式に属する資

料としては大阪府黒姫山古墳（66）、鳥取県長瀬高浜遺跡例（67）、福岡県塚堂古墳（68）、御塚古墳（69）などがあげ

られる。

支持帯の形状は突帯痕跡被覆支持帯b類であるが、大阪府長原84号墳（70）例にも見るように支持帯を持

たないものも存在するらしい。また、事前調整は突帯の切除と円筒形基部への傷っけが行われるものの、

その範囲はこれまでの型式に比して極端に狭く、突帯を切除する範囲も大幅に小さくなっている。こう

した変化は全て円筒形基部の小型化と、それに連動する盾面部の形状変化に関係している。

円筒形基部の特徴は誉田御廟山型と大きくは変わらないものと考えてよい。やはり円筒埴輪の製作手

順と同様の製作手順を踏み製作され、二次調整ヨコパケまで行った後透かし孔の穿孔以前に事前調整が

施され盾形埴輪への加工が始まる。ヨコパケ調整としてはB種ヨコパケの他、C種ヨコパケなどが存在

し、一部ではあるが二次調整ヨコパケを持たない、一次調整ヨコパケのみとなるものも存在するらしい。

口縁形態は切り落とし状口縁となるものが多い。

盾面に描かれる文様は特に退化が著しい。文様帯を仕切る界線やはり他の文様に先行して描かれ、刺

繍表現によるものが多い。しかし、二重刺繍表現や三重刺繍表現のものは平行線の間に描かれる革綴じ

の表現が誉田御廟山型などに比して暖昧となり、省略されて階段状の表現を描く大阪府紅茸山古墳例な

どもある。内外区に描かれる文様も大きく変化するが特に鋸歯文においてその変化は顕著である。鋸歯
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文そのものも誇張して描かれ、塚堂古墳例などのように極端に大形の鋸歯文を描く場合すら存在する。

以上の市野山型とした盾形埴輪では、概して第「b群に見た比較的高い規格性は崩れ、「円筒形基部

先行製作技法」と文様における鋸歯文や刺繍表現など第上b群と共通する統一的規範を継承しながら

も、そうした統一的規範内部での形骸化、多様化が進行していると評価できるのである。したがって、

市野山型はより細かく細分が可能であると考えられるが、現段階ではその量的保証が難しい。ここでは

多様化、個別化著しいこの段階の盾形埴輪を、そうした多様性、個別性そのものを一つの要素として捉

えておきたい。盛行時期は5世紀後葉から一部末葉にかけてとなろう。

第I－b群塚堂型盾形埴輪　　第I群最後の型式としてあげられるのは、形態から第I－b群はさみ山型

盾形埴輪の後継型式と考えられる福岡県塚堂古墳出土例（71）を標識とする塚堂型盾形埴輪である。塚堂古

墳では周濠内からおよそ50個体にもなる多量の盾形埴輪の出土を見た。前節で検討したようにこの古墳

の盾形埴輪は市野山型盾形埴輪に属するものであると考えられる。またこの多量の盾形埴輪の中に口縁

部が丸みを持ちあたかも朝顔形埴輪の肩部のような形態をなす盾形埴輪が存在する。また、この盾形埴

輪付近からは鯨面の人物形埴輪の頭部と考えられる破片が出土しているが、首から下は存在せず、頭部

のみ単独で存在したものと想定されている。報告者である石山薫はこの人物形埴輪と盾形埴輪が円筒形

基部の口縁部に人物形埴輪の頭部をのせて用いる、盾持ち人形埴輪の祖型であるとする（72）。

さて、この塚堂型盾形埴輪と同様の特徴を盾持ち人形埴輪の祖型として考えられる型式としてもう一

つ、熊本県中ノ城古墳例（73）をあげておきたい。これと同形態をなす盾形埴輪が埼玉県埼玉稲荷山古墳に

も存在し、やはり盾持ち人形埴輪の原型と考えられている（74）。中ノ城古墳例はその特徴から市野山型に

属すると考えられる盾形埴輪であるが円筒形基部が塚堂型と同様に丸みを持ちその上部に連続して人物

形埴輪の頭部をのせている。ところで、高橋工は先述の盾形埴輪から人物形埴輪への変化を①本稿のは

さみ山型である盾形埴輪と人物表現を持たない宵形埴輪を別造りする、室の大墓例、高廻り2号墳例か

ら②本稿の塚堂型である盾形埴輪と人物表現を持っ頭部とを別造りとする塚堂古墳例への変化を想定

し、さらに③盾形埴輪と円筒形基部の口縁に人物形埴輪の頭部を連続して製作する盾持ち人形埴輪へと

変化すると説いた（75）。また高橋は塚堂古墳例から盾持ち人形埴輪との間に④本稿の第I群の形態を持っ

盾形埴輪の円筒形基部と人物表現を連続して作る盾形埴輪の存在を想定し、盾形埴輪から盾持ち人形埴

輪への変化が畿内を介してではなく九州の内部で独自に行われた可能性を指摘していた。まさにこの中

ノ城古墳例の存在こそは高橋の想定を実証するものと言えよう。

以上の成果を基礎として本稿では盾形埴輪から盾持ち人形埴輪への変化を、はさみ山型から塚堂型を

へと至る系譜関係として把握したい。

C．第I群の変遷とその系譜

第I群はこれまで検討してきたように、4世紀後葉に出現する第I－a群である佐紀陵山型、山陵町

遺跡型から、4世紀末葉から5世紀初頭の第I－b群である金蔵山型、5世紀前葉には室の宮山型が出

現した後、5世紀中葉の誉田御廟山型を経て5世紀後葉の市野山型へという系譜関係が把握できる。特

に第I－b群においては「円筒形基部先行製作技法」や文様に見る界線や鋸歯文などに比較的高い斉一

性が生まれる一方、基本的には円筒埴輪と同様の製作手順を踏み製作される円筒形基部に対し「事前調

整」を施すにとどまる加工しか行わないため円筒形基部の形状に大きく規制される、いわば円筒埴輪生

産にたいして「受動的盾形埴輪生産」を行うにとどまる第I－b群青段階。口縁への新たな加工部位を
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施すなど、円筒埴輪生産にたいして「能動的盾形埴輪生産」獲得したことにより、新たな外観を持っ埴

輪として、盾持ち人形埴輪への系譜や、市尾今田型などを生み出した第I－b群中段階。そして誉田御

廟山型から円筒形基部先行製作技法や文様における界線や鋸歯文などの要素を受け継ぐにも関わらず、

そうした要素全体が形骸化、多様化をたどり、盾形埴輪一個体レベルでの個別性が目立ち始める第I－

b群新段階の三段階に整理可能である。

次節ではここまでの成果を元にして第2号古墳資料について検討したい。

5）造山第2号古墳出土資料の位置付け

a．造山第2号古墳における形象・器財埴輪の出土状況

第2号古墳の埴輪列の配列は円筒埴輪を5本挟んで盾形埴輪と朝顔形埴輪との両者が交互に入れ替え

ながら配列されるという非常に規則的な特徴を持つものであった。こうした配列は京都府黄金塚2号墳

の墳丘裾で発見された埴輪列や、また盾形埴輪の原位置が把握されてはいないがその可能性として大阪

府藤井寺市に所在する、誉田御廟山古墳の陪塚の一つと考えられている栗塚古墳などがあげられる。

また周溝内部からも多量の埴輪が出土しており、墳丘側からの流入と推定されている。盾形埴輪、衣

蓋形埴輪、靭形埴輪（？）、不明小形円筒がある。ここでは盾形埴輪についての検討を行い、引き続いて

その他の形象埴輪についても言及したい。

b．盾形埴輪の特徴とその位置付け

結論から先にいえば、第2号古墳における盾形埴輪はその特徴からほぼ二相にわかれるものと考えて

良い。それはその分布にも顕著に現れており、その第一は埴輪列の盾形埴輪、第二は周構内の盾形埴輪

である。

埴輪列の盾形埴輪　埴輪3、15、27、39、51、63、75、105などである。全容が把握可能なのは27の

みであるが、ここではおりにふれてほかの資料も利用しつつ、埴輪列の盾形埴輪の特徴をまとめよう。

27によれば復原全高は約70cmと小形であり、円筒形基部は径26から28cm程度の円筒形で51に見るかぎり

外面二次調整としてC種ヨコパケ技法が施される。パケメのストロークは長く、タガ間を2、3回繰り

返し施す点や胎土において他の円筒埴輪とあまり変わらない。このことからも盾形埴輪の円筒形基部と

円筒埴輪の製作工人とが非常に密接な関係性のもとでその製作にあたっていたことがわかる。しかし27

の資料に見る限り、盾形埴輪の円筒形基部の第一段突帯は最下部から20cm程度の所、盾面部の最下部に

接する形に貼り付けられており、円筒埴輪のそれと比べて最下段突帯の貼付位置が10cm程も高い（第72

図）。このことから埴輪列の他の円筒埴輪と同様の手順を踏んで製作されながら突帯の張り付け位置に

関して特殊な円筒形基部を作り分けていたことがわかる。また27の盾面部の上部左側の裏面には支持帯

が貼り付けられた痕跡が残っている。このようにの盾面部の比較的高い位置に突帯を持つ場合、その円

筒形基部の形態は直ロロ縁か切り落とし状口縁の二つの可能性が想定できるが、盾面部の上端付近は円

筒形基部の表面を利用することなく粘土板のみで盾面部を製作していることから円筒形基部の口縁形態
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は切り落とし状口縁となる公算が大きく、突帯の貼り付け位置を含め、円筒埴輪生産と非常に強い連動

性を持ちながらも、盾形埴輪としての独自の表現を獲得するため円筒形基部の一部に加工などを施す「能

動的盾形埴輪生産」により製作された蓋然性が高い。

27では支持帯は突帯痕跡被覆支持帯b類であり、事前調整として15、51では突帯の切除と先端の鋭利

な工具での円筒形基部への傷付けが行われている。事前調整におけるパケ調整は行われてはいないよう

である。以上の特徴を整理すれば埴輪列の盾形埴輪は第I－b群新相それも市野山型に属する可能性が

高いものと考えている。このことは伴出している円筒埴輪の年代観とも矛盾しない。

文様は27では単線の界線により内外区を回の字形に仕切、内区の長方形区画に対して盾面部の角から

複線の斜行線が引かれている他、盾面部の下端線中央から内区に対して垂直線が引かれるものと考えて

良い。こうした文様は誉田御廟山古墳外堤例（76）に近いものが見られる他は畿内では見られないものであ

り第2号古墳例に特徴的と言える。このことから考えて少なくとも文様に関しては吉備の在地の工人が

関わって描かれた可能性が高いものと考える。

次に3の盾形埴輪付近で出土した宵形埴輪について考えよう。この宵形埴輪はしころと考えられる部

位を欠損しているため全形はわからないが、衝角付き宵を模したものと思われる。またこうした宵形埴

輪は粘土の貼りつけや沈線により小札や帯金、鋲などの表現がなされるがこの例にはそうした特徴は見

られない。また顔面となる部位には透かし孔が開けられるのみであり、これは高橋克寿の研究によると

5世紀前葉から中葉にかけての特徴であるらしい（77）。付近には甲宵形埴輪の破片は見つかっておらず盾

形埴輪に宵形埴輪を挿入する初期の盾持ち人形埴輪と考えたはさみ山型に属するものであろう。こうし

た宵形埴輪である可能性を持つ個体は他に39が見られる。

3、39は宵形埴輪を盾形埴輪の口縁に挿入する盾持ち人形埴輪になるものと考えられる。残念なこと

に3、39の盾形埴輪は全形が不明であるため口縁形態を含めた盾形埴輪そのものの特徴は押さえられな

い。しかし埴輪列の他の盾形埴輪が第I－b群の新相に属することを勘案すれば、人物の顔面の表現を

行わない第I－b群中段階のはさみ山型とそれを行う第I－b群新相の塚堂型盾形埴輪との間に位置付け

られる資料と考えて良い。このことは第2号古墳埴輪列の円筒埴輪が全て二次調整まで施しているのに

対して、塚堂古墳、中ノ城古墳の両古墳においては一部ではあれ一次調整タテパケのみで製作を終わる

0　　　　　　　20cm
し二＿‾－‾＿し‾－：「　　　‾　1

第72図　第2号古墳出土埴輪の規格比較（1／12）
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川西宏幸のⅤ期（78）に属する円筒埴輪が存在し、第2号古墳の方が古相に位置付けられることとも矛盾せ

ず理解することができよう。

周溝出土の盾形埴輪　　第47図87は盾形埴輪の上半部となる資料であり、全形は明らかでない。円筒形

基部は口縁に近づくにつれすぼまり、とっくり状をなしているものと考えられる。加えて断面における

接合痕跡の観察から、盾面部は上端に至るまで円筒形基部の表面を利用していることがわかる。事前調

整としては突帯の切除が行われたことが確認できる他は不明である。盾面部は長方形をなすものと考え

られ、側面から見れば緩やかな弧を描いたラインをなすものらしい。盾面部の外面調整は劣化のため不

明であるが、埴輪列の盾形埴輪と同様ハケ調整によるものであった可能性は高い。界線によりⅡの字、

ないしは凹凸字形に仕切られ、外区は鋸歯文Ⅱ－a形態、内区は重格文となる。鋸歯文は整然と描かれて

おり、一部に割り付け線の使用が認められる。これらの点を総合してこの資料も埴輪列の3、39の様に

宵形埴輪を挿入する盾持ち人形埴輪と考えられ、文様等の特徴から考えてはさみ山型新相に属する資料

と考えられる。埴輪列の盾形埴輪に比して畿内の影響が強くはさみ山遺跡例などの製作に関わった工人

の吉備への招碑が考えられる。

第2号古墳出土資料の位置付け　　盾形埴輪全体として見れば、周構内の資料が埴輪列の資料に対して

一段階古く第I－b群中段階に属し、埴輪列の資料が第I－b群の新段階に属するが、盾持ち人形埴輪の

形状から考えて新段階の比較的古い時期に位置付けられるものと考えた。また畿内の製作技術との比較

で特に文様の面において畿内から直接招聴された可能性のある工人と、吉備在地の工人の両者がその生

産に関わったものと考える。現状で周構内と埴輪列との円筒埴輪で明確な時期差が見出し難い以上、第

2号古墳における両資料は第I－b群中段階から新段階の移行期間にあったと位置付けられる。大まか

な絶対年代としては5世紀中葉の末から後葉の初頭となるものと思われる。

その他の形象・器財埴輪について　　周構内からは盾形埴輪の他に、鞍形埴輪片と蓋形埴輪、不明小形

円筒の3種類の器材埴輪が検出されている。

まず蓋形埴輪はほぼ同一の特徴をなす。第45図77は笠部先端にそって沈線が一周まわっている。78は

軸受け部下帯突帯をもち、笠上半部に沈線により笠の布張りの表現を描く。松木武彦（79）の研究を参考に

すれば、氏のいう津堂城山タイプ新相の特徴を持つと言える（80）。しかし笠の布張りの表現は黒姫山古墳

例（81）に最も近いが、黒姫山古墳例は笠の端部近くまで二状の沈線を先端に対して垂直に描いており、若

干異なる。やはり埴輪列の盾形埴輪同様、外表面に描かれる文様については吉備在地の工人が関与して

いるものと思われる。

鞍形埴輪（第46図84、85）は小破片で判然としない。可能性として矢筒部の破片であることが考えら

れる。

・不明小形円筒（第46図82）とした個体は円筒埴輪のように突帯により何段かに筒部が仕切られ、二次

調整としてB種ヨコパケ調整が認められる。向かって上方に向かって朝顔形埴輪のように開く。透かし

孔は方形である。こうした特徴をなす例は今の所、岡山県月の輪古墳例（82）が知られるのみであり、きわ

めて吉備在地色の強い個体と言える。その個体の製作に、特に古市古墳群を中心に発達するB種ヨコパ

ケ技法が用いられている点は示唆的である。やはりこの個体にも吉備と畿内の2つの工人が協業する形

で製作にあたっているものと考えることができる。

第2号古墳からはこれまで述べたように多くの形象・器財埴輪が出土したが、一概にいって畿内の技

術系譜を根幹に置きながらも、特に視覚的に判別できる文様において吉備在地色が見て取れる。また不
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明小形円筒に見るように吉備在地の器材埴輪の工人が積極的にその製作に関わっていたものと考えられ

る。こうした状況は第2号古墳の築造に際して儀礼執行者である首長が畿内から招聴した工人と吉備の

在地の工人との間で協業体制による製作により引き起こさたものであると言え、この協業の場を通じて

形象・器材埴輪の製作技術の両地域での統合と差異化が同時に進行したものと考える。

C．造山古墳と造山第2号古墳の盾形埴輪から見た造山古墳群

では最後に第2号古墳の主墳であると考えられる造山古墳における形象・器材埴輪との比較を通じ

て、両者の関係について考えたい。造山古墳では盾形埴輪、蓋形埴輪、家形埴輪、船形埴輪などの表採

例が知られる（83）（第73図）。盾形埴輪では第I－b群中段階に属する5世紀中葉頃出現する誉田御廟山型

の盾形埴輪が表採されている（第73図4）。事前調整としては突帯の切除が行われたことが確認できる

他は不明である。盾面部は長方形をなすものと考えられる。盾面部の外面調整はタテパケ調整である。

界線によりⅡの字、ないしは凹凸字形に仕切られ、外区は鋸歯文Ⅱ－a形態、内区は連鎖菱形文となる。

鋸歯文は整然と描かれており、一部に割り付け線の使用が認められる。文様等の特徴は第2号古墳出土

のそれとほぼ代わりはない。このことから造山古墳における盾形埴輪製作に従事した集団と第2号古墳

における集団とが同一の集団、あるいは直接的影響下にある在地の集団であった可能性が高いものと考

える。ところが第73図5に見るように、明らかに在地的な特徴をもつ盾形埴輪も混在している。この個

体は盾面部が小形で外区に平行複線を交互に斜めに描くなどかなり特殊な文様と形態を持っ。こうした

個体が造山古墳に存在することは①畿内における副葬品盾は異なる盾形埴輪が吉備に存在しそれをモデ

ルとして畿内の製作者集団が製作にあたったか②吉備で独自の埴輪製作者集団が存在した、の二つの可

能性が想定できる。いずれにせよこれが造山古墳群における埴輪の製作環境で独自に生み出された可能

性は高く造山古墳の盾形埴輪は決して特定の集団により排他的に製作されたのではなく、畿内の技術的

影響下にある集団とともに吉備で独自に編成された集団との協業という形でなされた（84）ものと考えた方

が良いようであり、第2号古墳の場合とあわせてこうした両地域の工人の協業体制が造山古墳群の器財

埴輪製作にあたって一般的なものであったと考える。

器材埴輪の検討を通じて造山古墳群の生産環境は基本的に畿内の製作技術を根幹としながらも、吉備

の在地の工人がそれに積極的に関わる状況が見て取れ、そこから吉備の首長の活発な工人招聴活動と、

工人同士での製作技術の統合と差異化が促進されたことを説いた。二つの技術系譜、特に文様を主体と

する外観に二つの系譜が作り出されるのであり、儀礼の執行の際、その目撃者は両技術系譜、外観の統

合と差異を同時に見出すことが可能であったろう

以上のことから第2号古墳の埴輪列の器材埴輪製作と消費において、製作者としての埴輪工人、配列

と目撃を通じての儀礼参加者、そして首長の工人招聴活動と儀礼の実践という、三つの位相で執り行わ

れた社会的実践活動が、吉備と畿内の間でのアイデンティティーの統合化と差異化の両者に寄与してい

たものと推察するのである。

本論考は1999年度卒業論文として提出した「盾形埴輪から見た古墳時代の変革一古墳時代象徴消費様

式の構造転換－」の一部を書き改めた物である。論文作成にあたっては稲田孝司、新納泉、松木武彦の

諸先生方に多くの助言を頂いた。山陽学園所蔵資料の実見、実測にあたっては西川宏氏の便宜を図って
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頂いた。資料面と解釈論の両面で助言をくださった岡山市教育委員会の安川満氏、院生勉強会において

発表した際、岡山大学大学院文学研究科考古学履修コースの諸先輩方、同輩、後輩にも多くのご助言を

頂いた。加えて資料の実見、実測にあたり以下の諸機関の方々にお世話になった。記して感謝とする。

牛窓町教育委員会、岡山理科大学、長船町教育委員会、笠岡市教育委員会、橿原考古学研究所、倉敷考

古館、古代吉備文化財センター、山陽学園、月の輪郷土館　（50音順）
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